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序方法の開発を

この夏にストック ホルムを拠点としてスウェーデンでかなりの人と会った。ストックルム水週間を利用しての

ことだが、考えさせられたことを記しておきたい。

水週間の国際シンポジウムは連日かなりの人で混雑したが、私が参加した河川管理をめぐる第 2分科会ではほ

んの数年前にヒートしていたテーマである「ステイクホルダ-Jは影を潜めていたのが印象的で、あった。とりわ

け社会科学の方面では新しい概念の活用が新地平を開拓することがあるもので、このステイクホルダーがきわめ

て多用されたのも従来から乗り上げていた関係利害の調整をめぐる議論に新しい切り口が見出せるのではないか

という期待があったためである。実際に当時のある国際会議ではこの用語がそれこそ 3分に一度は飛び交ったの

だが、司会者自身が後で私の質問に答えて言うには「正直に言うと、この言葉の正確な意味は私にも分からない」

とのことであった。要するに言葉が便利に使われすぎて、実は議論が空転していたのであり、現在ではこの言葉

の使われ方はかなり限定されてきている。限定されてきた結果、問題に切り込むのに有利な道具となっているの

かというと、そうでもないのが実状であると言えよう 。

では、この言葉じ代わりこの会場で、飛ぴ、交っていた言葉は何かというと 、iwater users' associationJなのである。

ステイクホルダーに代わり、この概念は水利用者がそれぞれの立場にあること、それを超えて連携すること、連

携できること、を包含している。ただし会場ではこの概念を用いることで何がどこまで明らかにできるのかにつ

いて明確に提示されていた訳ではない。水をめぐる権利は誰にあるのか、 という問題は深刻化の一途を辿りつつ

ある。利用者をグループ化するとなると、その相手は誰になるのか。ステイクホルダーよりもこの概念の方がよ

り規模の大きな問題構造を明らかにすることには適切に機能するのではないか、という点では多くの人の意見は

一致していた。

ここに記したのはいわば問題へのアプローチ、攻め方、の変化の一例とも言えようが、どうも環境学にあって

欠けているのはそうした問題にどう向き合うのかという方法の開発なのではないかという思いを久しく抱いてい

る。共同研究の必要性が声高に叫ばれているが、「共通のテーマ」を設定した後はそれと関係する一連の個別分野

の研究が成果として残されることが多いのは、こうした課題が私達の側にある ことを物語るものと言えるだろう 。

増す一方の問題の複雑さと対峠するには、研究方法の開発それ自体を研究する態勢と努力とを欠くわけには行か

ない。たぶん、問題の立て方からの再検討が必要になるのだろう 。

環境科学部長・環境科学研究科長

土屋正春
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琵琶湖水環境の現状と課題



琵琶湖は私たちに間いかけ続けている

琵琶湖(図 1)の年齢100万年の中、ここ 50年たら

ずの間で、何かがおかしくなってきた。これは、明ら

かに琵琶湖集水域に生活する私たちに起因する。琵琶

湖の水は、琵琶湖と私たちの共存のありかたを、水の

汚濁の進行のシグナルで私たちに問いかけ続けてき

た。琵琶湖のいぶきが感じられる聞に、私たちは琵琶

湖とひざを交えて真剣に対話をすべきではないだろう

か。きっ と今ならまだ間にあう 。

10民m

」一一一ーム一一ーー」

図

現琵琶湖の深度図。

北湖東岸には沿岸

帯・湖棚が広がり、

沖に向かつて急傾

斜する湖棚崖とそ

れにつづく深底部

がある 。一方、北

部と西部は湖底に

向かつて;急に深く

なっている 。南湖

の水深は浅く全域

が沿岸帯の性質(と

くに水温と光環境)

をもっ。

(1)琵琶湖が発信する環境シグナル

かつて貧栄養湖に分類されていた碧い琵琶湖北湖

も、高度成長期からの汚濁の進行 (そのほとんどは植

物プランクトンの増殖)に伴い、南湖と同じ中栄養湖

にランクされていることが透明度が低くな ってきたこ

とからも理解できる(図2)。その問、琵琶湖が発信し

てきた汚濁シグナルのおもなものをたどってみると、

1960年の浄水場におけるろ過障害に始まり、コカナダ

モ異常繁殖とセタシジミ減少 (1965年)、京阪神で問

題になった飲料水のカピ臭(1969年)、沿岸部の大型

水生植物オオカナダモの異常繁殖(1971年)、 そして

1974年には南湖の一部では海水浴ができなくな った。

三田村緒佐武

環境生態学科
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図2:琵琶湖における透明度の変遷。直径25cmほどの白板を水

中に沈めて測定する透明度は、その単純さから測定に個人

差が少なく器差もないので昔の値も信頼できる。大正年間

の1922年から琵琶湖北湖の透明度の値が測定されていたの

は驚きである。

世間をにぎわせている外来魚対策も 1975年のオオクチ

パス増加で気づいていたら琵琶湖生態系は今とは違っ

ていただろう。さらに 1977年にはウログレナ・アメリ

カーナによる淡水赤潮が発生し、県行政も琵琶湖の富

栄養化対策を真剣に考えざるをえ なくなった。そして、

南湖に水の華(アオコ)が発生 (1983年)し、 1989年

には湖水がコーヒ一色を呈す事件が起こった。その原

因はラン藻のピコプランクトンの異常発生に起因す

る。アユのピブリオ病による大量艶死も同じ年であっ

た。そして、 1994年からは北湖にもアオコが発生する

ようになってしまった。北湖の湖底では硫黄細菌チオ

プローカが大量に発見され湖底環境にまで変化が忍び

よんでいる。アユの冷水病(1995年)は稚アユを全国

に供給して生活の糧にしていた漁業者にとって大打撃

であったがいまだ解決できない。また、これまで観ら

れなかった大型ミジンコが北湖に出現 (1999年)し研

究者を驚かせた。付着藍藻の増加はエリ付着物として

現われ (2000年)漁業者を困らせている。さらに、北

湖の堆積物表面では2002年からマンガンノジュールを

形成するメタロゲニウムが多く観察されるようになっ

てきている(図3)。次に発信される汚濁シグナルはい

かなる衝撃的な環境問題だろうか。それとも、あえい

でいる琵琶湖に気づかない私たちへの発信をあきらめ

てしまうのだろうか。

8 



琵琶湖水環境の現状と課題特集

かり前進するより道程はないような気がしてならない。

琵琶湖環境の修復・保全がさけばれて久しいが、望

ましい琵琶湖に改善されたとはとてもいい難い。近年

さらに琵琶湖環境が訴えるいくつかの環境変化のシグ

ナルがあるが、それは豊かさを求めるあまりの人間活

動の増大に起因することはいうまでもない。

信濃教育の原則「自然が自然をつくり、自然が私た

ちを活かすjを、私たちはものの豊かさと引き換えに

心の豊かさを失ってしまったようだ。自然が自然をつ

くり、自然に活かされた生活を検証しようと、大氾濫

原の大湖トンレサップ湖を訪れた。トンレサップ湖は、

メコン川がつくったデルタにより支流トンレサップ川

中流域の低湿地帯が湖に生まれ変わったのがその成因

であるという O この浅い湖は、雨の多い雨季には乾季

の10倍にも面積が膨れ上がり、パイカル湖の広さにも

匹敵するという O 通年の雨季でも 3倍に膨張し琵琶湖

10個分の湖が毎年誕生し乾季には消滅する O この雨季

には、フランスの博物学者アンリ・ムオが130年前に

再び発見して眠りを覚ましたあの神々の世界アンコー
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図3:琵琶湖が問いかける汚濁シグナルの歴史。琵琶湖の水が琵

琶湖流域に住む私たちに問いかけてきたシグナルは視覚に

訴えてきたものだけでもいくつもあった。 しかしながら、

対処療法に頼りその根本を理解しないでなんらの手立ても

できずにきたO 琵琶湖生態系の環境変動 (悪化)は徐々に

取り返しのつかない状況に追い込まれてきたことを、私た

ちは最近やっと気付くようになった。
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写真 1 乾季のトンレサ yプ湖(北東沿岸水域)。 乾季の末でも

;胡中林が観察されるが、雨季が始まる直前には木々の土

地は干しあがるとし、う O

写真2・トンレサップ湖へ通じる簡易道路にならぶ住居。写真に

見える広大なエコトーンは雨季にはトンレサップ湖の一

部になり住居も呑みこんでしまう 。細い木々でこしらえ

た粗末な家々は雨季が近づくと水の浸からない場所へと

数加1移動する。

-9-

( 2 )琵琶湖が琵琶湖をつくり、琵琶湖に活かされる

生活を求めて

今から 30年近く前の信濃教育会の書物に、「私たち

は、日々自然とともに生きている。自然は計り知れな

いエネルギーと安らぎを与え、私たちの心身を、より

豊かに育てている。しかしながら、この偉大な母なる自

然をどれだけ認識しているであろうか。 **中略**

豊かな 自然は、学問・芸術を生み、文化を育てる O 信

州は 自然の宝庫で、全国に誇るべき幾多の学問や芸術

を生みだした。私たちは今、その文化の累積に生きて

いる。」のことばが掲載されている。自然との共生・

共存はなにも環境時代の言葉ではなく、太古の昔から

実践されてきた心ある人々の生活の知恵であり、信濃

教育会にもあるように、その確認の歴史でもあった。

しかし、人々の環境破壊はあまりにも大きくなりすぎ、

総括と反省を脳裏と行動から忘れ去られるがごとくま

でにしてしまった。ここにきて、再び環境修復に向け

て行動をしようとしているわけだが、ただちに自然は

私たちを許してくれるとは思えない。

環境学を学びこれを生かす責務を負う私たちが、西

洋の科学技術文明のスパイラルから脱却し新たな文明

の構築が急務であると思うのはアーノルド ・トインピ

ーと同様に当然のいきつく結論であろう O ただ、具体

的に何をどうすればよいのかのイメージを共有するに

はあまりにも私たち人類の歩んできた知識の範囲を超

えてし まっている。人はこのまま滅びる運命にあると

ことばでいうことは簡単である。しかし、新たな人間

生存に対する哲学を構築できないならば、少なくとも

現状の思想で少しでもその命を永らえる方策を見つけ

出さなければなるまい。そのためには、目標とすべき

未来の環境(琵琶湖)とはいかなるものかを見据える

必要がある。見えないから目標に向かつて行動するこ

とができない。未来のあるべき環境への合意形成をは



ルの遺跡にわず、か十数kmにまで湖岸線が迫ることに

なる。アンコールワット観光の拠点の町シェムリアッ

プからトンレサップ湖に通じる道端に点在するっくり

の粗末な家屋は、雨季が近づくと軽々と引越しを済ま

せ新たな湖岸に漁の営みを変えることになる。これは、

昔からの疑いのない生活のようにたんたんと行われる

年中行事であるという 。日本だったらさしずめ乾季の

湖岸にスーパー堤防のごときを築き、エコトーン (水

陸移行帯)を破壊して住空間拡大をはかり、湖 (自然)

と生活(人)との棲み分けをはかるに違いないと想像

した。まさに、 トンレサ ップ湖から恵みを得る民は、

広大な湖とエコトーンに活かされた生活をしていたこ

とになる (写真l、2)0

( 3 )琵琶湖生態系に異変が生じている

縦割り行政の弊害が叫ばれて久しいが、滋賀県では

2001年に複数の関係部局等で構成される「琵琶湖生態

系検討会」が発足した。庁内外の専門家で構成される

「琵琶湖生態系研究会」が、琵琶湖生態系で生じる環

境変動(環境問題にまで至っていない変化を含む)に

ついて生態系を総合的に把握してその原因の究明と対

応策の検討を行っている。行政が琵琶湖環境の修復・

保全に向け真剣に取り組もうとしている姿勢は画期的

なことである O これが行政のあるべき姿であると研究

会の成果を真塾に受け止め行政全般に波及していくこ

とを望みたい。

さて、筆者も構成員の一員であるこの研究会が中間

報告としてまとめた内容に私見を交えて紹介したい。

琵琶湖生態系は、琵琶湖の沿岸帯、沖帯、深底帯、な

らびにその集水域のサブシステムが有機的に密接に関

わりこれらの総合体として機能している 。 しかし、研

究会では、あまりにも琵琶湖生態系が多様かつ複雑で

あるため、それぞれ固有の特徴をもっサブシステム、

とくに人の生活と密接に関わり住民にとって理解しや

すい沿岸帝 (水深が浅い南湖の生態系変動も検討課題

としている)における生態系変動をテーマに上げて検

討A してきた。

〈植物プランクトン種組成に変化が〉

琵琶湖の北湖に 1977年に黄色鞭毛藻ウログレナによ

る淡水赤潮や 1983年南湖に藍藻アナベナ (アオコ)が

発生してから、琵琶湖の植物プランクトン種組成に大

きな変化が観察されるようになってきた。例えば、シ

ネココッカス (通称ピコプランクトン;1989年、北湖)、

ゴンフォスフエリア (1993年、北湖)、アファノテー

セ(1998年、北湖)、オシラトリア (1998年、南湖)、

アファニゾメノン(1999年、南湖)など藍藻の発生が

。
。
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図4:琵琶湖北湖の循環期における硝酸態窒素の鉛直経年変化。
琵琶湖で、は淡水赤潮の教訓を生かした富栄養化防止条例に

よりリンはほぼ横ばいで増加していないが、窒素は毎年

0.1 μMずつ増加しここ30年間で1.5倍になった。(菅原、

1928 ;西係 ・坂本、 1963未発表 ;三田村、 1972・2001未
発表から作図)

顕著になり、従来琵琶湖で出現していたプランクトン

種が減少し経年の同調的季節変動パターンが崩れてき

ている O そして、新たに出現している植物プランクト

ンには粘性の鞘をもつものが多くなってきていること

が特徴である。なお、 1994年の大渇水以来、琵琶湖全

域の湖岸帯で糸状性の付着緑藻スピロギラが大増殖す

るようになり、付着藻類にも異変が生じている。

これら植物プランクトンの種構成の変化は、図4に

見られるように窒素栄養塩 (図では窒素栄養塩のほと

んどを占める硝酸態窒素の分布変動を示している)の

増加に伴い、植物プランクトン種聞の栄養要求に対す

る競争関係が変化していることも考えられる 。このこ

とは、陸域からのシリカ供給の減少に伴い瀬戸内海の

赤潮プランクトンが珪藻から他の種へ変化していると

の仮説と類似しているようにも思われ、琵琶湖の流入

河川に建設されているダム・堰や農地・ i留池などの止

水域におけるシリカ除去(欠損)も琵琶湖の種構成変

化に関係している可能性がある。琵琶湖生態系の変化

という視点からも計画されているダムの是非について

検討する必要があろう 。また、エコトーン破壊を始め

とする湖岸域における水質浄化機能が低下し、栄養塩

が蓄積している沿岸小止水域で、の植物プランクトンの

初期発生が関係することも考えられる。そして、地球

温暖化や気候変動に伴う湖水温の上昇、瀬田川洗堰の

水位操作に伴う湖流の変動など物理要因も影響を及ぼ

している可能性がある。さらに、魚類相の変化に伴い

食物連鎖系における食う食われるのトップダウン効果

が水生生物群の相互作用に歪みが生じさせたことが、

植物プランクトンに影響を及ぼすようになったことな

ども検証する必要があろう。

しかしながら、植物プランクトンや付着藻の種構成
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とその現存量に関する基礎情報が不足していること

や、生物群の相互作用は未解明であり、琵琶湖生態系

の変化として特化するには至っていない。琵琶湖環境

の修復・保全のためには、昨今の研究の成果主義にの

み価値を求める風潮をあらため、とくに、琵琶湖環境

の地道なモニタリングが今までにも増して重要になっ

てくることはいうまでもない。

〈エリ網に付着藻類がべったり 〉

琵琶湖を知りつくしているのは漁業者であり、琵琶

湖生態系の異変に最も早く気づくのは行政でも研究者

でもなく漁業者である O それは、琵琶湖に活かされ琵

琶湖とともに生活を余儀なくされているためであろ

うO エリ網に付着物がべったりっきエリ漁が思うよう

にできないと数年前から北湖でいわれてきた。調査の

結果、南湖の付着物の主体は緑藻サヤミドロであり付

着量も目立たないが、北湖の付着物は粘性をもっ糸状

藍藻のフォルミデイウムで網を洗っても落ちにくい。

付着量は4月と 9月にピークに達し5月から 8月の聞は

付着物が減少する傾向がある。表面付近より少し深い

深度で付着が顕著になることなどが明らかになり、こ

の糸状藍藻は強光阻害を受けやすくいことが想像され

る。また、エリ網では、フ ォルミデイウムを主体とし

他の微小生物群を含む特有のミクロエコシステムを構

成していることが解明された。

研究会では、この理由として植物プランクトンの種

構成の変化と同様に、琵琶湖水の窒素とリンの現存量

比の増大と関係し、高い窒素とリンの比を好む藍藻が

付着藻類でも出現するようになってきたと考えられ

た。また、北湖のエリ網設置深度は深いため大型水生

植物が生育できず、付着藻類にとって網は優れた生育

基質となり、北湖沿岸湖底に広く分布するフォルミデ

イウム糸状藍藻がエリ網に付着し水温上昇に伴って網

上で増殖し、さらに、糸状藍藻の粘性が他の生物遺骸

や無機粒子などを付着させ厚い付着構造を形成してい

くのではないかと推測された。

しかしながら、南湖でエリ網付着問題が生じないの

はなぜか。また、この現象がここ数年前から顕著に見

られるようになったのはなぜ、かなど不明な点も多い。

く南湖を覆う水草の大繁茂〉

琵琶湖における沈水大型水生植物の変遷をみると、

第二次大戦後のまもなくの頃までは琵琶湖沿岸帯に広

く生育していた。とくに南湖では近年の大繁茂に匹敵

するほどの水草被覆面積で、あった (1953年の調査)が、

1960年以降に急速に減少した。そして、 1994年の異常

渇水ののち被覆面積が著しく拡大して今日に至ってい

特集琵琶湖水環境の現状と課題

るo 1953年では在来種のみで占められていたがが、

1960年代に入って外来種コカ ナダモが琵琶湖全域に繁

茂し、 1969年からオオカナダモも南湖で急速に分布を

広めた。渇水期以降、再び在来種が回復している。南

湖では近年沈水植物の大繁茂により透明度がよくなっ

てきているが、航路障害や湖岸への水草漂着による景

観悪化と悪臭が問題視されている。

透明度の増加は、水草帯で、は湖流速が減少したため

ただ単に湖底堆積物の巻き上がりが少なくなったため

か、沈水植物が植物プランクトンとの栄養要求あるい

は光環境の奪い合いに優位で、あったためかの詳細は不

明である。沈水植物は、栄養塩除去機能など水質改善

と密接に関係することや、琵琶湖生態系本来の構成要

素と考えられるため今後適正な保全対策が講じられる

べきであると研究会では位置づけている。

なお、水草群落内の湖底付近で、は、とくに夜間の植

物の呼吸の卓越と湖流速の低下が重なり貧酸素化が生

じており、湖底堆積物からの栄養塩や有害化学物質の

溶出による新たな環境問題をきたす可能性があること

が研究室の卒業研究でも明らかになっている O また、

航路障害や流れ藻による景観悪化問題は琵琶湖本来の

自然現象であり、琵琶湖に活かされるという立場から

私たちの生活のあり方を問い直す作業が必要になろう 。

しかしながら、大型沈水植物群落の水質浄化機能の

詳細な機構は明らかでなく、また、魚類などの産卵・

生育場所としての水草帯の役割などの評価も積極的に

進めていく必要がある。

〈外来魚問題と魚類相の変化〉

琵琶湖の魚類はその生態と生態系における役割がよ

く解っていない。これは魚類が遊泳生物であり、試料

採集の難しさや調査に漁業者の協力が必要になること

による。漁業者は生活の糧になる魚種の生態はよく理

解しているが、いわゆる売れない魚種にはまったく興

味がない。近年、外来魚、の現存量やその生態が比較的

よくわかってきたのは、外来魚、の増加が漁の対象にな

る在来魚に影響を与え漁業者にとって死活問題になっ

てきたことや、琵琶湖生態系にただならぬ影響を及ぼ

すことが明らかになってきたからであろう。

さて、漁獲からみると、魚、食性の外来魚、オオクチパ

スやブルーギルは沿岸帯の魚類相のほとんどを占め、

沿岸帯を生息-産卵の場とする温水性魚類が減少して

いる。アユ、ピワマスなどは資源が比較的安定してい

るが、在来種の多くは減少しているか不安定な状況に

ある O 春には外来魚種の現存量が増大しこの季節に産

卵するフナ類、モロコ類などが減少することや、タナ

ゴ類やワタカなとε沿岸水域を生息場とする魚種の減少

1
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にも影響を与えていることが明らかになった。

琵琶湖には固有魚種を含め 50種以上の魚類が生息

し、特定の種が特出することなく相互の関係を保って

いた。しかし、ヨシ群落や内湖の消滅・減少、湖岸の

人工改変、流入河川やクリークの堤などで緩やかなエ

コトーンが分断されてきたことが魚類相の変化に関係

していたことが明らかになりつつある。在来魚種によ

る付着藻類や底生生物などの捕食の減少など食物連鎖、

におけるトップダウン効果としてさまざまな水生生物

群に影響を与えるなど、湖内の物質循環系に影響を及

ぼしているなどが研究会の議論である。

しかしながら、魚類相の変選と琵琶湖ならびにその

集水域の環境要因の変化との時系列的関係、魚種間お

よび他の生物群との相互関係の詳細、在来種の生態系

保全効果など今後解明しなければならないことも多い。

さて、琵琶湖の魚類あるいは漁業者の適正規模とは

いかほどであろうか。もちろん、そこには

の姿における適正規模ではなく水産資源という視点も

加味する必要がある。漁業者は過剰に期待して琵琶湖

を養殖水域と思い違いをしてしまっているのではない

かと心配するのは私だけではあるまい。

〈北湖の深層水は酸素がなくなるのか〉

琵琶湖の有機汚濁の程度を知るーっとして、湖水の

循環期直前(12月ごろの停滞期末期)の深層水の溶存

酸素現存量を調べる方法がある。これは、琵琶湖が温

暖一回循環湖(亜熱帯湖)であることによる。停滞期

の深層水は決して大気とふれることなく、循環期にな

ってはじめて深層水は湖面まで上昇到達して大深呼吸

する。いいかえると、生産層で生産された自生性有機

物や湖外から運ばれた他生性有機物は微生物酸化分解

を受けながら深水層に達し溶存酸素を消費するため、

深層水中の溶存酸素の減少の程度を調べることから、

琵琶湖の生産や汚濁の程度を知ることができることを

利用したものである。

循環期前の深層水中の溶存酸素が1950年から減少し

ている(図5)。この傾向は透明度の低下(図 2) とも

一致し、高度成長期からの人為的栄養塩流入負荷量の

増大による植物プランクトンの増殖に起因する。北湖

に広がる深底部の今津沖(本学の湖沼環境実験施設が

毎月定期観測している定点がその中央部で、水深は約

90mである )では、 1985~ 1987年、 1999年そして

2002年に例年にない低酸素が観測され、深層水中にリ

ン酸態リン現存量が高くなることが、滋賀県衛生環境

センターならびに湖沼環境実験施設の観測結果から明

らかにされている。とくに2002年には飽和度8%にま

で減少した。この低酸素化は琵琶湖水の汚濁の進行と
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同5:循環期直前 (停滞期末期)の琵琶湖北湖の深層水中の溶存

酸素の経年変化。深層水の溶存酸素は1990年代になくなり、

琵琶湖では無酸素化とともに生物相の激変とメタンガスや

硫化水素の発生により飲料水にも適さなくなると想像され

た。しかし、自然の営みはしなやかである。今も何とか命

をもちこたえている。(・)は滋賀県水産試験場、(企)は

滋賀県衛生環境センタ一、(食)は滋賀県琵琶湖研究所に

よる。(滋賀県琵琶湖研究所所報19号より)

ともに、春季の水温上昇が例年になく早く停滞期が長

かった (深層水の酸素消費期聞が長い)ことも一因し

ていると考えられる。この広大な深底部では低酸素化

に伴い湖底堆積物からマンガンが2価に還元溶出し、

これを再び4価に酸化させるマンガン酸化細菌メタロ

ゲニウムが大量増殖して粒上のマンガンノジュールが

いくつも観察されている。

地球の温暖化や気候変動により、琵琶湖の水温上昇

に伴い生物生産が高くなり、微生物分解活性が高まる

ことや停滞期が長くことにより、深層水中の溶存酸素

がますます減少していくことが想像される。とくに、

密度の高い溶存酸素をたっぷり含んだ春先の雪解け水

が減少すると、湖底環境がますます悪化していくこと

が危倶される。その意味からも 、流域で計画されてい

るダム建設が琵琶湖環境に与える影響を検討するとと

もに、既存のダムにおいても冬季から春季にかけての

放流計画の再検討を迫れることになるだろう 。また、

湖底直上水の低酸素化に伴い堆積物からリンを始めと

する栄養塩の溶出が植物プランク トンの異常増殖をま

ねく可能性についても考慮しなければならない。

しかしながら、低酸素のもとで湖底堆積物から溶出

した栄養塩が、酸素飽和にある生産層水中にまで鉛直

輸送されるのか。深層水の酸素消費に寄与する自生性

あるいは他生性有機物の質と量に近年変化が生じてい

るのかなど未解明の部分も多い。このことは、琵琶湖

内
〆
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特集琵琶湖水環境の現状と課題

琵琶湖生態系変動概念園

エリ網付着物の制加 河川からの砂供鎗の減少
..濁水の流入

図6:琵琶湖生態系変動概念。ここで示した生態系変動は主に沿岸荷に関することがらである。琵琶湖環境の悪化と変化は近年ますま

す多様かつ深刻になりつつある。琵琶湖環境の修復・保全にはなぜその環境問題が所在するのかの環境認識解明から始め、絡み

合った糸を少しずつほぐす必要がある。(平成14年度滋賀県琵琶湖生態系検討会中間とりまと め案より、 一部改変)

における CODとBODの誰離現象の解明の一つの視点

すなわち難生分解有機物の増加とその運命に関する研

究からも検証していく必要があろう 。

〈底生生物にも変化が〉

沿岸帯で底生生物を 1969年と 1995年に調査した記

録がある。どのように変化したのだろうか。巻貝カワ

ニナ類が減少(多くの琵琶湖固有種の減少)しヒメタ

ニシが増加した。二枚貝シジミ類が減少しタテボシが

増加した。また、ユスリカや他の無脊椎動物の現存量

も激減した。これは底生動物の生息環境の堆積物粒子

径が泥質化 し砂泥質や砂質が減少 したことにも起因す

るようである。

前述したように、北湖の深底部では水温上昇と低酸

素化の傾向にある。これに関係してか、 1991年に硫化

水素をエネルギー源とする硫黄酸化細菌チオプローカ

が発見された。底生動物ではミミズ類が個体数 ・現存

量とも優占するが現存量は減少している。かつては北
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湖の湖底堆積物をエクマン ・パージ採泥器で採取する

と必ずといってよいほどユスリカ幼虫が採れ湖岸域で

はユスリカ成虫の襲来があったことを記憶している。

今ではユスリカ幼虫は実習学生に見せようとしても採

取されず採れるのはイトミミズばかりである。そして、

1994年以降ミズムシやコガタウズムシなど沿岸性の底

生動物が深底部に侵入 ・繁殖するようになってきた。

これは、沿岸帯で河川改修やダム建設により琵琶湖

への土砂供給が減少したことや、農地からの濁水の流

入や、 富栄養化による植物プランクトン生産の増大が

底質を変化させたことが一つの要因であろう 。近年の

深底部環境の変化から、今後、深底部で低酸素化が進

行すると生物多様性や生息密度と現存量が減少するこ

とも考えられる O

しかしながら、これら底生生物の変化の要因の詳細

は明らかでなく、今後の研究会の検討課題である。

以上は琵琶湖生態系研究会でおもに検討されたサブ



テーマであるが、これらは図6に示した琵琶湖生態系

変動の一部である。琵琶湖のあるべき姿と現況を総合

的に把握・検討し、琵琶湖環境を修復 ・保全していく

必要がある。

( 4 )碧い琵琶湖に復すために

昨年春に開催された「世界水フ ォーラム」でまとめ

られた世界湖沼ビジョンは、琵琶湖のゆくすえをも見

据えた参加者の考え方であろう 。「人聞社会の生存と

経済発展のために、その基盤をなす自然 (琵琶湖)を

劣化・枯渇させることなく存続しつづけることのでき

る社会へ移行する」という 。私たちの課題が「持続可

能な開発」であると再び位置づけている 。私には持続

可能な開発はありえるとは思えない。持続可能な琵琶

湖集水域の空間には、おのずとその適正規模があるは

ずである。琵琶湖に負荷を与える近江盆地にははたし

て幾人の生活が許されるのであろうか。滋賀県民の物

質的享受と琵琶湖環境の保全との両立はありえないこ

とを肝に銘ずる必要がありその確認作業を急がなけれ

ばなるまい。

自然との共生は自然の厳しさ過酷さのルールを身体

で理解してはじめて共生圏に加わることができる 。都

会人が山村に住み移ったりエコツアーと称して自然界

へ踏み入れたりだけではとてもこれを成しとげるため

の作業といえない。インデイヘナやイヌイ ットが自然

と共存させていただいている程度であろう 。私たちは、

琵琶湖生態系に活かされているという原点に立ち戻ら

なければならない。まさに、琵琶湖が琵琶湖をつくり、

私たちはその手助けをするほか琵琶湖の再生はありえ

ないことを基本として生活していく必要がある。

琵琶湖の環境問題を解決するために湖沼生態系を十

分理解しないで手を加えると湖の破綻をまねくことが

しばしばある。湖の構造と機能を把握した上で、湖の

環境改善と管理を行うことが望ましい。そもそも地球

には「人が活動する場Jr人と自然、が共存する場Jr人

が浸入してはならない場jがある。いいかえると、人

にその場を提供してしまった人工的都市環境、琵琶湖

集水域のように人と自然がお互いに動的平衡を保ち共

存しなければならない環境、そして、地球に数少なく

残っているアマゾン奥地や極地など本来の自然環境の

三つがある。今、私たちが克服しなければならない課

題は、 二つ目の人と自然が共存する場の環境問題であ

る。琵琶湖の環境問題を解決する方法として[環境認

識Jr環境改善Jr環境理念」があるが、その中でも身

近な水環境に、関心をもっ、働きかける、理解する、

の環境認識と、琵琶湖の環境問題をどのようにとらえ

行動すべきかを考える哲学と倫理、ならびに未来の琵

琶湖を託す人たちへの環境教育(環境理念)が重要で

ある。環境問題が深刻な場合は別として、環境認識と

環境理念をふまえ、その上で琵琶湖のあるべき姿を創

造 (環境改善)するようにしなければならない。

琵琶湖のあるべき姿を構築するためには、まず、琵

琶湖をよく知ることから始める必要がある。私たちが

日常接している琵琶湖がどのような特徴をもつのかを

世界の湖と比べてみることも重要である O その上で琵

琶湖を科学し、琵琶湖を理解するように努めなければ

ならない。さらに、琵琶湖の環境問題を考える上で、

世界で生じている湖沼の環境問題を理解し、琵琶湖で

現在問題になっているあるいは将来問題になる可能性

のある環境問題を総括することも重要である。

100万年かかって育まれた碧い琵琶湖を、今まさに

私たちは瞬時に破壊しようとしている。私たちは、碧

い琵琶湖をとりもどし曾孫に棲み良い環境を残せるだ

ろうか。いま、私たちが行動しなければならないこと

は、自らの生活の自己完結をめざすことではないだろ

うか。私たちは、環境問題の解決に向けて、私たちの

生活のあり方を根本から問い直すことが求められてお

り、そのために、心の倫理、すなわち「環境倫理Jを

自らが構築していくことがますます重要になってくる

と思われてならない。
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琵琶湖の生き物たち

はじめに

琵琶湖は、表面積670km2、最大水深 104mを有する

我が国最大の湖であると同時に、その広さと地形の複

雑さによって最も豊富な生物相を持つ湖でもある O 現

在、琵琶湖に生息する生物種は 1，000種を上回り、そ

の内訳は、動植物プランクトンが約480種、底生動物

が約400種、魚類が約60種、沈水植物が約60種、寄生

性動物が約30種、水表生物が約 10種である i。このう

ち琵琶湖にしか生息しない、いわゆる固有種は59種に

のぼる(変種、亜種を含む)。 このように豊富な生物

種を持つのは、琵琶湖が長い歴史を有する古代湖の一

つだからであり、現在の北湖盆が形成されたのは40万

年前と推定され、今より南に位置していたと考えられ

ている古琵琶湖ができたのは400万年前といわれる 20

ここに見られる固有種は、プランクトンで5種、水

草で2種、昆虫で 12種、魚類で 13種、貝類で29種で

あり、貝類の固有種の割合が最も高いのが特徴的であ

る。固有種には、かつて広い分布圏を持っていたもの

が、ある特定の地域にだけ生き残ったもの (残存種あ

るいは遺存種)と、地質学的に近い過去において湖内

で分化したものがある。琵琶湖では、ナガタニシ、セ

タシジミ、オトコタテボシガイ、イケチョウガイ、ピ

ワオオウズムシ、アナンデールヨコエピなどは残存種

に含まれ、ピワカワニナ亜属の 15種は琵琶湖の環境に

適応して種分化した新しい種と考えられている。

このように長い歴史の中で、その環境に適応して進

化してきた生き物たちは、その形態のみならず、それ

ぞれの生活様式、あるいは生物間相互作用においても

独自の関係を築いてきた。 しかし今日、我々人類によ

る撹乱がこれら生物の存続を脅かしつつある。本小論

では、琵琶湖に住む生き物たちを、プランクトン、魚

類、底生動物、水生植物に分けて、その現状について

概観し、今後の展望について考えたいと思う O

プランクトンの世界

湖における生物の生息場所は、湖底まで光が届く沿

岸帯と光が届かない沖帯に大きく区分することができ

る。つまり、水生植物が繁茂することができる比較的

浅いところ (およそ 10m以浅)が沿岸帯で、水生植物

の繁茂を許さない深さを持つところ(およそ 10m以深)

特集琵琶湖水環境の現状と課題

伴修平

環境生態学科

が沖帯と言い換えることができる O 沿岸帯では、ヨシ

やガマなと守の抽水植物、コウホネやアサザなどの浮葉

植物、エピモやコカナダモのような沈水植物が主な一

次生産者だが、沖帯ではこれら大型の植物に代わって、

単細胞藻類である植物プランクトンが主な一次生産者

となる。琵琶湖北湖のように相対的に沖帯の割合が大

きい湖では、植物プランクトンを出発点とする食物網

が湖の物質循環を駆動する要となる。

そもそもプランクトンとは、水中を自力で長距離移

動できない生物の総称であり、植物プランクトンとい

っても、珪藻類、緑藻類、黄金色藻類、渦鞭毛藻類、

クリプト藻類、ユーグレナ藻類と様々な植物群を内包

している。琵琶湖が貧栄養湖だった 1960年以前の主要

な植物プランクトンは珪藻類によって占められ、とき

どき緑藻類が増える程度であった。しかし、 1960年以

降、湖の富栄養化が顕在化してくると、藍藻 (現在は、

藍細菌と呼ぶ)が急激に増加し始め、それまで見るこ

とのなかった様々な藻類の急激な増加現象(以後、ブ

ルームと呼ぶ)が頻発するようになる 3。大型緑藻の

Closterium aciculareや Staurastrumdorsidentiferumのブ

ルームが観察されたのもこの時期で、浄水場の清過施

設に障害を与えたり、繊維会社で洗浄中の布を緑色に

染めたりしたほどであった。1969年以降には、珪藻類

のSynedrarumpensと藍細菌のPhormidiumtenueによ

るブルームと、それに伴う水道水のカピ臭が社会問題

となった o 1978年以降には、黄金色藻類の Uroglenα

αmerzca仰による赤潮の発生、 1983年以降には、アオ

コ(藍細菌によるブルーム)の発生がいずれも毎年繰

り返されるようになる。さらに、 1989~ 1990年には、

一時的にピコプランクトン (2バn以下の微小プランク

トン)のブルームによる透明度の急激な低下が報告さ

れている。

過去20年間における琵琶湖北湖での植物プランクト

ンの季節変化を要約すると、冬にはAsterionellafor-

mosaやFragilariacrotonensisなど大型の群体を形成す

る珪藻類が優占し、春にクリプト藻類が増加した後、

5 ~ 6 月に U. americanaによる赤潮がみられ、夏から

秋にかけては、C.acicul，αreやS.dorsidentijきrumなど大

型緑藻が優占する。ただし、年や場所による違いも大

きく、我々が一昨年 (2002年)に北湖最深部付近で行
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った調査では、周年にわたって C.aciculareとS

dorsidentiferumが優占し、 ιαmericanaの赤潮は見ら

れなかった。細胞容量で指標される植物プランクトン

現存量は、北湖北端の今津沖最深部付近に比べ、北湖

南端に位置する和遁沖の方が2~3倍高い傾向にある 。

また、長浜港など汚染負荷の高いところでは、局所的

にアオコの発生も見られるようだ。

その昔、典型的な貧栄養湖といわれた琵琶湖北湖も

今は中栄養湖といわれるが、そんな昨今でも春から秋

の成層期には、リン不足によって植物プランクトンの

増殖は制限されている O これは、比較的深い沖帯を多

く含む北湖では、 表層水温の上昇に伴う温度成層の発

達に伴って湖水が鉛直混合し難くなるため、植物プラ

ンクトンの消費した栄養塩が下層から補填されなくな

るからだ。北湖が南湖のように急激な富栄養化を遂げ

ない理由の一端もここにある。しかし、この成層期に、

植物プランクトンは全く栄養を摂れないかといえばそ

うではない。干直物プランクトン自身によって、あるい

は植食者である動物プランクトンによって排植される

窒素やリンを再利用しているからである 。最近の研究

では、この栄養塩の再利用のされ方が、動物プランク

トンの種類組成によって異なることが明らかにな って

きた。動物プランクトンは、植物プランクトンに比べ

るとずっと長い寿命を持っているので (といっても、

1~数ヶ月程度)、リンの貯蔵庫としての役割を果たす

が、この貯蔵庫の大きさが種類によって異なるという

のだ。 ミジンコという名で親しまれている枝角類、特

にDaPhnia属は極めて高いリン要求を示すことが分か

っている。これに対して、ケンミジンコとして知られ

る榛脚類では窒素要求が高く、リン要求はそれほど高

くない。この違いは、植物プランクトンにとって利用

可能な再生栄養塩の供給量に大きな影響をもたらす。

DaPhn仰が優占する場合、これらはリンを溜め込もう

とするため、そしてリン不足の環境であればなおさら、

排世するリンの量は低く抑えられる。DaPhniaはまた、

摂食速度においても圧倒的にケンミジンコに勝るた

め、 Daphniaが優占すると、供給される再生栄養塩の

低下と捕食による死亡率増加のダブルパンチで、植物

プランクトン現存量は急激に低下する。実際に琵琶湖

ではどうなっているかというと、動物プランクトンは、

ほほ周年を通して榛脚類である Eodiaptomusjaponicus 

が優占している O 春から秋のリン制限を受けている時

期にも、ある程度の植物プランクトンバイオマスが維

持されているのは、このためかもしれない。そして夏

から秋にかけて増えるC.aciculareやs.dorsidentiferum 

など大型緑藻が、槙脚類の口の大きさより充分大きく、

摂食され難いこともこれに寄与しているに違いない。

ところで、 DaPhniaが琵琶湖でそれほど多くならな

いのはなぜだろうか。ひとつには、プランクトン食魚

類による選択的補食が考えられる。琵琶湖沖帯には、

コアユ、モロコ、イサザ、ニゴロブナなど多くの動物

プランクトン食魚類が生息している 。これらはみな、

視覚に依存して餌を捕捉し摂食するので、大きくて目

立つものから選択的に摂食する傾向にある。DaPhnia

は、動物プランクトンの中では大型で目立ちやすく、

また動きも鈍いので、これら捕食者の格好の餌食にな

り易い。実際に、コアユを使った摂餌実験では、コア

ユは数の多いE.japonicusより数の少ないDaphn仰を選

択的に食べることが確かめられている 4。考えられるも

うひとつの理由は、餌藻類の量に求めることができる

かもしれない。既に述べたように、夏から秋にかけて

湖水が成層する問、琵琶湖の植物プランクトンはリン

制限下にある。さらにこの時期には、大型の藻類が卓

越するため、 DaPhniαは栄養状態の悪い、そして存在

量の少ない小型の藻類を食べるしかない。これは、リ

ン要求の高いDゆhn切にとって、あまり良い環境とは

言えないのかもしれない。実は、湖底堆積物の柱状試

料からプランクトンの遺骸を取り出すことによって、

過去にどのくらいDゆhn仰が生息していたかを推測す

ることができる。それによると、 DaPhniaはちょうど

富栄養化が始まる 1960年代以降に増加しており、それ

以前はほとんど見られなかったようなのだ5。琵琶湖の

ようにプランクトン食魚類の高い捕食圧の下では、あ

る程度、栄養塩の負荷があって藻類の生産力が高くな

ければDaPhniaが個体群を維持してゆくことは難しい

のかもしれない。

魚類群集構造の変化

琵琶湖とその流入河川には、 71種にのぼる魚種が生

息しているが、これは本川に生息する全淡水魚種数の

実に半数以上を占める 6。これらのうち主要な漁獲対象

魚種は、コアユ、フナ、モロコ、イサザ、コイ、ピワ

マスの6種であり、近年は全ての魚種で漁獲量の減少

がみられる 7。特に、フナとイサザは 1970年以降急激

に減少し、コアユも 1990年以降には、それまで増加傾

向にあった漁獲量が減少傾向に転じている。この減少

傾向は、在来のコイ科魚種で顕著であり、沿岸帯に卓

越していた水生植物群落の消失と魚食性外来魚(ブラ

ックパス)の増加に起因するところが大きいと考えら

れている。主な生息域として沿岸帯を利用している多

くのコイ科魚類やフナの仲間だけでなく、沖帯を主な

生息域としているコアユやイサザなども産卵は必ず沿

岸帯で行う 。そして沿岸帯の水生植物群落は、これら

魚種にとって産卵場所であり、生まれてきた稚仔魚に
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とっては、サギやハスあるいはブラックパスなど捕食

者から身を隠す「隠れ場所jであり、そして豊富な餌

を提供してくれる「餌場」でもあった 80 1955年以降

の高度経済成長期に始まった湖岸開発は、内湖や湖内

沿岸を干拓することによって琵琶湖水面の4%に相当

する面積を埋め立て、当時280haあったヨシ群落を半

分の 130haに減少させてしまった。琵琶湖に住む様々

な魚種の苗床となっていた水生植物群落の消失は、こ

れら魚種の新規加入量を低下させるに充分であったろ

う。さらに、ブラックパスなど外来の捕食者が増加し

たことによって、この傾向は促進されたに違いない。

現在見られる漁獲量の減少にこれらがどれほど寄与し

ているのか今のところ不明のままだが、南湖では定置

網漁獲物の8割以上がブルーギルによって占められて

いるのが現状である 9。早急な解決策が望まれる課題と

いえる O

琵琶湖での漁獲量は、過去15年ほどの問、常にコア

ユによってその50%以上が占められている 7。コアユ

の漁獲量が大きいのは、流通単価が高いために漁獲努

力量が大きいこと、そして親魚の人口河川への放流や

流入河川の産卵場保護などによる増殖事業が行われて

いることによるが、漁獲量から見ると、コアユは琵琶

湖で最も卓越する魚種といえる O この人間によって手

厚く保護されている魚種がその他の魚種を圧迫してい

ることはないのだろうか。競争者となるのは、同様に

動物プランクトンを餌とするイサザ、ホンモロコ、ス

ゴモロコ、ニゴロブナであり、イサザ以外は全て沖帯

の表水層(水温躍層以浅の部分)を同所的に生息場と

している。 一方、餌である動物プランクトンの分布も

これらと重なっていて、終日表水層中に分布すること

が知られている 4。プランクトン食魚類の卓越する多く

の湖で、そこに生息する動物プランクトンが、日中は

捕食者を避けて暗い深層へ逃避し、夜間浮上して策餌

する日周鉛直移動を行うことが知られている。しかし、

琵琶湖の動物プランクトンはこの日周鉛直移動を行わ

ず、終日表水層に分布する O これまでの研究では、動

物プランクトンにとっての餌が充分ではないために、

移動せずに終日策餌していなければならないと説明さ

れてきた 10。これはDaPhniaが増えない理由と良い一

致を示す。もし、動物プランクトンが餌によって制限

されているのであれば(ボトムアップ効果と呼ぶ)、

それらを捕食するコアユなどのプランクトン食魚類の

生産もボトムアップに決定されている可能性は高い。

それならば、コアユの過保護はその競争者を排除する

働きを持っているかもしれない。北海道の湖では、ワ

カサギの過剰放流によって、ワカサギ自身の漁獲量、

あるいは同所的に生息しているヒメマスの漁獲量を減

特集琵琶湖水環境の現状と課題

少させる可能性についての報告がある 日。

湖底環境の変化

琵琶湖北湖の水質は、南湖に比べて比較的良好であ

り、さらに近年はT-N、T-P、BOD共に減少傾向にあ

る。 しかし、湖底に堆積した有機物は湖底付近の溶存

酸素量を低下させ、生物相の変化をもたらしているよ

うだ。北湖の水深80~ 90m付近における年最低溶存酸

素量は、 1970年以降着実に減少傾向を示しており、

1985 ~ 1987年には3年連続して2mg/Lを下回り、 1987

年10月には最も低い0.9mg/Lを記録した 12。夏から秋

にかけて成層構造が発達すると、湖底に堆積した有機

物がバクテリアに分解されることによって湖底付近の

酸素が消費され、 i容存酸素量が低下する。通常は、こ

の溶存酸素の低下した深層水に、冬期間の全循環と春

先の雪解け水によって、再び溶存酸素の豊富な湖水が

供給される。ところが、近年は地球温暖化の影響を受

け、冬期間にそれほど気温の低下が見られないため、

湖水が湖底付近まで完全に均ーな水温となるまで充分

に冷やされなくなってきた。このため、北湖の最深部

付近では湖水が湖底付近まで完全に循環しにくくなっ

てきている。また、周辺の山岳地への降雪量の減少に

よって、春先の雪解け水の供給量も減少傾向にある。

これらが北湖深層部への酸素供給量の低下をもたらし

ていると考えられている。

この湖底の低酸素化に伴って、 1990年頃から、チオ

プローカ (Thioplocasp.)の増加が認められるように

なってきた。チオブローカは、還元環境で、硫化水素を

使って増殖するイオウ酸化細菌であり、大きな群体を

形成することで知られる。通常、細胞が鎖状につなが

った糸状の群体を形成し (糸状体と呼ぶ)、この糸状

体が粘質性の鞘(シースと呼ぶ)に入った集合体とし

て存在する O この粘質性の集合体は、しばしば漁業者

の底曳網に付着する厄介者であるが、この漁網に付着

するチオブローカのものとみられる粘質性の付着物が

確認されるようになったのは 1980年代以降だという 。

現在、この細菌は北湖深底部の泥質底に高密度で分布

していることが明らかにされており、北湖底質の還元

環境が広い範囲に渡って進行しつつあることを暗示し

ている。低酸素化に伴う同様な変化は、ミミズ類にも

見ることができ、 1973年以前はそれほど多くなかった

イトミミズが1992年以降はそれまでの 10倍近くにま

で増加していた O イトミミズは、貧酸素耐性が強く、

汚濁の進んだ水域で優占することが知られている。ま

た、それまでは有機物の豊富な沿岸域に広く分布して

いたミズムシ (Asellushilgendo併)が、やはり過去10

年ほどの聞に深底部で繁殖しているのが確かめられて

ウ

i'・i



いる。琵琶湖固有種であるイサザは、夜間温度躍層下

部まで浮上して策餌するが、日中は湖底で暮らしてい

る。この一日の半分を湖底上で過ごすイサザも 1985年

頃から減少傾向にあり、 1990年以降はほとんど漁獲さ

れなくなっている。これとは対照的に、アナンデール

ヨコエピ (jesog，ω仰 narusannandaleOは、イサザの減

少に伴って増加し始め、 1985年以降の現存量はそれ以

前の7倍程にも達する勢いである。アナンデールヨコ

エピもイサザと同様に、日中は湖底泥中に潜っている

か、あるいは湖底泥上で生活しているが、夜間は浮上

して、やはり温度躍層下部で策餌する。イサザとヨコ

エピは捕食者と被食者の関係であり、イサザの減少が

ヨコエピの増加を招いたと推測されているが、イサザ

の減少が何によってもたらされたのかはこれまでのと

ころ不明である。ただ、上述のように湖底環境の変化

した時期と、そこに住む生物相が急激に変化した時期

とが重なっていることが、この謎を解く鍵となってい

ることは間違いなさそうだ。

水位変動の功罪

琵琶湖の水位については、膳所藩による 1721年から

幕末までの断続的な記録が残されており、明治以降は

現在までl∞年以上にわたる継続的な記録が存在する 130

それによれば、江戸時代の水位は概して高く、干ばつ

の際にも琵琶湖水位の著しい低下はみられなかったよ

うである。しかし、明治になって瀬田川河床の波諜と

川幅拡張工事が行われ、 1905年に南郷洗堰が設置され

て琵琶湖水位が人為的にコントロールされるようにな

ってからは、水位の低下が頻発するようになる。近年

では、降雨量の減少に伴って、 1992年以降、 90cm 

を超える水位低下が、 1994年 (-123cm)、1995年

(-94cm)、2000年 (-97cm)、2002年 (-99cm)の

4回も生じている 14。一般に、 i胡沖帯に生息する魚類や

プランクトンにとって、この程度の水位変動はそれほ

ど大きな影響を与えないが、沿岸帯の浅瀬に生息する

生物(多くの底生動物や水草)にとっては著しい影響

をもたらす可能性がある 。自然環境での水位変動に適

応して進化してきたこれら浅瀬の生物たちは、それま

で経験したことのない大きな環境変化に見舞われるこ

とになるからだ。1994年には観測史上最低水位を記録

し、 2000年もこれに次ぐ低水位を記録したが、この低

水位時に琵琶湖研究所が底生動物の調査を行ってお

り、貝類、特に浅瀬に生息する巻貝の仲間に大きな打

撃を与えたと報告している 14.150

一方、水生植物群落については、この低水位、特に

1994年の渇水が有利に働き、以後の繁殖を促進するき

っかけを作ったようである。この傾向は、南湖で顕著

に見られ、水生植物群落の面積は 1994年に623haであ

ったものが、 2000年には2，927haにまで増加した 16。こ

れは南湖面積の実に52%に相当する 。平均水深が4m

と浅い南湖は、元来水生植物の生育に適した環境を提

供しており、太平洋戦争以前には全域が水生植物で覆

われていた。しかし、戦後の経済成長と周辺市町村の

市街化によって富栄養化が進行し、水生植物群落は衰

退し、代わって植物プランクトンが増加するようにな

った。植物プランクトンが繁茂するようになると、湖

底へ到達する光量が制限されることによって、水生植

物群落の成長は抑制され続けてきた。ところが、 1994

年の異常渇水で、河川|からの流入負荷が減少するのに

伴って透明度が上昇し、加えて、 1mにも及ぶ水位低

下が幸いして湖底の光環境が良好になったことで、水

生植物の増殖にとって有利な条件が整ったのではない

かと考えられている 16。以後は、この年に生産された

大量の種子や繁殖体が次年度の分布拡大に寄与し、こ

れが毎年繰り返されることによって年々分布を拡大し

ていったものと考えられる。

水生植物群落が繁茂するようにな って、南湖の水質

は徐々に改善される傾向にあるようだ。透明度も増加

し、植物プランクトン量の指標であるクロロフィルα

量も減少傾向にある。水生植物、特に沈水植物は植物

プランクトンと栄養塩や光をめぐる競争関係にあるた

め、これらが繁茂することによって植物プランクトン

の増殖が抑えられる。また、沈水植物は底泥の巻き上

げを抑制し、動物プランクトンの隠れ家を提供する。

動物プランクトンが増えれば、さらに植物プランクト

ンを抑制する方向に働くことになる。こうして、富栄

養化に伴って植物プランクトンの優占する湖となって

いた南湖が、異常渇水による低水位を引き金として沈

水植物群落が優占する湖へと変化しつつあるのが現状

といえそうだ。

今後の展望

富栄養化、湖岸整備による水生植物帯の減少、内湖

の干拓、水位の人為的調節、外来魚の増加などがおそ

らく複合的に作用して、現在、琵琶湖に生息している

生き物の存続を脅かしつつあるのだろう 。しかし、 一

方では南湖での水生植物群落の復活のように明るい話

題もなくはない。現状把握はある程度できていても、

それらの因果関係がまだそれほど良く理解されていな

いのが今の状態なのだろう 。内湖の再生やヨシ原の造

成など工学的手法を駆使した早急な環境修復が行われ

ようとしているが、それらをめぐる生き物と環境との

相互作用が明らかにならないうちは、同じ過ちを繰り

返すことになりかねはしないか、と考えるのは取り越

。。
司
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し苦労だろうか。今は、もう少し時間をかけて自然観

察を充分に行った上での環境修復が必要なのではない

か。例えば、内湖やヨシ原をめぐる生態系にはどのよ

うな生物が生息しており、それらはどのような関係を

作り出しているのか、そしてそれらは琵琶湖生態系に

対してどのような機能を有しているのかが明らかにな

って初めて、それらがほんとうに水質の浄化に役立っ

ているのか、あるいは魚類の苗床となっているのかど

うか、などといったことが判断できる。そうすれば、

内湖を再生するときにはどのようなことに注意をしな

ければならないかも、ヨシ原にはヨシだけを植えて良

いのかどうかも比較的容易に考えることができるよう

になるだろう O ヨシの茂るその沖には浮葉植物が浮か

び、そしてその向こうには沈水植物が繁茂し、それら

の上を這い回るミジンコを求めて魚の稚仔が泳いで、い

る。そんな風景があって初めて、水生植物帯が湖の生

態系の一部として機能するのではないか、と考えたい。

いまこそ、保全生態学的調査を優先した「スロー」な

環境復元が望まれるのだと思う。
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1. 琵琶湖から農地へ

琵琶湖の水は、工業用水・農業用水 ・水道水源 (生

活用水)として、大量に利用されている。表-1は取水

権量(取水できる権利を表すもので、農業用水は季節

変化が大きいため、ここでは最大取水量を示している)

を霞ヶ浦と比べたものであるが、いずれの用水も霞ヶ浦

を大きく上回っている O 特に、水道水源の量は霞ヶ浦

の20倍を超えており、近畿1，400万人の水瓶としての役

割の大きさを如実に示している。なお、県内外の利水

割合については、県外が66%と大半を占めており、震

ヶ浦の 15%とは対照的である。

農業用水は琵琶湖の水を最も多く使用している。滋

賀県の農地の 90%以上は水田で、この内40%以上の

水田が琵琶湖の水を濯蹴用水として利用している。干

拓地を除けば、琵琶湖の周りの農地は琵琶湖よりも標

高が高い。水は高い所から低い所に向かつて流れるが、

その反対に標高が高いところに濯概用水を送るため、

琵琶湖岸には 90ヵ所以上の揚水機場が設置されてい

る。自然、の水の流れとは逆向きの方向なので、これを

「逆水濯概施設」と呼んでいる。その内、比較的大きな

揚水機場の受益面積と 2002年度の年間総取水量は、

表 2に示すとおりである。

琵琶湖の周りでは最近まで、大規模な公共事業であ

る「琵琶湖総合開発Jが行われていた。京阪神の水需

要の増加に応えるため、琵琶湖からの放流量を毎秒40

t増やし、水位低下を-1.5mまで認める。その対策

として琵琶湖周辺の保全や治水・利水の為の事業を、

1972年から 25年間の長期にわた り、約2兆円にのぼる

費用をかけて行ってきた。当初は「開発優先」であっ

たが、石油ショック後は「保全優先jに方針転換され、

流域下水道や農村下水道など水質浄化施設の建設が盛

んに行われるようになった。これによって滋賀県の下

水道普及率は急激に上昇し、さらに、富栄養化防止条

表 1 琵琶湖と霞ヶ浦の取水権量

琵琶湖周辺域の水と物質の循環

金木亮一

生物資源管理学科

例(1980)によって有リン洗剤の使用も禁止されるよう

になった。 しかしながら、毎年のようにアオコが発生

しており、琵琶湖の水質は依然として横ばい状態が続

いている。新たな対策のーっとして、県下の下水処理

場では、多額の予算をかけた「超高度処理施設Jの導

入などが計画されている。

2. 農地から河川へ

2.1 水量の有効利用

農地に濯概された水は何回も再利用されている。上

の水田で余った水を水路に排水せず、水田の畦畔を経

由して下の水田で再利用することを「田越し濯概jと

いうが、このような濯概方式は最近ではほとんど見ら

れなくなった。その代わり、排水路や川を堰き止めて

水位を上昇させ、その水を下流の水田で再利用する

「反復利用施設jが多く造られるようになり、その数

は県内合計で約740ヶ所にのぼっている j)。

水田で、利用される水量は 1日約20mm程度。この内、

実際に消費されるのは水面からの蒸発量と植物からの

蒸散量で合せて 5mm/日程度に過ぎず、残りは水尻か

らの直接流出、畦畔から排水路への浸透、田面から地

下への浸透によって失われる。農家は代かきや畦塗り

などの農作業によって、浸透量が少なくなるように水

表-2 主要揚水機場の受主主面積と取水量 (2002年)

地区名
受益面積 年間総取水量 陣位面積あたり取水量

(ha) (千m
3
;年) (咽/年)

章守葎山扇南水部
1，270 16，019 1，261 
493 5，244 1，064 

野洲川下流 2，209 20，489 928 
安土 1，212 32， 790 2， 705 
岡山 534 19，937 3， 736 

能登川 579 13，890 2，399 
粟見新田 146 7，300 5，000 
彦根中部 868 25，080 2，889 

愛西 1，377 19，355 1，406 
姉川左岸 1，042 9，603 921 
長浜南部 714 17，470 2，446 
マキノ 320 2，813 879 
新旭 394 10，560 2，684 

(m3/ s ) 

上水 農水 工水 その他 合計

琵琶湖 ド 50 86 16 24 180 

霞ヶ浦 料 2.4 51 8.2 O 61 

琵琶湖/霞ヶ浦 21倍 1.7f畜 2.0倍 2.9倍

*: 1993 (琵琶湖環境部水政課)、**:1995 (全国湖沼環境保全対策推進協議会)
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の節水を図るためには、 上水道のよ

うに使用水量に比例して料金を徴収

〆"")電//l(ノ"". 、一号ヲ'WHJt7/V‘ー， 、ー'ノZラ~デv

X//J<//X d .. #">0"，， - ~~)( 
することが有効である。この方式を

「量水制」といい、海外の濯j既用水の

乏しい地域で多く取り入れられてい

コンクリート

三面張水路
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魚巣付三面張
水路

¥;J¥;;/ 
法面緑化
プロ・ノク
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図-1 水路断面形のランク 2)

管理を行っている。

2.2 水質の改善

点源対策に比べて、農地や道路など面源からの流出

負荷削減対策は遅れており、特に、農業への風当たり

が強くなっている。例えば、水田の代かき作業によ っ

て河川や琵琶湖が濁る、圃場整備事業では排水を速や

かに排除したり清掃が楽になるように排水路をコンク

リートで固めてしまう「三面張Jにすることが多いが、

これが水生植物による水質浄化を妨げているなど、多

くの批判が起こっている 。農業側では、濁水対策とし

て少量の水で、代かきを行う「浅水代かきJを導入した

り、排水路については三面張をやめて水路底を土に戻

して水生植物の生育を図るとともに、護岸は石積みな

どに戻して魚の産卵 ・生息場所を確保する等々の改善

を図っている (図 1) 2)。

2.3 流出負荷の削減

汚濁物質が工場、家庭、農地などから流出する量を

流出負荷量というが、流出負荷量を減らす最も有効な

方法は発生源における対策である。IXXは元から断

たねばダメjという ことになる。流出負荷は水量と濃

度を掛け算したものなので、流出水量を少なくすると

ともに流出濃度を低くすることが求められる。

まず、水田の水尻部から流出する表面流出水量を少

なくするためには、 無駄な流入水を減らすことが肝心

である。滋賀県ではその対策のーっとして「自動給水

栓jの設置を推奨している。田面水がある深さ以下に

なると濯概水が自動的に流入し、ある深さ以上になる

と自動的に停止するものを「全自動式j、流入は人力

で行うが自動的に停止するものを 「半自動式」と呼ん

でいる。滋賀県農業試験場のデータでは、半自動式の

方が節水効果が高くなっている 3)。さらに、より 一層

石積み水路

る料金制度である。日本ではj雇概面

積に比例して水利費(賦課金)を徴

収しており、濯j既用水をいくら使用

しても料金は同じであるため、節水

意識が高まりにくい状況にある。

次に重要なことは肥料の削減であ

る。水田には 1ha当り N100kg前後

の窒素肥料が投入されているが、稲

が必要とする量はこの 6~7割に過ぎ

ず、様々な方法で施肥量の削減が検

討されている。

農地からの流出負荷を削減する第二の方策は、流出

してしまった負荷を農地で再び利用すること、第三の

方策は河川 ・内湖などが有している自然浄化機能を最

大限利用することである。

滋賀県農政水産部で、は上記の課題に対応するため、

「水すまし構想j を策定している 。 この構想では、

「水・物質循環Jを健全に保ち、農村地域からの流出

負荷を少なくする種々の方法が検討されているととも

に、「自然との共生jや「住民参加jの実現が目標に

掲げられている(図-2)九 2000年度までに 13の流

域で、同じ流水を共有する住民が参加して「流域協議

会」が結成されており、様々な学習活動や地域に密着

した環境改善活動が行われている。この協議会をいか

に継続 ・発展させていくかが、今後の課題である。

2.4 新農法による水田流出負荷の削減

2.4.1 被覆肥料を用いた育苗箱全量施肥栽培ト 10)

最近注目されている施肥量の削減方法として、「被

覆肥料を用いた育苗箱全量施肥」がある。被覆肥料と

は、肥料を溶けにくい物質でカバーしたもので、カバ

ーには水蒸気が通過する程度の微細な穴が開いてお

り、水蒸気を吸収 して内部圧が高まると肥料がゆっく

り溶け出すように設計されている。この被覆肥料は育

苗箱に入れて田植と同時に水田に施すことが出来る 。

水稲が全生育期間中に必要とする量の窒素を育苗箱に

入れてやると、追肥や穂肥など水田に入って施肥する

作業が不要になり、農家の労働時間の減少に繋がる。

また、稲の根が肥料を抱きかかえる形で田植えされる

ことから肥料効率が高くなり、窒素施肥量を通常の6

割に削減しても収量に大きな差は生じず、水田から流

出する窒素量も大幅に減少させることができる。さら

に、玄米中のタンパク質含量が少なくなって食味が向
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が水田から発生したことになり、逆に、

流入が流出を上回る場合には「吸収型

水田J11)と呼ばれ、水田で、浄化作用を

受けたことになる。慣行区では窒素、

リン、 COD、BOD、ssの全てで「排

出型Jになっており、窒素8.2、リン

2.4、COD60、BOD14、SS190kg/ha 

の負荷量を排出している。全国の単位

水田35ケ所の調査事例 11)によると、窒

素の差引排出量は-17 ~ + 18kg/ha 
の範囲であり、本実験ではその範囲内

に収まっているものの、事例の平均

値+3 kg/haに比べて多めにな ってい

る。これは、濯瓶用水が琵琶湖の水で、

窒素濃度が低いため、水田の窒素浄化

能が発揮されにくかったためである。

一方、リンの差引排出量は全国34ケ所

の調査事例 jllによると-3.0 ~ + 
1.7kg/haであるが、ここではそれを上

回る排出量になっている。これは窒素

と同様に濯蹴用水のリン濃度が低いこ

と、および、土壌中に残存しているリ

ン肥料成分量の差異によるものと考え

られる。

これに対して、苗箱区ではリン0.84、

COD 23、BOD10kg/haの「排出型jになっているも

のの、量的には慣行区の 35~ 71 %に減少している 。

一方、窒素と ssについては 1.4と 25kg/haの「吸収型」

となっている。苗箱区において窒素が浄化されたのは、

無代かきと育苗箱全量施肥の 2つの効果によるもので

あり、 ssが浄化されたのは無代かきの効果である。一

方、無肥区では窒素、リン、 BODが浄化されているが、

CODとssで汚濁負荷の流出が起こっている 。代か

き・移植期のCODとssの流出負荷量が多かったこと、

水田でプランクトンなどが内部生産されたことが反映

している。

2.4.2 無代かき移植栽培 12-14)

「不耕起移植」と「無代かき移植」は、代かきに伴

う濁水発生を防止するための、有力な方法の一つであ

る。不耕起は収穫後の耕起や代かきを全く行わず、稲

株が残ったままの状態で苗を移植する省力的な農法

で、八郎潟干拓地で盛んに行われてきた。濁水対策と

しては非常に効果的だが、雑草が繁茂して除草剤の使

用量が増える可能性が高い。これに対して、無代かき

は耕起を行って雑草の根を切るため、除草剤の使用量

は増えず濁水も生じ難いことから、八郎潟では不耕起

よりも無代かき移植を採用する農家が増えてきてい

住
民
参
加
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自
然
と
の
共
生

旦
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質
循
環
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農家ー農協との連携

みずすまし構想の模式図

上するなど一石四鳥の効果が知られており、全国的に

急速に普及しつつある 。被覆肥料には省力化、窒素肥

料の節約、流出負荷の削減、食味の向上という一石四

鳥の効果があるものの、欠点もある 。lつの欠点は価

格で、通常の化成肥料より 5割程度高い。 もう lつは、

被覆材が分解し難いことである。 トウモロコシか ら作

ったプラスチックのように、土壌中の微生物によ って

分解されやすい被覆材も開発されているが、高い特許

料をアメリカの企業に払わなければならないため一層

高価になってしまうこと、窒素溶出量のコントロ ル

技術が未完成で、あることなどから、今のところ採用さ

れていない。 しかし、被覆材が分解され難いと、農地

から流出して琵琶湖などに滞留してしまう 。肥料メ ー

カーは、生物分解性の被覆材を早急に使用すべきであ

ろう 。

図-3 7)は、本学の圃場実験施設において3つの区

を設け、水稲作付期間中の負荷量を測定した例である。

ここで、苗箱区とは、無代かきおよび被覆肥料の育百

箱全量施肥を行った区である。また、慣行区とは、通

常どおり代かきを行い化成肥料を施用した区である 。

流出負荷(表面+浸透)が流入負荷(濯概用水+降雨)

を上回る場合は「排出型水田J11)と呼ばれ、汚濁負荷

つ山qL
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図 3 稲作期間中の汚濁負荷量と浄化量71

る。ただし、代かきを行わないと地下浸透量が多くな

って水管理労力が増す場合があり、砂質の水田にはあ

まり適さない。粘質な水田、特に琵琶湖周辺の低平地

に薦めたい農法である。

3. 河川から内湖へ

3.1 内湖の数と面積

内湖は琵琶湖の周辺にある小さな湖の呼称であり、

琵琶湖と水路で、結ばれていることから、琵琶湖の水位

変動の影響を受けるのが特徴である O 第二次世界大戦

以前には約40ヶ所3，000ha以上存在していたが、戦後

の人口増加と食糧不足に対処するため、多くの内湖が

干拓されて農地に替わることになった。1944~ 71年の

聞に、国および県の事業によって 16ヶ所2，500ha余が

干拓され、現存する内湖の数は23ヶ所、総面積432ha

特集琵琶湖水環境の現状と課題

にまで減少している (図 4) 1 5 ) 。 なお、 1985年 ~90

年にかけて人工の内湖が10ヶ所出現している O 環境保

全対策によるものだろうか?否である。琵琶湖総合開

発によって湖周道路が建設され、琵琶湖の一部が道路

によって琵琶湖と切り離された結果、内湖状態になっ

たものである。

干拓とは、水面や低湿地などを堤防で締切り、内側

の水を排水して新たに陸地をつくることである。干拓

地は琵琶湖の平均水面よりも標高が低いため、ポンプ

場を設置して干拓地に降った雨水や農地からの排水

を、琵琶湖に排出している。早期に干拓された内湖は

主として水田として利用されてきた。しかし、コメの

一人当たりの消費量が減少し、豊作などもあってコメ

の備蓄量が多くなると、 1970年からは「コメの減反政

策」が始まり、水稲の作付面積が制限されるようにな

った。例えば、近江八幡市の津田内湖干拓地において

は、国がコメの増産を 目的として干拓したものの、干

拓後に水田として利用することを禁止されて畑作利用

に限定され、農家の高齢化や後継者不足もあって、半

分以下の面積しか利用されていないのが現状である。

3.2 内湖の水質浄イヒ機能

内湖には大別 して 3つの浄化機能がある。 1つは、

沈殿などによる物理的浄化。大雨が降ると、道路や屋

根に堆積した泥などが河川に流出する。河川の底にも

泥が溜まっているが、これも流速が早くなると巻き上

げられて一緒に流下する 16)。大雨のときの川が茶色や

黒褐色に濁っているのは、泥の色を反映している O と

ころが、 川から内湖に流入すると、内湖では川よりも

幅が広く水深も深いため、流速が遅くなる。押し流さ

れてきた浮遊物質の一部は重力によって沈降し、内湖

の底に堆積して底泥となる。

2つ目は化学的浄化で、こまかい粘土やイオンが凝

集すると沈殿しやすくなり 、土粒子に吸着しているリ

ンなども同時に除去される。3つ日は生物学的浄化で、

内湖の周辺や湖面に生育しているヨシやヒシなとずの水

生植物、植物プランクトン、水生植物の茎や湖岸の石

E二コ新規(面積)

~既存(面積)
4000 

ー・ ・既存+新規(数) 40 

3500 ---.ー既存(数) 35 
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図 4 琵琶湖周辺の内湖の変遷15)
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表-3 野田沼 (彦根市)の平均浄化量(1995)181 

降雨時と晴天時 2) 謹瓶期と非濯概期 (晴天時のみ)

水質 平均浄化量 (g/s)
to 

水質 平均浄化量 (g/ s ) 
to 

項目 降雨時 晴天時 項目 濯甑期 非濯翫期

ss 2.4 o. 73 2.6牢 ss 1.2 0.21 2. 7牢

BOD 0.64 0.10 5.6*牢 BOD 0.16 0.025 2.9牢本

COD 0.51 0.19 1.8 COD O. 30 0.049 3.0** 

T-N 0.38 O. 14 3.2** T-N O. 22 0.050 4.8*本

T-P 0.064 0.021 2.5本 T-P 0.034 0.0052 3.1本本

** 高度に有意(危険率 1%)， * : ;有意 (危険率 5%) 

などの表面に生息している微生物膜によって、窒素や

リン、有機物が分解吸収される。

近年、この水質浄化機能に関心が高まり、河川に沿

って内湖を造成したり(守山川下流など)、干拓され

た内湖を再びもとの姿に戻す動きが見られる。琵琶湖

の水質が横ばい状態で回復の兆しがなかなか見られな

いため、内湖の水質浄化能が見直されているわけであ

る。びわ町と湖北町にまたがる早崎干拓地の一部は既

に内湖に復元され、水質浄化能の測定17)や水鳥、水生

動植物の調査が行われており、近江八幡市の津田内湖

干拓地でも復元の運動が起こっている。しかし、内湖

を復元しても自然状態に放置したままでは、浄化能に

おのずと限界がある O 農地として使われていたところ

では、多量の有機物、窒素、リンが残留している。湛

水によって土壌は酸欠状態になり、特にリンは水中に

溶け出しやすくなる。窒素についても、 一部は脱窒菌

によって窒素ガスに替えられて大気中に放出される

が、一部は水中に溶け出して内湖の窒素濃度を上昇さ

せる。農地を内湖に復元しでも 、数年間はss(土粒子

やプランクトン、水生植物の枯死体などの懸濁物質)

や有機物 (BODやCOD)、窒素、リンの汚濁源となる

可能性があることを、覚悟しなければならない。

3つの浄化能の内、最も浄化量が多いのは沈殿で、

特に降雨時に高い浄化量が観測されている。表-3ω

は、本学近傍の野田沼内湖で、水質浄化能を測定した

例である。降雨による内湖への流入水量の増加が見ら

れた場合(降雨時)と降同の影響の見られなかった場

合 (晴天時)の平均浄化量を比べると、いず、れの物質

も降雨時の方が多くなっている。これは、降雨に伴っ

て面源からの流出負荷や河川に堆積した底泥の巻き上

げ量が増大し、内湖に流入する負荷量も増加したため

である。内湖に流入した負荷は沈殿や植物による吸収

などによって浄ー化される。流入水量の増加に伴って内

湖の底泥の一部も巻き上げられて内湖から流出する

が、それよりも浄化される量の方が多いことを示唆し

ている。降雨時と晴天時の平均値の差を t検定したと

ころ、 BODとT-Nでは高度に有意な差(危険率 1%)を

示し、 ssとT-Pでは有意な差(危険率 5%)を示してい

る。また、濯j既期の晴天時と非濯i既期の晴天時を比較

すると、いずれの水質項目についても濯瓶期の浄化量

が多くなっている。濯j既期には非濯概期に比べて農地

からの流出負荷量が多くなるためである。

大雨に伴う出水の初期には、道路や河川に堆積して

いた汚濁物質が一気に流れ出す。この現象をファース

トフラッシュといい、水質の濃度が急激に増加する。

このフ ァ ストフラッシュを内湖に流入 ・滞留させる

ことができれば、飛躍的に浄化能が向上する。ただし、

年々底泥の堆積が進んで内湖が浅くなると 、風による

波や少量の降雨によっても底泥が巻き上げられ、内湖

から流出するようになる。また、内湖に生息している

水生植物は秋から冬にかけて枯れて流出し、 BODや

COD、有機態窒素・ リン濃度の増加を招く。

これらの悪影響を除くためには、維持管理作業が必

要不可欠になる。昔は、内湖の底泥をすくい上げたり、

水生植物を堆肥化して水田の肥料として使っていた。

しかし、今では安価な化学肥料の普及や農家の減少・

高齢化に伴って、底泥は全く利用されなくなり、廃棄

物として埋立地などで処分されている。j変諜工事をす

れば浄化能は一時回復するが、多額の費用が必要とな

る。 i変j業された底泥を水田に還元できなければ、廃棄

物と化してさらに処理費用が嵩むことになる。そこで、

農村地域における物質循環を促す必要がある。水生植

物や底泥、ワラ、畜産廃棄物、生ゴミなどを集積し、

農地や家庭菜園で手軽に利用できる有機肥料に変える

「地域ぐるみのシステムj を創り出すことが、内湖再

生の鍵となろう。

4. 内湖から再び農地へ

琵琶湖岸に近い水田では下流に水田が少ないため、

その排水はほとんど再利用されずに、そのまま琵琶湖

に流出してしまう。排水中には土粒子などの懸濁物質

や有機物、肥料成分が含まれているため、琵琶湖の水

質に直接、悪影響を及ぼすことになる。この対策とし

て、琵琶湖に流入する直前の排水路の水を逆水濯概施
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表-4 循環潅政実施地区(琵琶湖岸)19 

受益(h由a)積
集水由主貫Jha)

最(大m湯3/水s)量 排(水m路3/流s) 量 ゆ|宙環(m渚3/概s水)量|陪最環大海揚概水利量用に率対す(%る) 
事業費

施工年度地区名
水田 iその他 (百万円

野洲川 2，209 
342 

7.3 
江口)11 O. 4 

O. 7 9.5 163 昭和60年
298 I 44 八軒堀 O. 3 

石田川 298 
375 

O. 9 
北 O. 5 

O. 9 100 30 60 
313 62 東 O. 4 

長浜南部 714 
298 

2. 7 O. 4 13 56 61 
178 I 120 0.4 

鴨川| 888 
73 

3. 7 0.4 9. 7 10 61 
58 15 2.5 

天の川 827 
112 

3. 2 
5 号 0.1 

0.2 5. 9 69 62 
81 31 5 -1号 O. 1 

彦根中部 897 
1. 140 

4. 0 ... ....... 1.4 35 169 62 
976 164 

設に導き、ポンプで上流の水田に戻すことが行われて

いる。水田に戻された排水は、稲に吸収されたり土壌

生態系によって浄化され、琵琶湖に到達する汚濁負荷

量の減少に寄与している。

循環濯概施設で再利用される水源として、近年、内

湖が注目されるようにな った。 従来の循環濯蹴施設の

大部分は、排水路の水を再利用している(表 4)則。

排水は濁っており、土粒子の混入によ って揚水ポンプ

が傷みやすくなるとともに、ビニールや発泡スチロー

ル、生ゴミなどが取水口のスクリ ンに集積してしま

い、その除去・処分に多大な労力と費用がかかるため、

再利用率は年々低下している。内湖を利用する場合に

は、あらかじめ土粒子の大部分が沈殿除去されるため、

循環濯瓶に対する障害は少なくなる。さらに、非潅概

期に循環潅概施設を稼働させると、内湖の水質浄化に

役立つことも予測されている 20)。ポンプアップされた

内湖の水を集落内水路に導き、地域用水として利用す

れば、集落内の水環境改善にも役立たせることが可能

となる 21.221。今の ところ県内数ヶ所の内湖が循環濯取

に利用されているだけであるが、今後の増加が望まれ

よう 。

引用文献

1 )金木亮一 (1991)反復利崩水の木質と水田による水質浄化効果、

農土誌59(11)、31.36

2 )端 憲二(1998) : 7](出様概システムの魚類生息への影響と今後

の展望、農よ誌66(2)、15-20

3 )滋賀農試他(1985) ・琵琶湖一淀川水系における民業排水の水質

改善に関する研究、 85-118

4 )滋賀県農政水産部 (2000) : J;'~村地域の環境対策必携

5 )金木亮一、久)15一岡IJ、岩間悲iti、小谷!貨通(1998) 無代かき移

植 育苗箱全:-11施肥栽培法による表面流出負荷削減効果、農土論

集 196、183.188

6 )金木亮一、久馬ー岡IJ、小谷!資述、計間憲治(1999) 育苗箱全此

施肥がiAE山負荷および収誌 食|床に及ぼす影響、皮土論集201、

73.79 

7l金木売 、久馬 剛、稲垣ちずる 、小谷底通、須戸幹 (2000)

無代かきおよび育荷箱全量施肥栽培水田における流出負荷泣の削

減、 土)j巴誌71(4)、502.511 

8 )金木亮 '、久馬一同IJ、住I{~.立彦、泉泰弘 ( 2000 ) ・無代かきおよ

び育苗箱全.lli:施肥栽培水出における水稲の生育、収量、食I床とZR

素、リンの収支、土肥誌71(5)、689-694

9 )金木亮. (2000) 琵琶湖の水質保全と新農法、農土誌68(12)、

3942 

10) Kaneki， R. (2003) Reduction of effluenl nitrogen and 

phosphorollS from paclcly fielcls、Paclclyancl Water Environment、

1(3)、 133-138

11l田淵俊雄 高村義親(1985) 集水域からの笠素 ・リンの流出、

p.80、東京大学出版会

12)金本亮一、高橋紀之、矢部勝彦 (2001) 代かきの有無および肥

ギiの種類が田面7J(の窒素 リン濃度に及ぼす影響、決土論集211、

29-34 

13)金木亮一、宕佐光砂 f、矢部勝彦 (2001)囚面水のSS. COD 

濃度に及ぼす代かき、施肥および土壊の種類の影響、農土論集

215、4348

14)金木売 、矢部IJ幸彦、小谷炭通、岩間態iti(2002) : I到面水のき長

素・リン濃度に及ぼす代かき、施肥および上壊の種類の影響、土

)J巴誌73(2)、125-133 

15)滋賀県 (2000) マザーレ ク21計画琵琶湖総合保全計画

16)若井若手仙、金木亮一 (2004) 代かき 出植期の河川水質とれ街

量、水文 ・水資源学会誌、投稿'1'

17)大道暢之、金木亮 (2004) 早崎内湖ビオトープの水質および

物質収之、水文・水資源学会誌、投稿巾

18)金木売ー、中村正久、泉峰一、姫野靖彦 (2003) 内湖と循環滋

況によるノド質浄化、農土誌71(9)、31-36

19)金木亮一 (1989) 循環犯収による琵琶湖への流入負荷削減効果、

農土誌57(7)、3944

20)古川政行、金木亮一 (2004) : I)~湖を対象とした水質モデルの開

発とその適用、農士論集、投稿巾

21)古川政行、金木亮一 (2001) 地域用水の水質と利用状況の関係、

IE士論集214、111・118

22)占川政行、金木亮一 (2002) 地域用水利用に対する水質の彩響、

農上誌70(9)、31-34

Fh
d
 

つ臼



琵琶湖水環境保全の住民運動論ーシナリオと社会実験のススメー

l.はじめに/琵琶湖水環境保全の歴史

琵琶湖をめぐる住民運動において、著名なものは石

けん運動である。そのような“身近な環境づくり"の

流れから滋賀県は環境熱心県へと脱皮し、湖沼会議や

琵琶湖ルールなどといった展開へつながっていると恩

われる O 特筆すべきは、琵琶湖を中心としたこのよう

な環境、水環境保全への運動の盛り上がりが、“ごく

ふつうの"住民や地域団体からも沸き上がったという

ことにあるという O 往時の環境運動は、先鋭的な思想

家らが地域外部から持ち込むことが多いのだが、滋賀

の場合はむしろふつうの“ムラ"であった組織からも

沸き上がったとされている。

2. じっくりとそれぞれの活動に取り組む姿勢

しかしながら、そのような経緯があったためか、そ

の後の運動の展開は、地域や地区が単位となった地道

なコツコツとした運動が一本気に続くとともに、逆に

他の活動とはあまり交流しないという独歩的な傾向も

あるように感じる。 NPO活動が盛んになり、多種多様

なテーマ別の活動もさかんになってはいるが、なかな

かその関係が広がるという現象は見えにくい。

滋賀県内の環境配慮団体のネットワーク(つきあい)

を調査した西尾によれば、県内のNPOの傾向は「交流

への自主性は低いが、他団体と交流するきかっけを持

つことを望んでいる、受け身の姿勢であるJ1)とされ

ている。

また、近年の『湖国21世紀事業Jや『世界水フォー

ラム』で NPO団体らが集結する様相は見たものの、

“オマツリ"的な面が強調されてしまう印象があった。

記念的なイベントにおいて各団体が事業展開を行うこ

とによって同じ「コト jを共有することはできても、

そのことが本来の活動へフィードパックし、実質的な

活動における交流になるという経緯は、なかなか難し

いことのようである。

私自身、いくつかのNPOに関係しているが、このよ

うな、つながりや連携の苦手さや難しさは実感として

も感じている。日常の活動で精一杯という面もある。

このつながりをつくっていくにはどうしたらよいだろ

うか。本稿を通じて考えてみたい。

近藤隆二郎

環境計画学科環境社会計画専攻

3. シナリオを共有するということ

このようなつながりをつくっていくものとして、

「シナリオ」と「社会実験」の重要性を述べておきたい。

NPO活動でも市民活動でも、「何のためにjといっ

た目指すべき方向性(目的)はある程度持っているの

であり、いかなる将来像を描いているかというそれぞ

れのビジョンを共有することから協働が芽生えるので

はないだろうか。とはいえ、何となくという不明瞭な

ビジョンしか提示していない団体も多い。目的を明確

化する NPOに対して、自治会や町内会といった地域団

体には、当然ではあるものの、明確な目的を提示して

いるわけではない。しかし、人間関係でも会社関係で

も、お互いに協働してくためには、相手の目的が理解

共有しないとつきあいは成り立たないのではないだろ

うか。とくに異種の場合は、理想とする目的像を理解

しあわないと、その場限りのつながり方しかできなく

なる可能性が大きく、せっかくの出会いの機会がいか

されないことになってしまう O

「社会実験j とは、シナリオという理想の将来像を

仮設的に実験してみるという態度である。いわば、オ

マツリではなく、将来像との明確な関係性の中に具体

的な活動を位置づけてみる、試してみるという姿勢で

ある。交通社会実験などが多く実施されているが、例

えば、万国博覧会なども本来はこのような実験の意味

も強く持っていたのである。

琵琶湖における将来ビジョンについては、『マザー

あるへき!I!i-・*回線金
昭和却を事代の水質・*_1111.・
自熊町車循環を生かす涜2毎
回!1と轟らし

・白書E飽廻鑓・..偏金
湖白頭換を守る豊かt~自~go

S裏目屯かで‘多様主主輔の
冨品によって巴畢折々に蔓し

い固有田量鰻豊里ぜる琵琶湖

S冒2網目a
・*園保全
11ヒ1Il.決*ilI<遁.7;1"コの
~go 1Jf世1霊化する以宮町水質
(昭相40'"'代前単の水質状況}

・水_1111.・
ぬ相・層地管が有曹る虚適貯
留概健の向上と自燃のホ碕慢
を宝かす週正fJ水11用町権車

・白書E飽珊績・..11金
宝荷主旦空間{ピオトープ}の
拠点をつ広ぐネットワーク司働
梅叩慣成

;;11周目111

・*回毎金
思朝刊写代自由主￠レヘJ~の混
入負荷

_*_11九.
時水が浸透1る陸相ー農地
等の帽保

・白忽鈎扇濁・..11金
生鞠宝皐空間【ピオトーフ}
をつ広告.ネットワーク化する
ための艶l夜の確保

'999¥f直 初叩をr直 2020¥f!t 羽田写車

m，. 112・| 縄線・ 8・〉
図 1 Wマザーレイク 21 計画~r第四章計画の目標等」より
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琵琶湖水環境の現状と課題特集

おり、共通目

標が単なるお

題目にはなっ

ていない。J3) 

と、基本とな

るシナリオを

参加者がそれ

ぞれ自分なり

に「書き換えj

ていることが

わかる(図2)。

こういった、

広くかかわる

参加者がメイ

ン・シナリオ

をそれぞれで

書き換えてい

く動きは、

フトウェアの

開発方式とし

ての「バザー

ル方式」に類似している。ソフトウェアの開発の方法

論には、「伽藍方式 (CathedraI)Jと「バザール方式

(Bazaar) Jがあり、 Bazaarの例として Linuxが著名で

ある。 Cathedralとは、設計者がすべての計画と体制を

確立して開発する、企業などで一般的に行われている

開発方式をいい、あたかも大聖堂の建築を行うがごと

く厳かで大がかりであることを指す。これに対して

Bazaar方式とは、知らない者同士がバザーで売買を行

うようにアイデイアや技:術f、またはソフトウェアその

ものを持ち寄って互いに交換しながら作り上げていく

ことを指している O

Bazaar方式で、は、全体をとりまとめる責任者がいな

いにもかかわらず、それなりの秩序を保ったコミュニ

ティが成立しているという。 Bazaar方式が有効で、ある

ためには幾つかの条件があり、まず開発の最初から始

めることは難しく、とりあえず何か動くものが必要で

あること、最初はそうでなくても、「将来よいものに

発展していくであろう」ということを開発候補者たち

に納得させられること、また参加者の意見やアイデア

を受け入れることができることが必要であり、コーデ

ィネーターやリーダーの対人能力やコミュニケーショ

ン能力が優れていることが不可欠であるとしている 。

このような動きは、「オープンソース・ムーブメントJ
として広がりを見せている。従来のビジネスモデルで

は、企業秘密、特許、著作権などでプログラムを保護

してきたが、プログラムの内部を公開し、自由に配布

「
l
将
来
自
標

l
i
l
-
-

「
ー
ー
実
現
中

1
L

ソ

霞ヶ浦アサザプロジェク卜

図2 震ヶ浦アサザプロジ工ク卜の重層シナリオ図

村上悟(2001):多主体参加による地域環境の持続的利用・管理システムとしての演劇型地域経営に関する研究、

滋賀県立大学大学院環境科学研究科修士論文、 p65より

レイク 21計画.1 (2000)が基礎となることは異論は無

いだろう 2)。そこには、「活力ある営みのなかで、琵琶

湖と人とが共生する姿Jをビジョンとして、昭和40年

代→30年代の水質へと戻すシナリオが描かれていて非

常に興味深い(図1)。このシナリオに基づき、各地で

流域協議会がたちあがり、そのネットワーク組織とし

ての、 i(仮)琵琶湖ワークショップ」も立ち上がろうと

している。

4. シナリオと参画一個別と全体

では、このようなシナリオのっくりかたと、そのシ

ナリオへ市民がどのようにかかわるかについて述べて

みたい。

シナリオは決してひとつに固定されるものではな

い。むしろ「書き換え」られて「更新される」ことが

必要である。この 「書き換えjであるが、霞ヶ浦のア

サザプロジェクト等を対象として、参加者のシナリオ

(ものがたり)の重層化について調査した村上による

と、「実現中の共通目標も、将来の共通目標もそれぞ

れ複数存在している。実現中の共通目標としては、

『沿岸植生帯の復元』、『里山の再整備』、『子供が明る

い未来を見る』といったことが共有されている。将来

の共通目標は『震ヶ浦の水質浄化Jと『子供が健全に

育つJことが大きな二軸である。さらに、共通した目

標の先に、『再び霞ヶ浦で、泳ぐ.1rきれいな霞ヶ浦でカ

ヌーをする』といった、具体的な目標を持った人々が

ヴ

i
q
L
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目的合理主義 形態合理主義
図 3 システム綴式の比較

末石冨太郎(1989): 人間と環境が交流する様式について一環境社会
システムへのアプローチー，社会・経済システム，7号， p2 

させながら、付加価値ビジネスを認めるというこの考

え方が、全世界で注目を集めるようになっている。

5.パッチワークとしてのシナリオ

末石は、「形態合理性」を「あらゆる社会要因がも

っ現在の目的とは無関係に、要因聞の機能の相互交流

の中からそれぞれの役割を発見し、全体としての新し

い目的を模索するシステム形式JI として、その中に

システムを設定することを提起している (図3)。この

場合、個である主体としての人間の自律性や自発性が

前提とされている。持続可能性の視点からは、この形

態合理性が重要である。自主的な意思決定と、そして

目標やシステム自イ本カf柔軟に変えられるため、そこに

は様々な状況にあわせた改変の可能性があり、結果と

して持続可能性が高まると言えよう 。シナリオづくり

にも適用できる。

さらに、形態合理モデルに基づく地域社会のモデル

は、宮本がノーガードに注目して次のように述べてい

る。「ノーガードは、社会システムと生態系との共進

化を促進するためには、地域社会が自己決定権を持ち、

他の地域社会と対等の関係で結ばれる必要があると見

る。一つ一つの社会システムが自立して多様な文化を

形成しているときに、それらはそれぞれの地域の生態

系にもっとも適したシステムを主体的に選択すること

が可能になる。こうして、多様な社会システムと多様

な生態系とが複雑に関係し合って出来上がる全体の構

造は、あたかも、多様な布きれをつなぎ合わせて作り

上げられるパッチワークのようである。ノーガードは、

これを『共進化するパッチワーク・キルト 』というよ

うに呼んで、いる。共進化するパッチワーク・キルトは、

いつも同じ形をしているのではなく、一つ一つの切れ

端が相互作用の中で進化し、全体の模様も時間と共に

移り変わっていく 。このように、ノーガードにおいて

は、人間の生活は、社会システムと生態系との共進化

のただ中において織りなされるものとみなされるので

あるJ5)。個が自律して作用している中から全体とし

ての形が浮かび上がるモデルであり、シナリオづくり
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も、メイン ・シナリオに各参加者が自分のコトパに喜

き換えた個別のシナリオが折り重なるようにつながっ

ている“パッチワーク"のようなシナリオづくりが好

ましいのである。

6.シナリオのっくりかた

では、具体的に、どのようにシナリオはつくられる

のであろうか。NPOはともかくとして、従来の地域の

シナリオと呼ばれるものは、委員会などの組織や行政

主導でつくりあげたと ころが多い。たと えば、各市町

村ー等でも策定されている「環境基本計画」も、市民参

加をうながしているものの、具体的なシナリオという

将来像は、委員会という中で決定されることが多い。

この状況にはやむを得ない面もある。それは対象とな

る地域の大きさである。市町村という規模は、生活感

覚とは誰離しつつあり 、市町村を地域としたシナリオ

を描いても、生活実感としては実感しにくいのである。

とくに、実際は多様な地域があるものの、ひとつのシ

ナリオとしてt菌かなけれt;rならないため、そこにはお

のずと「地球環境に配慮、したまちJr自然をいかした

活力ある地域づくり」などといった抽象度の高い代わ

りばえのない言葉が並んでしまう。そうなってしまう

と、生活実感に基づいて、市民が声を挙げることはな

かなか難しい。市町村合併を迎え、さらに行政区が巨

大化すると、この傾向はますます顕著になっていくで

あろう 。

こういった状況の中、県内の事例で注目すべきは、

伊吹町、山東町、米原町などで実施されている地区計

画づくりである 。「字」単位でのシナリオづくりは、

小さなものでは、数世帯によるものもある。 じっくり

と自分の地域を見直し、そこから「宝物」を見つけ出

表 l 伊吹町地区計画のキーワード

地区名
東戸

世帯数|地区の目標

48 実伊吹やすらぎの皇
33 渓谷と石うすの郷 幽谷

主主申津原
野幽谷
学甲賀
区吉槻

25 おんらとうららの甲賀(さと)づくり
56 神木 桂の木と心身いやしの里

伊上板並 89 姉川のほとり~花と鉱泉 ふれあいの里
吹下板主主 42 いた怠ごの皇 下板並
学大久保 87 リフレッシュ 大久保
区小 泉 η | 自然(緑)と水のふるさと小泉

伊 吹 lげ 12引1世紀に向けた歴史と自然の郷
上野 20ω2 息吹山街道和らぎの里づ〈ωり
弥 高 58 自然と史跡とふれあいの塁

春寺林 山 自然と康史にふれあう寺林
照藤 川 97 ふれあいとやすらぎ藤川宿
学春 照 311 花と緑ふれあいのまち 春照
区高 番 130 やすらぎとふれあい・千福の皇

杉漂 1106 1 w温故知新の里』杉漂
村木 79 水と緑風格ある里村木
大清水 91 水と緑豊か怠故郷{まち)を創世する大清水
上平寺 16 春夏秋冬 縁〈自然を体感できる上平寺
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ヨ笹塞組合を中心に軒獲敏窪田
催や醐魚加工品Eび、高齢者
の良作物や手作り品を販売す
る

山村の漁協との鍵携により互
いの地域の特産品の販売をす
る.

図 4 中島21世紀夢プランにおける具体策図解「沖島の未来づくり」

i中島21世紀夢プラン推進会議(2001):i中島21世紀夢プラン、近江八幡市、 pp69-70

霞ヶ浦 煎薬沼 豊岡盆地

1 わかりやすさ O~ アサザ植え付け O -i自の保全 0:水田環境の浄化
↓ ↓ コウノトリ飼育

植生の復元 ガンの渡来安定 ↓ 
↓ ↓ コウノトリ野生復

水質の浄化 渡来地の復元 帰
I 生態系復元

2 既存の物語との O~ 水質浄化 O~ 稲作の経営安定 ム 循環型都市への変

融合 漁業の振興 白鳥地区の有効利 革
子供の育成 用 まちおこし

まちおこし

3 参加の容易さ O アサザの償え付け ム(蕪菜i召探検隊 ム アイガモ農法
一日きこリ 2万羽のガンを見 施設見学

る会

不耕起栽培

4 シナリオの抱互 O 山、川、治岸での ム:ガンの保護と農地 ム 有機農業とコウノ

リンクの豊かさ I 事業のリンク :の浄化 トリの野生復帰

5 回有性 0:事業自体のオリジ 0:日本患大のマガン O 日本最後の野生コ
ナリティ :の越冬地 ウノ卜リの生息地

I 日本最大の潟湖

6 空間的な連続性 0: 流域全体 O 沼と周辺水回、 ム里山、川.水田
渡良瀬遊水地 仙台、ロシア
トキやコウノトリ

生息地

7 時間的な連続性 0: 100年計画 ム:10年後、子供が大 x 目処がない
:人になるまで

表 2 物語の評価軸から見た各事例

村上悟(2001):多主体参加による地域環境の持続的利用・管理システムとしての

演劇型地域経営に関する研究、滋賀県立大学大学院環境科学研究科修士論文、

p85 
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して、 10年後の方向性を描き出すという、専門家では

ない市民が手作業でまとめあげたそのプロセスは、非

常に参考になる 6)。表lは、伊吹町地区計画の各地区

のキャッチフレーズ(目標)であり、その地域ならで

はのキーワードカ叶吏われていることカまわかるだろう 。

また、琵琶湖に浮かぶ有人島である沖島の取り組み

についても紹介しておきたい。沖島は高齢化や漁業衰

退などの問題を抱える島ではあるが、その一方で、要

支援・要介護率が低く、安全で隣近所との濃厚なコミ

ュニテイを保っている O その暮らし方が、「沖島には

これからの日本が目指すべき姿がある」として、将来

の近江八幡市のモデルになるものとして取り上げら

れ、『沖島21計画夢プラン.1 (2003)がつくられた il。

その報告書には、以前の行政が既成メニューを一部の

住民に押し付けたプランへの反省の言葉があり、押し

つけのシナリオが役に立たなかったことがわかる。そ

の反省に基づき、町法を駆使して、島民によるひとつ

ひとつのことば(カード)を大切にし、決して捨て去

らずにくみ取ってプランにつなげている (図4)0そこ

で得られたのは、「じっくり聞いてみないとわからな

い」ということである。「エコミュージアムづく りJ
や「エコツーリズムの場へJといったシナリオを外か

ら付与すのは簡単で、ある。私自身もそのような提案を

したことは多々ある。しかし、この沖島のプロセスや

伊吹町の各字単位における地区計画においては、じっ

くりとゆっくりと地域のシナリオが編み出され、描か

れるプロセスを見ることができる。逆に言うと、出て

きたシナリオはそれほど“かっこよく"はない。

各地域ごとのシナリオが描かれ、そして全体として

の琵琶湖をめぐるシナリオ群が何重にも折り重なりな

がらつながったとき、『マザーレイク 21.1のシナリオ

は初めて全体像が見えるのではないだろうか。「対象

としての琵琶湖」から「舞台としての琵琶湖jに変わ

らなければならない。

7. シナリオの表現

では、生み出されたシナリオをどのように表現し、

共有すればよいだろうか。村上は表2のようにシナリ

オの評価する軸として7つ一「わかりやすさJI既存の

物語との融合JI参加の容易さJIシナリオの相互リン

クの豊かさJI固有性JI空間的な連続性JI時間的な

連続性J を挙げている 8)。これを参考にすると、シ

ナリオという表現に求められる条件は、簡単には下記

の3点にまとめることカfできる。

①ロマン (理想)とステップ(段階)を明記

②わかりやすさ (表現)

③わたしとの関係が見える (書き換えやすさ)

例えば、アサザプロジェクトにおいては、図5のよ

うなイラストがそのシナリオを分かりやすく明示して

おり、活動の展開に重要や役割を担っている。

また、このシナリオを他人事のように眺めるのでは

なく、自分に関係するものとして考えるには、そのシ

ナリオに「わたしjを位置づけることが重要である O

このことは、次のような RPGの良いシナリオについて

の論にも通じるものがある o I整理すると、プレイヤ

ーがセッション中自分の考えで行動し続け、本当の、

そして自分で満足できる目的を発見し、多少の(プレ

イヤーから見ればかなりの)リスクを背負う選択をし

てその目的を達成するためにかなりの努力をした結果

それなりに満足のいく見返りをマスターが出してくれ

たと言うときにプレイヤーはそのシナリオがおもしろ

かったといえるJ9)。こ こで「プレイヤー」を「参加

者(団体)Jと読み替えると理解できょう。

8. 410gyからみたシナリオのテーマ

このような活発化するシナリオライティングの動き

に、 410gy10)の視点からさらに追加を考えてみたい。

『マザーレイク 21.1等における琵琶湖をめぐるシナリ

オは、当然のことながら、「自然 (ecology)J (とくに

水質)が中心であり、そこに「社会/参加 (sociology)J 
という面が絡んできている 。 ここに「技術/わざ

(technology) Jと「文化/こころ (cosmology)Jを加

えてはいかがだろうか。つまりは、歴史、文化、技術

などである。水質を昭和40年代に戻すだけではなく、

私たちの暮らしも含めて変えていく段階的シナリオを

描かなければならないだろう O 単純に「昭和40年代の

暮らしに戻ろう jとういことではないが、歴史に含ま

れるその暮らし方は、ひとつの可能性のある選択肢と

しても再評価・再提示すべきではないだろうか。

そして、そこにこそあらたな市民活動がつながって

いくことカfできるのではないだろうか。例えば、『ひ

こね自転車生活をすすめる会』で考える自転車を中心

としたライフスタイル、また『近江中山道を楽しむ会』

で実験されている街道文化の体験メニュー群を中心と

したスローツーリズムのモデルは、「琵琶湖と人とが

共生する姿Jというシナリオに重なりつながることが

できるだろう 。昭和30年代の水質に琵琶湖がなったと

きに私たち自身がどのような暮らしをしているのだろ

うか。『マザーレイク 21.1のシナリオに、さらに私た

ちが追加・参加して、シナリオを書き換えて更新して

いかなければならない。

9.参加の 3軸一機能×意味×身体

シナリオを描くことは、参加の舞台を自分でつくる

ハU
q
ペリ
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ということであ

る。では、この

動きは従来の市

民参加の動きと

どのような関係

性を持っている

のであろうか。

市民参加のプ

ロセスについて

は、昔からシエ

リー ・アーンス

タインの「参加

のはしごJが参

加ステップとしては多用されてきた。 しかし、この梯

子は参加形態を論じている (機能的参加の梯子)ので

あって、参加主体の内面的なものではない。そこで

「意味的参加のはしご」を提案した 11)。意味的参加と

は、参加手法を参加主体による意味付けから評価する

視点であり、環境やまちに対する愛着を形成するとい

う意味では、参加というよりも「関係付けJI結合様

式のデザイン」と言った方がよいかも知れない。

そして、さらに第 3の軸として 「身体的参加のはし

ごJを考えてみたい(図6)。五感や地域の職人ワザな

どに注目していくと、そこには、知識や意識などでは

とらえられない身体感覚に基づく継承の部分があるこ

とに気付 く。琵琶湖の漁師の身体が持っている感覚を

「コトパ」や知識でそう簡単に受け継ぐことができる

だろうか。シナリオに「わたしJを登場させるとき、

そこには、私という身体と地域との関係も描いている

のである O

五感への展開は、ある意味では、「垂直 (時間)Jか

ら「水平 (空間)Jへのシフトとも 言える 。歴史とい

う「時間」

流れにおける

体験から、身

体を用いた五

感体験という

「空間」への

シフトであ

る。身体と環

境、知の関係

を模式的に書

くと、図 7の

ようになる 。

つまり、環境

と知の媒介と

しての「歴史」

と、知と身体の媒介としての「心」という要素に加え、

身体と環境をつなぐものとしての「五感」が存在する。

身体からとらえる環境は、空間としての新たな魅力を

掘り起こし、身体のアンテナを鋭敏にして地域に参画

していくことができることにもつながる 。実際は、最

も困難な参加の軸がこの「身体的参加」であろう 。な

ぜなら、身体性からその地域のシナリオを読み解き、

さらに現代社会ではおろそかになっている地域とのつ

ながりを“頭"や“知識"ではなく、身体に覚えさせ

るということは、身体のセンスと時間を要する。
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10.社会実験のススメ

「シナリオ」について長く述べてきたが、「社会実

験Jについても述べておこう。 「シナリオ」は何度も

書 き換えられることが好ましく、更新されていくこと

がその指示されることにつながる 。とはいえ、シナリ

オがロマン的であればあるほど、現実との話離が広が

ることも事実である。活動をすすめていく 上では、そ

のようなシナリオへ向かっているという路娘の確認・

共有と新たなアイデアの模索をしなければならない。

そこで、社会実験が必要なのである 。おそらくは、通

常の活動もシナ リオを確認する「社会実験」に含まれ

るのではあるが、シナリオを書き換えるためにフ ィー

ドパックするような余裕と反省ができないことも多々

ある。

ここでは、社会実験として成功と呼ばれている大規

模イベントの事例を紹介しておく 。 rSURF'90.l
(Sagamiwan Urban Resort Festival in 1990)は、相模湾沿

岸の 13市町村を舞台に 1990年に開催された海の総合

イベントであり、「人と海との共生jを目指し、新し

い方策・手法の開発をイベン トを実験として用いた

(図8，表3)0イベント総数は、大小550であり、その

ひとつひとつについて触れるわけには行かないが、細

分化 ・体系化されたねらいに沿ってイベントが類型化

の

参加の3軸

4砂身体的参加

図6

自然足首長苦の深~E蓑綬の創造
d持+

環
境 '1i~告で快適な

レクヅエーショシ腐績の創造

WSURF'90jのねらい図 8
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身体と五感の関係図 7



表3WSURF'90~におけるイベントの体系化の一例

i年型の海岸美化へのしくみづくり|

海岸ごみについて学び、美化の方法を考える

. rサーフ'90海岸美化シンポジウム」

海岸にごみを発生さi!t.互い鼠み

. rごみ持ち帰りPR実験」

. rデザインパック持ち帰り意識調査」

. rゴミゼロワリーンキャンペーンJ

. rゴミゼ口海辺運動」

. r海岸美化パネル展j

. rステイオン担プ缶による散乱防止啓発事業」

. rサーフ'90工フ工ム」によるキャンペーン

海岸清掃システムのままみ

. r計画j青婦実験」

. r拠点4会場及び周辺海岸の毎日清掃」

. r海岸美化モニター制度の実験」

. rゴミゼロ海辺運動」

海岸美化と美しい海岸を体験し、意織を高める

. rゴミセ.ロクリーンキャンペーン」

. rゴミゼ口海辺運動」

. r海岸美化パネル展J

. r拠点4会場及び周辺海岸の毎日清掃」

されて整理されているロ )。つまりは、「何のための」

「シナ リオのどの部分を確認するためのJイベントで

あるかが明確にされているのである。つまり、細分化、

階層化 された課題のもとにイベントが位置づけされ、

実施 ・評価を通して、提案を導き出している。「相模

湾における人と海との共生」というシナリオへの提案

を実験することで、そのシナリオを書き換えて更新す

ることができたのである。それは、個別シナリオを明

確化かつ体系化して統合していたことが挙げられる。

それぞれのシナリオがパッチワークのように重層化し

てメインのシナ リオへつながっていたと言えよう O

11. 100年の計へ

市町村合併など行政区分がゆらぐ中、逆にますます

自分の地域というものの「ものがたり」が重視される

ようになるだろう。おそらくは、住む場所を「選ぶ」、

つまりは地域が「選ばれる」時代になると思われる。

そのときに重要なのは、その地域の持つ腰の強い元気

なシナ リオではないだろうか。
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水口町で実施したまちづくり講座で、「水口町への

提案]をカードで出し、それを 10年後、 50年後、 100

年後というスケールに並べてみた O すると 、実際に

100年後を想像できたカードは l枚しかなかった。実は

私たちは、100年後を見据えたシナリオ ・ライテイン

グをしていないのである。

シナリオは何通りあっても良い。いろいろ隣接して

いるシナリオをつないでみよう。 他団体や他地域のシ

ナリオを読み解き、書き換えてみ よう。ただし、その

つなぎ方は、最初から大きな設計図があり、「この部

分が00団体へJ1ここはムムへ任そう 」 といった伽

藍的な方法では広がらない。あえて異種でもむりやり

に重ねてみて、共有部分を出してみることが大切なの

ではないだろうか。その ような書き換えの盛んな運動

にしてみたい。琵琶湖をめぐる、壮大なパッチワ ーク

のようなシナリオ呈陀羅を見てみたいものだ。
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琵琶湖水環境保全に関する滋賀県政

滋賀県政と琵琶湖

湖を抱える県は多いが、県域のほぼ全てが一つの湖

の集水域という地域は滋賀県のほかにはない。県内で

あれば、琵琶湖から遠く離れたところの雨水も、家庭

排水も、工場排水も、農業排水も、みんな琵琶湖に入

ってくる。農地を宅地に、山林を工場用地にといった

土地利用の変化や、各家々が下水道につながるといっ

た家庭生活の変化も、いろんな形で琵琶湖に映し出さ

れてくる O 戦前までなら、そうした変化は規模も小さ

く、影響の及ぶ範囲も大きさもだいたいは局地的なも

のだったろう 。しかし、 1960年代後半の高度経済成長

期以降の変化は、大規模で急激なものだったから、琵

琶湖全体に影響が及ぶようになった。

また、 一方で、琵琶湖への依存度も大きくなった。

とりわけ琵琶湖総合開発によって、例えば、それまで

河川水や井戸水なとマに頼っていた水道用水や農業用水

のかなりの部分が、琵琶湖の水でまかなわれるように

なってきた。下流府県の琵琶湖への依存度も大きくな

っている。影響度や依存度が高まれば、当然、「琵琶

湖jの問題は県政の重要なテーマになる。琵琶湖環境

問題への対応では、富栄養化防止条例がその後の県政

の方向を決定づけた。まず、高度成長期の地域社会の

変貌、琵琶湖総合開発、富栄養化防止条例を振り返っ

てみよう O

滋賀県の社会構造の変貌

琵琶湖の水環境の変化をたとεってみると、 1960年代

後半がおおきな節目になっている。 65年からの 10-15

年間で、滋賀県という地域社会はそれまでとはがらり

と変わった。戦後復興期を抜け出した当時、政府は

「所得倍増計画J(60年)、「全国総合開発計画J(62年)

を相次いで打ち出し、工業化による地域開発政策を進

めた。滋賀県でも、これに呼応して精力的に工業開発

に取り組んだ。県と市町村が協力して工業用地を準備

し、県外から工場を誘致した。その結果、 65年からの

10年間で800社近くの工場が立地している。これほど

多くの工場誘致に成功した要因は何だったのか。進出

企業へのアンケートを見ると、広い土地が安く買えた、

交通条件がよく整備されていた、労働供給力が大きか

った、自治体の強い協力が得られた、という回答が上

特集琵琶湖水環境の現状と課題

近 藤月彦

滋賀県政策調整部

位を占めている。近畿の中では用地価格が極めて安い、

首都圏・中京圏・京阪神圏を結ぶ交通の要衝である

(加えて、名神高速道路や東海道新幹線も 60年代前半

に開通している)、もともと米作中心の農業県で工場

労働との兼業が可能な働き手がいた、といった滋賀県

の特性が工場進出の決め手になったといえる。

これほど多くの工場が県下各地に立地した結果、産

業構造は大きく変わった。産業別就業者では、それま

で最も多かった l次産業の就業者が急速に減少し、代

わりに 2次産業の就業者が大幅に増えた O 今まで農業

をしていた人達が工場に勤めるようになったのであ

るO ただ、農業を止めてしまったわけではなくて、工

場勤務の傍ら農業をするという形に変わった。それは

今日、農家の兼業率が全国 1，2を争う高さとなって現

れているし、農業の姿を大きく変えた。工業の生産高

も大幅に増えた。 60年には 1，000億円に過ぎなかった

工業出荷額は、 65年に2倍、 70年に7倍、 75年には実

に15倍と、驚くような勢いで増え続けた。現在では2

次産業のウエイトが日本で一番高い県になっている O

表 1 産業別就業者の推移 (単位:%) 

年 l次産業 2次産業 3次産業

1950 57.4 18.3 24.3 

60 43.6 25.3 31.1 

70 27. 7 35.2 37.1 

80 11.7 40.0 48.3 

移
一

推
一の干

額
一

荷
一

出一業一工
「

2
一
年

表
一

(単位:億円)

産業構造が大きく変わるのと同時に、人口の状況も

変わった。日本では増加人口を都市が吸収し、農村の

人口はほぼ一定に保たれるパターンが長らく続いてき

た。滋賀県は 1880年代-1940年代前半までは 65~ 70 

万人、 1960年代中頃までは85万人で安定し、農村地域

としての性格を強く持っていた地域であった。高度成

長期以降、このパターンが崩れて、滋賀県は京阪神都

市圏の人口の受け皿になった。その背景には核家族化

の進行、国民所得の増加などによって住宅需要が拡大

したことがあるが、交通の利便性、地価の安さといっ

つd
q〈

d



た工場進出とも共通する利点に加えて、自然が豊かに

あることも人々を滋賀県にひきつけることになったで

あろう。 60年代末頃から人口流入の傾向が顕著になり、

毎年2万人くらい、率にすると 2%強の増加率で人口が

増え続けてきた。 75年には 100万人を超え、 2000年で

は65年の1.6倍もの人が滋賀県で暮らしている。日本

の人口が減少していく中で、滋賀県では人口増加がこ

れからも続くと予測されている。

農業から工業中心への産業構造の転換と人口の急増に

よる地域社会の変貌は、琵琶湖水環境の最大の変化要

因といってよいだろう 。

滋賀県人口の推移 (単位:千人)

水資源と琵琶湖

産業構造の転換 ・人口の急増と並ぶ大きな変化要因

は、琵琶湖の水資源開発で、あろう O 淀川水系の最上流

にある琵琶湖の水は、下流府県にとっても古くから重

要な水資源であった。琵琶湖から京都へ疎水が開削さ

れ、その水で、おこした電気で、日本で初めての市内電

車が京都を走ったという話はよく知られている。高度

成長期に入ると、下流の阪神地域でも工業用水や都市

用水が逼迫した。琵琶湖の水をもっと利用したい、と

いう声が大きくなった。 1956年には国 ・関係府県など

で構成する「琵琶湖総合開発協議会」が設けられ、検討

が始まった。どんな形で琵琶湖の水利用を拡大するの

か、いろんな案が出され、滋賀県と下流府県の攻めぎ

あいもあった。長年の議論の末、特別法が制定され、

72-97年の25年間にわたって琵琶湖総合開発計画が進

められてきた。l兆9千億円もの巨費を投入して、手IJ水、

治水、保全に関係する多くの事業がこれだけの長い期

間行われてきただけに、今の琵琶湖の姿を決めてきた

とも言える。

もとは下流府県の水需要に対応することから検討が

始まったが、滋賀県側からすると琵琶湖の水をこれま

で以上に下流に流して、被害や影響だけが残ってはた

まらない。そこで、最終的にまとまった計画には、い

ろんな要素が含まれている。滋賀県側の立場からする

と、まず、琵琶湖の洪水被害・渇水被害を解消すると

いうことがある。琵琶湖は湖面積の6倍もの集水域を

もっているので、雨が降ったときの水位の上がり方も、

雨が止んだあとの水位の下がり方も、普通の河川に比

べると、きわめてゆっくりしている O 洪水や渇水の影

響が長く続くということになる。瀬田川に洗堰ができ

る前の洪水の例(1896年)では、最高水位が3.6mに

達し、浸水家屋が5万戸以上、彦根では全市街地が浸

水して、平常水位に戻るのに210日もかかったという 。

近年でも、 1965年と 72年の洪水で数千haの浸水が生

じている。2つ目には地域経済開発を進めたいという

ことがある。計画が検討されていた50年代の滋賀県は、

先に見たように農業県だった。その基盤の農地は琵琶

湖沿岸部では低湿地が多くて生産性が低く、県民所得

も低位にあった。農業基盤整備や工業開発などの地域

経済開発が強く求められていた。3つ目には、その地

域開発を進めるために、琵琶湖の水を県内でも有効に

利用したいということがあった。4つ目には琵琶湖の

水質や自然環境を保全したいということがある o 60年

代に入って工場立地や宅地開発が進み、琵琶湖の水質

悪化や自然環境の破壊が問題になってきていたからで

ある。

こうした滋賀県の主張も盛り込んで、計画では、 ①

琵琶湖水位+0.3m-一 l.5mの範囲で、水資源利用を拡大

し、新たに40m3/秒の利水を可能にする、 ②あわせて

琵琶湖の治水、水質保全と滋賀県の地域整備を行うこ

とになった。水資源開発と地域整備とを一体として実

施することになったわけである。また、事業費の滋賀

県負担分についても、国は補助率の嵩上げ、下流の利

水団体は負担金という形で財政的な協力をする仕組み

が作られた。長年の懸案だった近畿圏の水問題を解決

するためにまとめられたこの総合開発は、琵琶湖・淀

川水系における上下流協調の最初のケースでもある O

琵琶湖総合開発の事業体系 (表4)を見ると、山か

ら湖まで幅広く事業が実施されてきたことがわかる O

水環境の変化にも様々の形で関係している O 例えば、

農業では、土地改良が進んで農作業が楽になったし、

用水供給も改善されて、梅雨の雨を待たなくても田植

えができるようになった。一方で、用水供給を改善す

るために琵琶湖への水源依存度が高まったし、用水と

排水が分離されて水の反復利用が難しくなった。クリ

ークが縦横に走っていた湖辺の低湿農地はかさ上げさ

れて生産性が高くなったが、田んぼと琵琶湖を行き来

していたフナなどの魚にとっては産卵場所や稚魚、の生

息場所が少なくなった。また、家庭生活の面では、下

水道が急ピ ッチで整備されて衛生的な生活ができるよ

うになったし、人口がどんどん増えたにもかかわらず、

琵琶湖への汚濁負荷を抑えることができた。また、水

道でも琵琶湖への水源転換が進み、安定した供給がで

きるようになった。 しかし、家庭排水が大きな割合を

占めていた小さな河川では流れる水が少なくなった

し、水の使用量も急速に増えていった。湖の周りには、

1.5mの水位低下に耐えられるように湖岸堤がつくられ

た。今まで簡単に近づけなかった水際を自動車で走れ

A
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し尿処理

畜産環境施設整備

農業集落排水処理

ごみ処理施設

水質観測施設

都市公園

自然公園施設

道路

港湾

河川

ダム

砂防

造林・ 林道

治山

琵琶湖治水・ 水資源開発

水道

工業用水道

土地改良

水産

漁港

るようになり、観光やレジャー利用の面では琵琶湖の

新しい魅力に大勢の人が触れられるようになった。 し

かし、陸地と湖は完全に分断されて、生物にとって重

要な場所である推移帯が失われていった。新たなレジ

ャー利用に伴う問題で、2002年に「琵琶湖レジャー利

用適正化条例jが制定された例に見られるように、琵

琶湖総合開発の結果は、現在の県民生活や琵琶湖環境

のありように広く及んでいる。

琵琶湖と水質保全行政

高度成長期の社会の変貌と琵琶湖総合開発の進展

は、まず、琵琶湖の水質問題となって現れてきた。 60

年代後半に琵琶湖を水源とする大津や京都、大阪で

道水がカピ臭くなる現象が起こつた。それまでから北

湖の透明度が徐々に低下してきていたし、漁業者から

琵琶湖が汚れてきたという声は上がっていたが、これ

は多くの人が水質悪化を実感した現象であった。汚れ

た水域に生息するプランクトンが増えたことによるも

のだと分かったが、琵琶湖を汚した第 lの原因は、工

業開発と人口の急増などによって、琵琶湖に流れ込む

汚濁負荷が著しく増えたことだった。CODの負荷量

特集琵琶湖水環境の現状と課題

(推計値)で見ると、 60年代前半では日量36tだったの

が、 80年には72tと倍増する勢いで増えている。そこ

で、 72年には公害防止条例を全面改正し、全国的に見

ても厳しい排水基準を定めて規制が強化された。また、

同時に、初めての総合的環境対策として「琵琶湖環境

保全対策Jも策定された。工場排水だ、けで、なく、し尿、

家庭排水、農業排水、廃棄物など、全ての発生源を対

象に対策が考えられ、施設整備が必要なものは琵琶湖

総合開発の保全事業としても実施されることになっ

た。即効性のある規制強化策に加えて、 73年の第 l次

石油ショックに よる経済の低迷もあって、水質は-s.、

改善の方向に転じた。

しかし、 77年5月に至って、比較的きれいとされて

きた北湖を中心に突如、淡水赤潮が発生し、大きな問

題になった。淡水赤潮はウログレナというプランクト

ンの異常増殖で起きたものだが、水道水のカピ臭とは

違って、湖が変色するという目に見える現象であった

だけに県民に強烈な衝撃を与えた。赤潮の発生は琵琶

湖の富栄養化が急速に進行した結果だった。その進行

をくい止めるには植物プランク トンの栄養になる窒素

とリンを減らさないといけない。なかでも琵琶湖では

リンがプランク トンの増殖を左右する制限因子だと考

えられていた。75年時点での リンの発生源別割合は、

家庭系48%、工業系29%、農業系14%の順で、家庭排水

が最大の発生源になっていた。当時の合成洗剤にはリ

ンが配合されていたからである。もし滋賀県の全家庭

で合成洗剤をやめたら、それだけでリンの負荷量を

20%近く減らすことができる。 しかし、どの家庭にも

ある合成洗剤の使用を禁止するのは無理だろうな、と

いうのが、対策を検討していたわれわれ行政担当者の

正直な気持ちだった。ところが、その当時は合成洗剤

の安全性が問題になっていたこともあって、琵琶湖を

守るために合成洗剤をやめて石けんを使おうという運

動が瞬く聞に県民運動として広がっていった。石けん

だけを使っている県民は78年では 15%に過ぎなかった

が、翌79年には5割を越えた (80年には7割に達した)。

県民のこの運動を追い風に、合成洗剤の使用禁止も含

めて窒素とリンの削減対策を条例で行うという政策が

一気に現実のものになった。こうして、淡水赤潮の発

生から 2年後の79年に「琵琶湖富栄養化防止条例」が制

定された。この条例は、リンを含む合成洗剤の使用禁

止だけでなく、わが国で初めて窒素 ・リンの排水規制

を行った点でも画期的で、あった。その波及効果も内外

ともに大きかった。外部への波及効果では、霞ヶ浦で

も同様の条例が制定されるなど、全国の自治体の水質

保全対策や市民の環境保全運動に影響を与えた。国の

窒素・リン環境基準の設定、湖沼水質保全法の制定に
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もつながった。内部的には、県民と行政との協働を実

践できたことが大きい。県民の間では環境保全意識が

高まって、その後、多くの環境系NPOの活動につなが

っている。また、県政においても環境重視の姿勢がい

っそうはっきりした。単に環境部局だけでなく、いろ

んな部局に環境を重視する姿勢が浸透していった。82

年の琵琶湖研究所の設置、 83年の環境学習船「うみの

こ」の就航、 84年の風景条例の制定と第l回世界湖沼

会議の開催、 92年のヨシ群落保全条例の制定など、そ

の後も先進的な環境政策を生み出す土壌がこのときに

作られたといえよう 。

現在、そしてこれからの琵琶湖保全

富栄養化防止条例が動き出して以降、数年間は琵琶

湖の水質にめざましい改善が見られた。南湖でも、北

湖でもリンや BOD、CODは減少し、透明度も良くな

った。84年頃を底に再び濃度が上昇している CODを

除けば、水質で見る限り悪化に歯止めがかかり、現在

まで横ばいの状態で推移してきている。流入汚濁負荷

も2000年時点では、 80年に比べて CODで30%、窒素

で16%、リンでは実に60%も減った O 集水域の工業生

産や人口が引き続き拡大していることからすれば、排

水規制と下水道整備を核とする水質保全対策がある程

度功を奏していると見ていいだろう 。

流入汚濁負荷量の推移 (単位 tl日)

しかし、高度成長期前の水質にまではまだ戻ってい

ないし、北湖のリン以外は環境基準を達成できていな

い。汚濁負荷を減らすことに重点を置いてきたこれま

での対策は限界が見えてきた、ということでもある O

そこで、新たな展開を図ろうとしているのが、 2000年

に作られた「マザーレイク 21計画 (琵琶湖総合保全整

備計画)Jである。この計画は、例えば琵琶湖水質保

全計画(湖沼法に基づく水質保全総合計画。現在、第

4期計画が進行中)のような従来の保全計画にはない、

いくつかの特徴を持っている 。その一つは、琵琶湖と

集水域を一体的な生態系として考えて組み立てられて

いることである。水質保全の分野だけでなく、水循環

を健全に保つための水源かん養の分野、自然生態系を

保全・回復させるための自然的環境・景観の分野にわ

たって対策を行う 。第2に、 50年後の琵琶湖のあるべ

き姿を念頭に置いて、そこからパックキャスティング

する形で第 l期 (2010年頃)と第 2期 (2020年頃)の

36 

表6 マザーレイク 21計画の目標

あるべき安 (2050年度〉

・水質保全
昭和 30年代の水質

・水源かん養
自然の水循環を生かす淡海の・

森と暮らし

・自然的環焼・景観保全

湖の環境を守る豊かな自然生

態系のなかで、多様な生物の営み

によって四季折々に美しい固有

の景観を見せる琵琶湖

4ユ
第 2MB.(2020年度)

・水質保全
カビ臭、淡水赤潮、アオコの発

生が慢性化する以前の水質(昭和

40年代前半の水質状況)

・水源かん養
森林、農地等が有する浸透貯留

機能の向上と、自然の水循環を生

かす適正な水利用の推進

・自然的環境・景観保全
生物生息空間(ビオトープ)の

拠点をつなぐネットワークの骨
格の概成

」二」，u期自律 (2010年度)

・水質保全
昭和 40年代前半レベルの流

入負荷

・水源かん養
降水が浸透する森林、農地等の

確保

・自然的環境・景観保全

生物生息空間(ビオ卜ープ)を

つなぎネットワーク化するため
の拠点の確保

目標を立てていることである (表 6)。 計画の推進に

あたっても、効果を検:証しながら、新たな知見などに

基づいて施策を柔軟に組み立てていく目標管理の手法

を導入している。第3は、河川流域単位での取組を重

視していることである。既に各主体の協働で流域アジ

エンダづくりが始まっている。長期の取組だけに、計

画の成果をあげるには様々な面で努力が必要になる O

行政だけでなく、県民をはじめとする各主体との協働

ができるかがその鍵になるだろう O また、この計画が

琵琶湖と集水域の生態系といういろんな要素が相互に

関連しているシームレスな事柄を対象にしているだけ

に、縦割り型で施策を実施したのではうまくいかない。

行政内部では、本当に意味のある施策聞の連携をどう

生み出していくかが、大きなポイントになる。

マザーレイク 21計画でも認識されているが、生物相



なども含めて琵琶湖全体を見渡すと、いろいろと懸念

される現象が出てきている。今後、どんな手を打たな

ければいけないか。そんな問題意識から 2001年の春に

県の関係課 ・試験研究機関が集まって検討会を立ち上

げた。その秋には研究者も加わった「琵琶湖生態系研

究会jも設けて検討を進めてきている。きて、その懸

念される現象だが、 一つは植物プランクトン相の変化

である O 従来は、春にはこのプランクトン、夏にはこ

のプランクトンという具合に季節的な出現パターンが

あったが、最近では、このパターンが崩れてきている。

その最初の兆候は83年に南湖の湖岸部にアオコが発生

したことである。当初は南湖の湖岸部に限られていた

が、 94年からは北湖の湖岸部でも発生するようにな っ

た。また、 89年には北湖一円で極めて微小なプランク

トン (ピコプランクトン)が大発生し、湖水が黒く変

色して透明度が2.5mにまで低下するということが起き

た。90年代に入ってもアファノテーケ、アファニゾメ

ノンなど、藍藻類に属する新たなプランクトンが次々

と出現するようになった。藻類に関係するもう 一つの

現象は、 90年代末頃から北湖に設置されているエリの

網に多量の付着物が見られるようにな ったことであ

る。この付着物の主体もフ ォルミデイウムという藍藻

類である。湖底に生息する底生生物群にも、ここ 25年

ほどの聞に大きな変化が起きている。沿岸部に棲む巻

員ではカワニナ類が減少して、ヒメタニシが増加して

いる。二枚貝ではシジミ類が大きく減少した。ユスリ

カなどの無脊椎動物は現存量が1/4に減ったO また、

北湖深底部では大型のエラミミズが減少して、小型の

イトミミズが著しく増えた。94年以降にはミズムシな

ど沿岸性の動物が深底部に侵入し、繁殖するようにな

った。深底部では低酸素化も進んでいる。85年以降、

頻繁に溶存酸素量の低下が観測されるようになり、 91

年にはイオウ酸化細菌チオブローカが発見された。02

年には生物由来のマンガン酸化物粒子 (メタロゲニウ

ム)の存在が確認された。いずれも湖底部の低酸素化

の進行によるものと考えられる。魚類相でも激しい変

化が起きている。もともと琵琶湖には50種以上の魚類

がおり、特定の種だけが突出することなくバランスを

保って生息していた。それまでからある程度の変動は

あったが、外来魚のブラ ックパスとブルーギルが持ち

込まれてからその様相が一変する。アユ、ピワマスな

どは今でも比較的安定しているが、フナ類、モロコ類、

タナゴ類、ワタカなどの在来魚、の多くが急激に減少し

た。さらに、南湖の水草にも大きな変動が見られる。

南湖では60~ 70年代に水草の分布域が急速に小さく

なったが、 94年以降、再び分布域が広がりはじめた。

今では南湖全体を覆うほど繁茂し、在来の水草が回復

特集琵琶湖水環境の現状と課題

してきている。なぜ、このように様々な現象が起きて

いるのか。その原因が分かれば取るべき対策も見えて

くるが、関連する要因は数多く、要因相互の関係も複

雑である。既存の知見や調査データなどをもとに、そ

のメカニズムの仮説を組み立てる作業が行われてい

る。現時点で、琵琶湖生態系変動の起因と考えられて

いるのは、「湖岸域の構造改変」、「渇水/水位操作に

よる水位低下」、「河川からの砂供給の減少」、「農業濁

水の流入」、「外来魚、の増加」、「水草の刈取り」、「流入

負荷のNP比の変化」などである。

例えば、外来魚が増加すると、その食害で在来魚、が

減少する。在来魚、のうちの水草食魚が減ると水草が食

べられなくなるので、水草が増える。動物プランクト

ンを食べる魚、が減ると、動物プランクトンが増え、動

物プランクトンに食べられる植物プランクトンが減っ

て、植物プランクトン相が変わる。底生生物や付着生

物を食べる魚、が減ると、底生生物相が変わる。あるい

は、堤防や道路などで湖岸域の構造が改変されると、

生物 (特に魚)の移動経路が分断される。沿岸帯の植

生や水生植物群落も失われる O これらは生物の生息の

場や産卵の場を奪うことになり、沿岸帯の生物多様性

が損なわれて、沿岸域の水質浄化機能が低下する。そ

の結果、湖内では栄養塩が増え、植物プランクトン相

を変化させる。湖底では有機物の蓄積が進んで泥質化

が進み、底生生物相が変わる O といった具合に、 一つ

の起因が次々と変化を生じさせていく 。この変化の連

鎖がどの程度の確かさで起こるのか。どのくらい大き

いのか。現在のデータや知見だけでは分からないこと

も多いが、仮説を立て、それを検証する作業から具体

的な対策が見えてくるだろう。ただ、これらの起因と

その背景を考えてみると、スポーツフィッシングを楽

しみたい、琵琶湖の観光利用を進めたい、といった目

的を達成するために、利便性、効率性を重視してきた

20世紀型社会の限界と矛盾が現れているように思え

る。琵琶湖の問題は、持続可能な社会、自然と人聞が

共生する社会をどうつくっていくのか、という問題を

角14くことなのである。
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美は環境を救えるか

私はこれまで建築家として研究と実践の双方をおこ

なってきた。大学や国内外の研究機関で建築学専門分

野の研究に従事する一方で、それを実社会において反

映させるべく研究所を設立し、建築家として街づくり

に関する企画や施設の設計にも携わり、大小あわせて

30余の建築物を実現させてきた。歴史の本を書いたり、

論考を雑誌に書いたりもしてきたが、私の専門は建築
デサイン

設計である。設計活動を本格的にはじめる以前からお

こなってきた歴史や理論、そして都市に関する研究は、

今日の実践的な活動の根拠を確かにするものとなって

いる。

「建築学」という学問は、大きく分けると科学的側

面と芸術学的側面がある。進歩的な建築教育プログラ

ムを確立している欧米のアカデミアでは今日、芸術的

側面を前面に打ち出し、科学的側面をむしろその背後

に位置づけるのが一般的にさえなりつつある。それを

考えれば、本学の「環境科学部・環境計画学科」のも

とにおかれた「環境・建築デザインjの専攻は、従来

の科学的側面を芸術学的側面が積極的に補完するシス

テムをもっという点で、わが国においてはきわめて先

進的であり、グローパルな地平を築こうとする教育思

想や環境は、建築家にとってもデザインの本領をいか

んなく発揮できる魅力的な場というにふさわしい。

ところで「環境学」とは、いったい何をいうのだろ

うか。その答え探しをするばあい、そもそも「環境学j

が学問として要請される動機は何だったか、を考える

とわかりやすい。人間は、大切な何かを失ったことに

気づくと、たとえそれが幻想であったとしても、それ

を再び手にしたいと欲望することがある。結論からい

えば、「環境学」とは、近代の暴走する資本が人間の

生環境を脅かしてしまったこと、さらには地球上の生

態系をも狂わせてしまったことに対するリアクション

として生まれた学問であり、その欠如を埋め合わせる

ための手段にほかならない、ということになる。とす

れば、「環境学」がとりくむべき課題とは、人々が失

ってしまった(失いかけている)と思うがゆえにポツ

カリと空いてしまった(空きそうな)大切な穴=環境

を、それを扱う諸学によって何らかの埋め合わせをお

こなうことであるといえるだろう 。

私は建築家の立場からその「環境学」にコミットす
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るわけだが、とりあえずは、人々が「居住する環境」

や「活動する環境」について研究をおこない、それを

実社会における街づくりや施設づくりに今日的なデザ

インの実践として反映させたいと考えている。数値で

解析できる科学的側面もさることながら、それではど

うにもならない感性の領域で芸術的側面から環境を考

えるというテーマは、今日のデータベース化しつつあ

る人問、ひいては社会を考えると困難を承知のうえで

の取り組みだが、建築学のみならず哲学や社会学を横

断するおおきなテーマだけにやりがいもおおきい。

今日、芸術作品のこの根源的な構造は、陰窮に隠

されている。その形而上学的な運命の極点におい

て、芸術は、ニヒリスティックな権力、「自己を

無にする無」となって、美の領土という砂漠を訪

偉い、永劫にわたって自己の分裂のまわりをめぐ

りつづけている。芸術の疎外は、人間の根源的な

史的空間そのものの疎外を指すがゆえに、根本的

な疎外である。芸術作品とともに人聞が喪失しか

けているものとは、実際、それがどれほど貴重な

ものであるとしても、単なる文化財ではないし、

また創造のエネルギーの特権的な表現ですらな

い。そうではなく、むしろ人間の世界という空間

そのもの、そこでしか人間を人間として自己を見

出すことができないような空間、そこでしか行為

し認識することができないような空間をこそ、人

間は失いかけているのである。(ジョルジヨ・ア

ガンベン著、岡田温司他訳『中身のない人間J)

失いかけているものを救うのならまだしも、失われ

たものをそっくりそのまま再現することにどれだけの

リアリテイカfあるだろうか。

むしろ失いかけているものや失われたものから学ぶ

ことのできる現代性を今日の感性や知恵で、いかに建

築美や空間美として表現することができるだろうか。

私の環境学における課題はその付加価値の創出にある

と思う 。



「人間環境」と「構造技術」

-転職

「えっ?・. . . . . J。 教員公募締め切りの前

日に「会社を辞めることになるかもしれません。Jと

申し出た私の言葉にしばし絶句した上司。あれから早

いもので一年半が経過しました。その間正式に決定す

るまで有難くも多くの方に熱心に“お引止め"いただ

き、まだまだ日本では組織を抜けるというのは大変な

ことだと身を持って感じました。

-実務の世界から大学の世界へ

私は、大学を卒業後16年、建築設計事務所で主に建

築物の構造設計を行ってきました。構造設計とは建築

に関わる多くの職能のうち、建物を形作る“骨組み"

の設計です。

その間関わったプロジェクトは 100件以上、住宅か

ら超高層、商業施設、文化施設、生産施設などな

ど・-様々な建築を創り出す前線にいました。

そのわたしが何故大学教員を志すことになったのか。

実務設計を通じて建築設計という仕事の意義を考え

てき ました。空間を産み出すという多くの人々の協働

作業です。その過程は様々な専門家が同じ理念をもち

コラボレーションして創りあげてゆく、という要素技

術の融合であり、その結晶であると思います。

しかしながら、技術の高度化に伴い細分化されて技

術者は自分の領域の中でものごとを考えてしまいがち

なのではないか。特に構造技術者と呼ばれる私達にそ

の傾向があるのではないかと懸念していました。

組織事務所に長く身を置いていた私はこの問題を組

織の問題だと思っていたのですがどうやら組織でなく

意識の問題ではないか、翻ってみると大学の建築教

育・研究は縦割りの講座制で行われており横との連携

はあまり感じられない。この教育・研究システムや専

門化を促す社会のシステムに問題があるのではないか

と感じるようになってきました。

ものを創るのに一番大切なのは最初の空間のイメー

ジです。そしてそれを如何に練り上げていって実際の

空間として実現させてゆくか、そのプロセスが設計そ

のものです。これは専門に関わらず設計を志すもの原

私の環境学

陶器浩一

環境計画学科環境・建築デザイン専攻

点だと思います。ところが縦割りの考え方の中でこの

一番大事な「柱」がおざなりにされているのではないか。

狭義な構造設計、さらには建築設計のみにとらわれ

ず、「空間のなりたち、そのフィロソフィーと産み出

すためのプロセス」を見つめなおしたい、と思うよう

になってきました。

そのためには実務の傍らで出来ることの限界がある

な、と感じていたときに工学部でなく環境科学部のな

かに建築学科が位置づけられている本学に出会いまし

た。「従来の縦割りの学問の枠を超えて、環境という

切り口で・ .. Jという理念に大いに共感を覚えてこ

の道を目指すことを決意いたしました。

「人間環境」と「構造技術」

建築とは人が生活のために有用な空間を如何にかた

ちづくってゆくかということであり、それぞれの時代

の空間的、機能的要求と素材、技術の展開が結びつい

て発展してきました。それは一方で、自然を改変すると

いう行為でもあり、自然とのかかわりを無視しては成

り立たないものです。

近年の技術の進歩は著しく、人間の生活は大きく変

わりました。今や技術によって何でも出来る時代にな

ったといえます。しかし、それは一方で何でもできて

しまうという凶器にもなります。技術の進歩がもたら

した建物の巨大化、街の過密化は新たなる環境的問題

を生み出しています。

利便性、効率性、経済性を追求した開発の結果、人

間の生活環境、 自然環境、さらには地球規模での環境

にひずみを生じてきたということが20世紀の教訓です。

技術者は、生物共同体としての地球環境、人間環境

に対する重い責任があります。何でもできてしまうよ

うになった今こそ、技術者の良識 ・主体性がますます

求められています。

街が巨大化し過密化した今、ただ単に建物のみのこ

とを考えていれば良いわけでなく、周囲の中でのもの

のありようや、さらに、地球という枠の中での建物、

まちのありょうを考えなければなりません。そのため

に構造技術の果たすべき役割は大きいし、また、従来

の枠組みを超えた新たなる価値観と発想が重要なので

はないでしょうか。
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構造設計とは、建物を形づくる骨格の設計です。そ

れは、人が生活する覆いであり、つまりは人が生きて

ゆくための空間を形づくることです。その空間が集ま

って街が出来、環境となる。わたしたちは、この環境、

空間を形成するということに大きく関わっています。

従来、構造技術は、いかに「安全にJI経済的にJI合
理的に」構造物を造るか、に力点が置かれていました

が、「人聞が健康的で文化的な生活を送るための空間J
をいかに創っていくか、を考えなければならない、す

なわち、構造物を「造る」ための技術から、人間環境

を「創る」ための技術へのパラダイムシフトが必要です。

現代都市は巨大化、複雑化し、様々な環境的問題が

顕在化しています。都市の中でのひとのくらしと自然

の関係、そのための空間のありかた、都市空間の創造

について考察する、即ち、「空間の構成」で現代の社

会が失いつつある、“人としての暮らし、潤い"をと

りもどし、持続可能な人間環境を創造することが私の

研究課題です。

-教育・研究と実践

学生には、空間創造の理念と実践について、空間を

創り出すことの面白さとその意義を感じ取ってもらい

たいと思っています。これは「習うより慣れろ」で、

いくら知識を詰め込んで、も意味がなく、いろいろな活

動を通じて自らの物としてゆくしかない、私は、その

「場」をどしどし示して行きたいと思っています。

研究ではそれらを自ら具体的に示す形で「環境の中

でのものづくりJとは何かを追及してゆくつもりです。

また、これらのことは実践なくしては説得力もないの

で許される限りものづくりに関わってゆきたいと考え

ています。

まだまだ何が出来るか未知数ですが、従来の縦割り

中での構造学でない、環境としての構造学を追及して

ゆきたいと思っています。

つ-
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人間環境と構造技術のかかわりに関する研究

1.はじめに

技術とは「科学を実地に応用して、自然の事物を改

変・加工し、人間生活に利用するわざ」である (広辞苑)。

近年の構造技術の進歩は著しい。コンピューターの発

展による解析技術の進歩、材料の高強度・大断面化、

施工技術、免制震技術の普及等、技術開発は目覚しし

それに伴って私たちが暮らす空間の自由度・選択肢は

大きく広がった。しかしその反面、それらは新たなる

環境的問題を生み出している。

利便性、効率性、経済性を追求した開発の結果、生

活環境、自然環境、地球規模での環境にひずみを生じ

てきたのが20世紀であった。

何でもできてしまうようになった今こそ、技術者の

良識・主体性がますます求められているといえる。

2. I造るj技術から「創る」技術へ

構造技術の発展は巨大な構造物を可能とし、都市を

巨大化させた。自然を制御し一見快適かっ便利な生活

環境を作り出したかに見えるが、それはひとたびトラ

ブルが起こると破綻する人工環境である。

都市文明をもはや否定することは出来ないが、建築

家は、ただ単に個々の建築物単体ではなく、集団とし

ての建築のあり方や周囲を含む環境の設計がますます

重要になってきている。それらをトータルに考えてゆ

かねばならない。しかしながら、技術が高度化するに

つれ、専門化・細分化が進み、個々の技術が有効に活

かされていないのが現状である。

構造技術は“骨格を構築するための技術"である。

建築の骨格は都市の骨格であり、それは、人間生活の

場をつくる、生活環境の枠組み、「空間の構成」の創

造である。

従来、構造技術は、いかに「安全にJI経済的に」

「合理的にj構造物を造るか、に力点が置かれていた

が、「人聞が健康的で文化的な生活を送るための空間」

をいかに創っていくか、を考えなければならない。

すなわち、構造物を「造るjための技術から、人間

環境を「創るjための技術へのパラダイムシフトが必

要であると考える。

「空間の構成」という観点で、地球環境と共存する

「持続可能な社会Jを構築するための手法、すなわち
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陶器 1告一

「人間環境創造のための構造デザイン」について考察

するのが本研究の目的である O

3. I架構の階層化」による環境創出

過密化した都市生活では人と自然との接点が希薄に

なってきている O 巨大な都市空間は街並みから光を奪

い、人を人工環境の中に押し込めている。人工化され

た都市空間の中においても自然を肌で感じることので

きる環境を創ることは人間生活において必要なことで

ある。

都市環境を考えたとき、周囲の街並みの中での建物

のありょう I外部環境」と、建物の中での人の暮ら

し I内部環境」の 2つの空間要求がある。建物が大

規模になるほどより求められるこれら要求を単一の架

構で同時に実現するのは難しい。

それを同時に実現する手法として提案するのが「架

構の階層化」である O 建物を「大枠+小枠」の組み合

わせで構成し、大枠で「外」のありょうを、小枠で

「内」のありょうを考える概念である O

-+ 

ijii当
大枠の中に小枠を

はめ込む 小枠を載せる

「架構の階層化」の観念

この概念を適用して著者が設計に携わった、外部環

境と内部環境の創出を図った事例について考察する。

-事例 1 狭い敷地を街に開放

-ffX込みスーパートラスー

都心に建つ高層ビル。狭い敷地ながら街に聞かれた

オープンスペースを確保すべく、建物を足元で絞ると

いう計画。足元の柱位置で基準階を構成すると事務室

としての機能を大きく損なうので、基準階では窓周り



にオ主を配置したチューブ架f茸をオーバーハングしたト

ラスによる「台」で支えるという計画。

-事例 2:風景を感じる室内と大地の開放

ダイアゴナル ・ペアフレーム

ーペアコラムで建物を持ち上げるー

より 風害J も抑えている。

F 

ダイアゴナjレ・

ペアフレーム

象徴的なぺアコラム 風が通り抜け、風環境も改誇

学位論文の概要

建物中央に柱を集約し、架構軸を建物軸と 45度回転

させることにより、柱を全く感じさせない視覚的に外

部の風景と連続した室内環境を創る O また、この集約

柱で建物を持ち上げることに よって、「大地」を地域

に開放して周囲の環境を建物で分断することなく大規

模ピルのもつ威圧感、閉塞感を抑え、また、風の通り

道を作ることにより「風害jも抑えている。

-事例 3:足元を街区に開放

超高層街区の圧迫感をやわらげるため、「スーパー

フレームに箱をはめ込む」という手法で、足元を街区

に開放した事例。

超高層街区の持つ圧迫感を空間の拡がりで緩和

ガラスの箱をはめ込む 足元を街区に開放

この「架構の階層化による環境創造」という概念を

更に追求したものとして著者は「掘立柱架構」を提唱

している。

「掘立柱架構J 建築とは所詮、環境の改変であり

元には戻らない。土地の改変を如何に少なくするかを

追求したのが本計画である。

支持層まで貫入した掘立柱で構成した土台を上空ま

で持ち上げ、基礎地盤レベルでのつなぎ材は一切設け

ない。地中に存在するのは掘立柱のみであるので、生

物の生態基盤である大地をほとんど

改変することなく建物を構築できる、

というのが大きな特長である O

大地と共生する「掘立柱架構」

「
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掘立柱架構は大地を護るのみでなく、グランドレベ

ルは視界が通り抜け、都市の圧迫感を回避することが

出来る。

都市の立体化を考える上でも有効である。

4.素材の特性を活かした架構による空間構成

空間を構成する材料にはそのものが持つ本質的価値

カfある。ここでは

-可塑性のある材料であり自由な造形が可能である 0

.部材の組み合わせでなく連続した面としての構造体

を構成できる O

という特徴を持つコンクリートを取り上げる。その特

性は柱や梁による構成を超えた、面的 ・連続的な三次

元的な構成の中に見ることができる。この特長を生か

した架構として著者は「箱構造j を提唱している 。

「箱構造j とは建物を柱、梁、壁、床、と要素ごとに

捉えるのではなく、ひとつの連続体「箱jとして捉え

る概念であり、建物のすべての部分が応力化され、そ

れが空間形および機能と結びついている。

躍起
この「箱構造」による異なる空間要求を持つ建物の

環境創りについて考察する。

-事例 :堀の中の美術館

建設地は、城跡の公園の中、豊かな緑につつまれた

静かな環境である。建物が建つことで豊かな自然環境

を分断されることを避けるため、自然の中に点在する、

緑の中に浮いたような印象の建物とすることを計画した。

ところで美術館の機能として最も重要なことのひと

つに美術品の保護がある。熱・日射・湿気などの自然

環境から中の美術品をまもるため、建物の外周である

床や壁を二重に囲い“蔵"のような環境をつくること

とした。

この周囲に向かつて「聞かれ」、機能的に「閉じた」

空間要求を「閉じた箱を 3本足で持ち上げる」という

架構によって実現させることを計画した。

美術品を護るための“二重の箱"を連続体の「箱」と

して構造体を構成した。

美術品を護る"蔵" プレキャスト部材で構成

箱の構築は、アルカリガス対策、工事中の周辺環境

保全のためプレキャスト構造として構築した。連続体

としての“箱"は高剛性であり、その特徴により独立

柱で浮かせるということが可能となった。プレキャス

トの「箱構造jにより、周囲の自然環境との融合を図

りつつ美術館としての機能を高めた計画が可能となった。

風Z2を分断させない

5. コンセプト実現のための課題とその解決

技術の進歩は空間の可能性を大きく広げたが、建築

の巨大化・複合化は、技術的課題のみならず、新たな

る人間環境的・自然環境的課題を生み出している。こ

こでは建物の巨大化に伴って生じた新たな課題およ

び、解析、実験、実測、施工試験を通じてのその解決

および知見について考察する。

-床の振動障害

居室の大スパン化は、日常時の床の鉛直振動という

居住性能に対する新たな課題を生み出した。先述の

“夕、、イアゴナル・ベア・フレーム"による建物はペア

フレームとそこから持ち出された片持ち梁によって床

が支えられてている。跳ね出し長さが大きく、かつ複

合された床構造であるため、振動性状が簡単に把握で

きない。解析・実測を通じてその居住環境を確認して

いった。床構造の l次周期は2.85H zと柔らかいがフ
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学位論文の概要

-風の振動

建物が高層化すると風による振動が大きく、地震に

よる振動より大きくなることがある O 上部に隅切りを

設けると渦が分散され揺れが小さくなることを風洞実

験により確認した。また、風揺れによる居住性能確保

が大きな課題となる 。本計画では居住性向上のため、

頂部に制振装置を設置した。

ロアの床全体で振動するモードで有効質量が大きく、

人の歩行に対しては大きな問題とはならない。

複雑な床の振動性状

6.時代の変化の流される[やわらか建築」

持続可能な構造体、とは

持続可能な社会の実現にむけて、様々な取り組みが

なされている。

大量消費時代への反省として、[建築物は、世代を

超えて使い続けられる良好なストックでなければなら

ない。Jということが提言されている。建物の構造体

を永年にわたって存続させ続けることは勿論重要なこ

とではあるが、建物を「ひとが生活するための覆い」

と捉えればスケルトン自体も時代時代の要求に応じて

変化してゆく「やわらか建築Jが、持続可能な建築の

一手法ではないかと考える。

恒久的に固定的なものとして建築をとらえるのでは

なく、あえて「フロー」と捉え、自在に変化させてゆ

くかという発想もあるのではないか。

社会的ストックとして必要な構築物も当然あるが、

建物自体を「移ろいゆくものjとして捉える概念は今

後の持続可能な建築を考えていく上での一案ではない

かと考える 。「可動・やわらか建築」のデザインは、
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揺れを抑える

L ，fR47jTSJ、

i二丈夫ぺて
司副亡¥.A .:""，-//:'r' 
よ1f子、:ふ/宅

陀d ~，秒割官G:~脅~:;帯記念 "/，y

制振装置で揺れを制御

4、γ、マ-Jee4勾〈j担何旬i}1W1i?1肘i/Akわ肘仰州JlNhM怖lihげ尚l九f悌if品Ah白羽冶胤w附仇v¥ρ仰i子円仇AザJ
悦附fcreむ町叩r陪oe的減9…J一…a副dd抗伺q帽制ぷ品よぷJ品Aιi"iい1品hLいh剥蜘a刷刷ノ/L謡多糾→〈ふ¥込e/fJ，J| / 

「γ十叶._-γ寸小一ナ寸守/J
ゐ?え1国er.κぷt.町r同rcl協&改j;rれ宅可三qmd泊na剖1irs回齢嗣A<l :: ¥、

:: :! AsSl:re clearanoo for ~pJdo約制 rnO'i9mentS

Fマlorlc.rclad::tlr.g m剖P.fi...~t !'削叫同 "明rvlt:ri):I(¥:1

さらに、国Iね出したコーナーウインドウのガスケッ

トが減衰・剛性に大きく寄与し、床の振動を抑える効

果が大きいことを確認した。常時の微振動の検討に際

しては、外装材の効果は十分期待できる。

-建物のプロポーションと振動性状

高さ 256mのスレンダーな超高層建築を設計した際

に、建物の振動性状を実測した。建物の短辺と長辺で

は塔状比がかなり違うが、構造減衰は短辺方向では

0，72%、長辺方向では2，91%と大きく異なる結果とな

った。建物も超高層化しタワーのようなプロポーショ

ンになると、構造減衰を適切に設定しないと危険側の

評価を与えることになるので注意が必要である。

短辺方向:減衰定数 0.0072
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時代の技術を駆使して、生活の楽しみを引き出す創造

ともいえる。

7.おわりに

以上、「架構の階層化Jによる環境創出とその展開

としての「掘立柱架構」、素材の特性を活かした架構

による空間構成、および持続的構造デザインとしての

「やわらか建築jを提唱した。

都市 ・建築の巨大化・複合化は技術的課題のみなら

ず、新たな人間環境的・自然環境的問題を生み出して

いる。

複雑化した問題を解決し、持続可能な人間環境を創

造してゆくためには、

-細分化・専門化が進む技術の総合化

-自分のフィールドの既成概念にとらわれない自由な

発想

が必要であると考える。

付記

平成14(2002)年 3月19日授与

主査:藤原悌三

話IJj'E:内井昭蔵、松岡1Ti公雄、稲本和正、鈴木祥之*

合点目科大学防災研究所

48 -



科学部・環境科学研究科
一この 1年一



環境科学部・環境科学研究科の一年

土屋正春

環境科学部長

環境科学研究科長

ここ彦根の地に環境科学部をはじめとする 3学部お

よび l短期大学部をもって滋賀県立大学が開学したの

は平成 7年4月のことで、以来、学部、博士前期課程、

博士後期課程と続く学年進行期間を経て、一連の教育

組織づくりは平成16年3月に「完成Jを迎えることに

なる。

この問、教員はもちろん、関係者全体の絶大な尽力

があったことは言うまでもなく、大学を創るという言

葉の持つ深甚な意味合いには、顧みる今に至ってはじ

めて通じることができるのではないかとさえ思えるも

のがある。まさにこの時に大学設置者である滋賀県知

事から県立大学の独立行政法人化に向けての積極的な

意向が表明されたのは歴史の偶然といえばそれまでだ

が、大学をめぐる社会状況が大きく転換している中で

本学もそのあり方が問われていることの現れだと考え

るべきなのだろう O

全国にあって環境を総合的な視点から研究し、その

成果を教育と社会に反映させる学部としては本学部誕

生はその曙矢となるものであったが、当初の構想通り

には事態が進んでいない面があることも事実である 。

学部の研究と教育の一層の活性化を図らねばならない

実情を前にして、この壁を超えるための努力も求めら

れている。「法人化」を「改革」のためにどう活かす

べきなのだろうか。

平成 15年度の環境科学部は 57名の教員をもって船

出をし、そのうち平成 7年度就任者は31名であった。

この一年間で言えば、林昭男教授、津田誠二教授、三

谷徹助教授の 3名が15年3月に退職され、同年4月に

は問器浩一助教授と岡田哲史助教授が就任された。今

後も教員の交代は続くことから、長期的な学部運営の

戦略を築くことが大きな課題とな っている。 また、本

学部が担う社会的な使命に鑑みて、教育と研究に携わ

るスタッフの数が本当にこれで十分なものなのかどう

かという根本的な問題をも今後は避けて通ることはで

きない。外部との連携をも視野に入れることが現実の

課題となるだろう 。

ここで眼を学生に転じると、本学部入学志願者数は

数年来ほぼ同様の水準にあったものが、 16年度入学試

験ではどの学科も例外なく倍率を下げており、学部全

体では 15年度の 5.1倍から 16年度の4.2倍への低下と

なる。この現象は本学のみに限られたことではないに

せよ、いわゆる 18才人口が確実に減少傾向で推移する

ことを考えれば、カリキュラムにせよ学生との触れあ

いのあり方にせよ、魅力ある大学づくりに向けた一層

の努力が求められていることは明らかである。この点

では、全学を通じて環境科学部が休学者の割合が最も

多いという事実は、進路を考え直すことがその理由の

多くに挙げられていることを考えると、本学部への進

学希望者に十分な判断材料の提供ができているのか否

かの反省を迫るものとも言える。たとえば、昨年の夏に試

みられた県立虎姫高校との連携事業などを状況を打開

するための方策の一つに育てることが必要であろう 。

このように考えてみると、学部組織の再編をも視野

に入れた教育と研究をめぐる長期的な戦略の確立と、

それに見合う人材の確保こそが学部の充実のためには

必須な要件であることは明らかである。今回、学部年

報の編集が大きく変更されたことにつき、大方の賛同

が得られたのもこうした内発的努力への備えと言えよ

う。一層のご協力をお願いする次第である。

環境生態学科

大田啓一

環境生態学科長

平成15年3月末に29名の卒業生を送り出し、 4月に

30名の新入生を迎えたところからこのl年が始まった。

1. 学生の動き

1年間の学生数の動きは環境生態学科全学年を通し

て、願い出による退学者1名、休学者5名、うち 1名が

復学したので、休学継続者は 1月末現在4名である 。

退学 ・休学継続者の数は学科全学生数(126名)に対

しては 5%未満ということになる。今日の大学事情の

中ではまあまあの数字だろうが、休学者の中に「進路

を模索中」がいることを思うと、受験生へのガイダン

スは引続き強化していく必要があろう。

今(1月末)卒業研究に取組んでいる 4年生31名の

進路については、 15名が就職内定、 12名が進学内定を

得ており、進路未定者は4名である。進路内定率87%

は決して満足すべき数値ではないが、昨年に比べれば

かなりの改善である。また進学率が4割近いことから

も「時代Jの中に入っていることがうかがえる。

平成16年度入試のうちの特別選抜(推薦入試)と私

費外国人留学生選抜においては、それぞれ6名と l名

の入学を決めた。また推薦入試合格者については、入

学までの課題として、理科の課題研究(理科 Iでは探
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究活動)についてレポートを作成し、入学時に提出す

ることを課すことにした。新しい試みである。なお推

薦入試についてはいくつかの問題が生じている。高等

学校が推薦してくる受験生の成績にも問題があり、学

力レベルについて高等学校へのガイダンスを行う必要

カfある O

2.教職員の動き

環境科学部・環境科学研究科一この 1年

座「環境科学セミナ-Jを始めた。場所は明治大学。

両大学で行う運営には本学科の国松、大田教授が関わ

り講師として近助教授が2月の講義を担当された。

21世紀COE申請への関わり方は、前年の学部年報

7号の国松教授の記事に詳しい。平成15年3月に申請

したプロポーザル「湖沼環境アカデメイアの創生Jは

通らなかったが、一定の評判は得た。大変幸いなこと

に本年度末に、 3回目のCOE挑戦ができる可能性がで

てきた。少なくとも 4、 5名の本学科教員がこの申請

に関わることになろう O 捲土重来を期したい。

教員の移動はこの l年はなかった。長期出張として

は丸尾助手の在外研修があり、 6月から 11月いっぱい

まで、カナダのブリティッシュコロンピア大学に滞在

された。

客員研究員としては、湖南師範大学の張軒傑先生を 環境計画学科環境社会計画専攻

受け入れた。受入れ教員は近助教授、期間は 10月から

1年間とした。

3.入試科目の変更

これからの入学試験の科目については、学科に4名

のWG(伴、倉茂、野間、肥田各委員)を設け、 AO入

試も含めて精力的に検討してもらうとともに、 2回の

臨時学科会議を開いて慎重に審議した。

その結果、平成 18年度前期一般入試には5教科7科

目のセンター試験と 2教科3科目(数学、理科2科目)

の個別試験を課す。一方、後期入試についてはこれを

かなり変更し、 5教科 5科目 (国語、地歴公民、理科、

数学、英語)のセンター試験と、個別試験としては理

科 l科目(物理、化学、生物の 1. IIより )と総合問

題を課すことにした。総合問題の出題範囲は「理科各

科目についての高等学校の学習内容を前提とし、自然

環境に関わる現象の解析力や論述・表現力および問題

解決力の考査をする」とした。これによってこれまで

の試験では見抜けなかった能力の評価を始めることに

したわけだが、それがうまくいくかどうかは、相当の

ところ問題のよしあしにかかっている。学科の知恵、を

出しあいたい。

4.本学科教員が関わった新しい教育・研究活動

環境科学部と人間文化学部は今年度、ミシガン州立

大学との連携の一環として、ミシガン州立大生向けの

講義を開講した。環境科学部の講義は Environmental

Sciences in ]apan-Environmental Issues in Lake Biwa 

and Asiao 1月19日から始まり 3月末に終了する O これ

をミシガン州立大学連合日本センター(JCMU) に来

ている 13名の学生が受講している。講師は上野、井手、

高橋、大田 (主査)の各教員で、講義立ち上げには上

野講師の貢献が大きかったことを付記したい。

また環境科学部は明治大学工学部と共催で。公開講

仁連孝昭

環境社会計画専攻主任

平成 13年度から 14年度まで環境計画学を主な担当

として赴任しておられた津田誠二教授が明治大学理工

学部に転出され、平成 15年度当初は教員 l名の欠員で

出発することとなった。もともと教員数9名の小さな

専攻であるだけに、欠員 l名は大きな戦力不足となっ

た。公募の結果、津田教授後任は秋山道雄助教授が就

任することになり、秋山教授が生まれたが、教員の欠

員は数の上では満たされなかった。

また、本専攻から土屋正春教授が環境科学部長に選

出され、新たな学部運営体制が生まれることになった。

なお、仁連孝昭教授は昨年度から引き続き滋賀県庁の

琵琶湖環境部管理監を併任している。

研究

平成15年 1月から国が設定する重点研究領域で地域

のCOEの整備を目指す共同研究事業である地域結集型

共同研究事業「環境調和型産業システム構築のための

基盤技術の開発Jが科学技術振興事業団の研究資金を

得て始まり、その中で 5つの研究グループが動き始め

た。そのひとつである、「シーケンシャル・ユースの

評価手法の開発」のグループリーダーを仁連孝昭が務

め、研究グループは専攻の中から井手慎司助教授、金

谷健講師が、他学科から高橋車也講師 (生物資源管理

学科)、他大学・研究機関から小幡範男教授 (立命館

大学政策科学部)、前川昭研究員 (滋賀県工業試験場)

が参加している O またこの研究には、滋賀県琵琶湖環

境部廃棄物対策課、環境管理課、新エネルギ一対策室、

滋賀県企画調整部統計課およびしがぎん経済文化セン

ターが全面的に協力している。また、この研究を推進

する中核機関として (財)滋賀県産業支援プラザが研
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究棟を大学キャンパスに隣接して建設された。なお、

この研究グループの専任研究員として、環境計画学専

攻の博士前期課程修了者である吉田徹君が活躍してい

る。この研究は、滋賀県産業連関表を拡張して詳細な

産業部門による産業聞のマテリアル ・フローを作成し

ようとするものであり、経済循環と物質循環をリンク

したデータ・ベースを作成し、技術開発の評価、政策

評価に役立てようとするものである。

教育

社会計画専攻では、実習・演習系科目を重点的に配

置し、できるだけ学生自身が能動的に行動することを

通じて学習する環境を整備してきた。その集大成とし

て卒業論文が位置付けられ、平成14年度から 3回生の

後期(1月)の卒業論文着手発表会を始めることにな

り、今年度は 2回目の卒業論文着手発表会が実施され、

すべての 4回生進学可能な学生が発表した。 3回生の

10月から卒業論文の準備をはじめたばかりであった

が、昨年度よりは 1月段階としては進んだ研究報告が

多かった。4回生は 5月、 9月の中間報告を経て、 1

月の論文提出、 2月の公開発表会を受けての論文審査

により正式に学士となって巣立っていく予定である。

今年度は新たな、社会人教育プログラムが始まった。

環境科学部と明治大学理工学部が共催して東京の御茶

ノ水にある明治大学の施設で環境科学セミナーを開催

した。平成16年の 1月から 2月にかけて 3人の本学講

師がセミナーを開催するものである。環境ビジネスに

関心ある企業および社会人を対象にし、 45名程度の受

講者が集まった。講師として本専攻から仁連孝昭教授

と井手慎司助教授が参加した。将来的に大学の枠を超え

たセミナーとして発展させることの意義が確認された。

社会計画専攻は小さな専攻であるが、専攻の研究・

教育パフォーマンスは結構高いのではないかと自負し

ている。その他にも、地域貢献、国際貢献における分

野でも社会計画専攻はすべての教員が役割を果たして

きている。問題は、専攻教員が研究教育を振り返り 、

将来にわたっての戦略を練り、戦略に基づいて行動で

きていないことである。来年度以降は、長期戦略を練

り上げていくことが優先課題として加わることになろう 。

環境計画学科環境 ・建築デザイン専攻

福本和正

環境 ・建築デザイン専攻主任

1 )学生の動向

今年度の学部新入生は48人であったが、 l人が前期

試験頃から連絡が取れず、関係者を困らせている。新

入早々休学や退学者が、この3年毎年 l人程出ている

ようで、この原因はどこにあるのか、引き続き注意し

てゆきたい。

学部在籍者の221人中8人が休学中で、 2004年1月現

在で、 卒業予定者46人中大学院進学が本学8人他学2

人、就職先の判明している学生は 18人という状況である。

滋賀県主催、国土交通省近畿整備局等後援による

「滋賀 らしい環境こだわり住宅」アイデア募集に、奥

貫研究室の戸田陽介君他5名が最優秀賞に入賞し、日

本建築家協会主催の「水と暮らしと建築jオープンジ

ュリー学生コンペに、柴田研究室修士課程の超聖民君

他6人が優秀賞に入賞している。

2 )助教授2名の着任

環境 ・建築デザイン専攻の居住空間領域に陶器浩一

助教授が、建築設計領域に岡田哲史助教授が4月1日

付で就任された。速く県立大学教員に成りきっていた

だくことを希望します。大学院環境意匠コースには、

これまで6領域あったが、発足時の区分が明確で、なく、

各教員も不満足であったようで、奥貫コース長による

長時間の審議の末、 4領域に落着き履修の手引きの改

定に間に合った。

陶器助教授は、本学大学院環境科学研究科の博士後

期課程修了の博士(環境科学)の第1号である。

岡田助教授は、早稲田大学大学院博士課程終了の博

士 (工学)で、コロンピア大学大学院客員研究員を初

めとして、海外でも活躍しておられる。今年度も何度

か海外へ出張されており、秋のヨーロッパへの出張は、

その一端がわかるので、岡田助教授による報告を、以

下に掲載させていただく;

*<グローノ〈ルイ七するアカデミア>

今年度着任したばかりで、研究環境も十分に整わぬ

うちに時ばかりが足早に過ぎていった感の一年だった

が、目立った活動としては今年も国際舞台で講演を依

頼され、それを行ってきたことにつきる。建築家の世

界では、設計した建物が評価されると講演依頼が舞い

込んで来る。インターネットの普及で世界中がリアル

タイムに繋がってしまった今、国内外の境はない。

5年ほど前から頂戴し始めた話を、一昨年から数箇

所ずつまとめて晩秋に講演旅行を行うようになった。
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l度の旅行で出られるのはせいぜい20日程度。講演は

週に2固までと決め、建築や街を見学することも大切

な勉強だから寄り道にも大いに精を出す。街を訪れ、

その土地固有の環境に根づき息づく街や建築、人々と

の巡り合いを事受する体験は、メディアで疑似体験す

るのとは全然わけがちがう 。

今年度は、 19日聞かけてスイスと北部イタリアを周

ってき た。講演場所はチューリッヒのスイス連邦工科

大学、ティッチーノ地方のメンドリーシオという小さ

な田舎町にある建築アカデミー(世界的に有名な建築

家ベーター ・ズントーが教える学校)、そしてイタリ

アのミラノ工科大学とヴェネツイア建築大学である。

講演のテーマは、要請により、自分の手がけた建築に

ついて語ることがほとんどである。

講演日はつとめて早めに大学に行く 。たいてい世話

役がいて、その大学の教育環境やプログラムについて

説明をしてくれるが、最大の目的はスタジオ(製図室)

を見学することにある。そこで学生の活き活きとした

姿を見ると、「この大学は確かだj と思ったりもする。

講演もいつも以上に力が入るというもので、 300~400 

人の聴衆を相手にしたイヴニング・レクチュアで、気

づいてみたら3時間を越えた講話と議論で盛り上がる

至福の時間もある。チューリ ッヒ とヴェネツイアでは

そうだ、った。

教育プログラムは、国や地方、もちろん大学によっ

て異なる。それぞれ良い面とそうでない面の両方をも

っているから、数校訪れるだけでも学ぶことが多い。

アカデミアの世界でも当然のようにグローパル化が起

こりつつある今、海外の大学を訪れるたびにわが身を

振り返る。日本の大学は何をどうやっていくべきか、

まだまだ学ぶべき点が多いことに気づかされる。

* (以上* ~ *岡田哲史助教授執筆)

3 )教員後任人事の停滞

講師であった杉元さんが、 2002年3月に突然退職さ

れ、 2003年4月からその後任者の公募の動きが専攻内

で始動したが、学部長の慎重過ぎる様子見で停滞し、

未だ立ち上がっていない。他学科の昇格と定員・実数

の問題とも関連があるとのことであるが、もし杉元講

師が退職しなかったら、生じてこない不可解な問題で

ある。

れ
教授 助教授 講師 助 手

ザρムー 教 l人当たり 授思l人当たり 講 1人当たり lliJ 11人当たり

生 授学生 学生 師 学生 手 学 生

A B IA/B c IA/C D同/D E IA/EIA/E 

生 態 30 5 6 最小 5 6 最小 2 15 jij:小 4 7.5 f品小

社会 40 4 10 最大 5 8 1 40 i止大 O 

建築 50 6 8.3 4 12.5 古IU( 2 25 2 25 I止大|

資源 60 8 7.5 6 10 2 30 4 15 

環境科学部・環境科学研究科一この 1年

前学部長に よる「人事正常化プログラムJ(案) 1 

コ6で最終落ち着く予定になっている教員定員につ

き、各職階の教員一人当たりの学部学生数は、下表の

ようになる。

この表に よれば、教員一人当たり 学生数の最小とな

るのは、環境生態学科になっており、この案も疑問が

残る。

4 )その他8年経過による不要品の処分

建築専攻では、演習や卒業制作等での模型製作が必

要であるが、事後の処理が不十分なため、演習室や廊

下にもあふれていた。これに故障や旧パージョンのパ

ソコン類があったので、建築デザイン教員の一般研究

費の共通経費により処分した。 Bl， B2棟廊下に分散し

て置いてあったロッカーは、社会計画専攻の奥野先生

の御尽力により、県内の高校に引き取られ、かなりす

っきりしたが一部で未だ残っている所もある。

生物資源管理学科

但見明俊

生物資源管理学科長

l.はじめに

県立大学が創設されて 9年目という年は、大学院を

含めた設置後の人事固定期間の最後の年に当たる。今

年は大学がひとり立ちして行くための準備の最後の年

であった。自分個人としては、設置 3年目に農水省か

らの参加なので大学生活に慣れることで、さらに、こ

ちらに来てから新しい仕事を立ち上げたので研究の方

向を掴むことで、無我夢中の生活を送ってきた。学科

長を引き受けたことで、初めて、まわりを見回そうと

いう気が起こった。つまり 、これまではもっ~;fら自分

には宇宙人的とも見えた学生たちに眼を向けてきたの

で、まわりの先生方が何をなさっているかについては

関心が低かった。そこで感じたことは、学科創設時の

立派な精神が未だ完成されていない中で、早くも叫ば

れている改革に対するとまどいである。

2.学生について

自分の講義は年毎に内容を充実させてきたつも りで

あるが、 学生の関心、は年毎に低下して行っているので

はないかと考えることがある O 講義は内容ではないの

ではないか。それとも学生が変わってゆくのか。他の

先生方のご意見や、そしてご講義も聴いてみたい気が

している。本年から、私費外国人留学生として 2名の

中国人が加わった。彼らに直接接する機会がほとんど
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なく、どんな学生生活を送っているのか気がかりであ

る。本学科では 4回生の 1年間だけ、学生と先生の密

接な付き合いがある。とはいえ、学生はまず就職活動

に専念するので、本当の付き合いは就職が決まった後

になることが多い。本年度65名の卒業予定者中、本学

大学院入試に 12名が、また他大学大学院入試に 8名が

合格しており、進学率はかなり高い。就職は相変わら

ず厳しいが、地元の関係はこれからである。

3回生にとって、来年の卒業研究をどの先生の下で

行なうかは最大の関心事であろう 。本学科では先生お

一人当たりの担当は学生 4名までということで、学生

から希望(指名)を取って決めている。平成 16年度

は、学生 4名を担当される先生が 9名、 3名が 6名、

2名が4名、 l名が2名ということで来年に備えてい

る。学生の希望を左右する要因は、はっきりしている

場合もあるが、よく分からない面も多く、先生方を悩

ませている。これまで、担当教員との接触をより深め

る目的で、学生に分属の決断を迫る時期をi斬次早めて

きた。今回は後期開始早々に行なったが、その後に変

更希望の学生が出たりして、早過ぎたのではないかと

いう見方もある。後期から始まる講義や実験で初めて

接することになる先生方もあるからである。

3.教員について

見回すと自分のほかに20名の先生がおられる。二つ

の大講座、すなわち生物資源生産大講座に 12名と、

生物資源循環大講座に 9名とに分かれるが、便宜的に

専門によるグループ分けが行なわれており、植物グル

ープ 5名、動物グループ2名、微生物・昆虫グループ

3名、土壌 ・植物栄養グループ3名、水資源環境グル

ープ4名、生物資源経済グループ4名という構成にな

る。微生物 ・昆虫グループというのはひどい分け方で、

農薬による防除法を研究している訳ではないので微生

物と見虫は共通点に乏しい。微生物を用いた研究は動

物グループや土壌・植物栄養グループでも行なわれて

いるし、昆虫研究室では魚類の研究も行なっている。

微生物 ・昆虫グループとは「その他グループ」と言い

換えても良さそうである 。本来、 3回生が卒業研究の

テーマを選ぶのに便利なようにということで分けたも

ので、分け方そのものが一人歩きしなければ、これは

これで悪いことではない。

平成15年度に卒業研究を行なった学生は、植物グル

ープ12名、動物グループ9名、微生物 ・昆虫グループ

13名、土壌・植物栄養グループ10名、水資源環境グル

ープ12名、生物資源経済グループ9名であった。いそ

がしい思いをなさる先生と、比較的ひまそうな先生が

出てきて当然だが、多くはグループをうまく使いこな

すことで穏和できているようである。

学科からは評議員 (秋田教授)，交流センター長 (小

池教授)、環境管理センター長 (川地教授)として本

学の重要ポストで活躍され、秋田教授は大学改革構想

検討会、小池教授は学長選考制度検討委員会でも活躍

された。なお、小池教授には公立大学協会農学部会長

もお願いしている。平成16年度には本学で部会が開催

される予定である。

大学院環境科学研究科

環境動態学専攻

矢部勝彦

環境動態学専攻長

1.環境動態学専攻内の動き

専攻長として最後を迎えるにあたり、なんとか勤め

を果たすことができたことは皆様のご協力の結果だと

感謝しています。この3年間は長いようであっという

聞に過ぎた感がします。任期の最初の年は大学院が設

置されて博士前期課程の第l期生の修了生を、最後は

後期課程修了生を社会に送り出す予定になっていま

す。この3年間はカリキュラムの改革を含めてかなり

教育・研究環境が整備されたと言えます。その一方で

課題も出てきたように感じられます。以下、これらの

中味について報告します。

2.大学院生の動向について

大学院生後期課程は3年に4名(内 l名は海外研修で

休学)、 2年に6名、 l年に5名(内留学生が2名)の計15

名が在籍し、日夜博士論文作成を目指して研究に励ん

でいる。また、前期過程は2年に25名(内 l名が休学)、

l年に22名の計47名が在籍し、講義への出席、論文作

成に励んでいる。したがって、後期課程3年生の中か

らこの3月には課程博士の誕生が期待されています。

しかし、現実はかなり厳しい状況のようです。

一方、博士前期・後期課程修了予定者の進路先(l月

末)は、後期課程で博士論文が未完成のためか3名全員

が未定、前期課程で内定者が13名(内訳 :公務員に2名、

研究所に3名、民間に8名)、博士後期謀程等の進学希

望が数名、未定者が10名前後である。この結果は就職

が厳しい状況ながらも前年度より非常に改善しました。

3.研究科の課題

大学院の教育・研究体制はオムニパス講義とコミテ

ィ制により行われ、これが研究科の目玉になっていま

す。メリットは大きいが、デメリットが顕在化してき
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ました。その例として、多様化した学部教育に対して

これらの講義を受講していない学生にと っていきなり

専門的なオムニパス講義を受けても理解できないこと

が多く、これを補完できない状況にある。また、集団

研究指導体制であるコミティ制では、名ばかりの体制

になっている面やこれを隠れ蓑に学外活動に励み日常

の研究指導が疎かになっているケースも見られるよう

です。一方で、研究成果を通じての教育・研究指導が

疎かになっている例も見られます。このような状況下

では送り出す大学院生の就職先確保やその後の発展に

禍根を残す可能性があると思われます。また、新たな

大学院生を迎える障害にならないかと危倶されます。

我々教員は原点に戻って、自分自身の研究姿勢はもち

ろん、他人任せの大学院生への教育 ・研究を考え直す

必要があると考えさせられます。

4. おわりに

3月末には専攻長から解放されるに当り、 一言反省

を含めて述べさせていただきます O この 3年間には

様々なできごとがあり、特に主張を取り下げて妥協し

たために最後の年に問題を発生させたことが悔やまれ

ます。今後はー教員として頑張る所存であります。話

題を変えますが、平成18年度にはわが県立大学も独立

法人化される予定になっています。法人化されること

の意味をまだ十分に理解できていませんが、これまで

以上に教育・研究および大学運営や社会貢献などが重

視されます。また、自己評価・点検や外部評価・点検

が加わるとともに研究費の外部からの確保、契約にも

とづく任期制の導入など一段と生き残りをかけた生存

競争社会へと突入する厳しい局面(ある意味では当然の

こと)を迎えることでしょう 。手遅れにならないように

このような局面に対処できる態勢を整えておくことが

望まれます。今すぐにも取り掛かりませんか。

環境計画学専攻

仁連孝昭

環境計画学専攻長

現在の学生数は環境意匠コース博士前期課程36名、

博士後期課程l名、地域環境経営コース博士前期課程

13名、博士後期課程3名であり、本年度の入学者は環

境意匠コース博士前期課程 17名、博士後期課程l名、

地域環境経営コース博士前期課程6名、博士後期課程2

名である O 併せて、環境計画学専攻博士前期課程l回

生、 2回生がそれぞれ23名、 26名であり、定員 18名を

超過している。博士後期課程l回生は3名、 2回生なし、

環境科学部 ・環境科学研究科一この 1年

3回生1名であり、いずれも定員4名を満たしていない

現状である。

環境計画学専攻は環境意匠コースと地域環境経営コ

ースの 2コースからなっているが、両コースの研究教

育内容が異なるので、入学試験はそれぞれ別個に実施

され、大学院講義は一部で乗り入れがあるが、研究指

導はほとんどそれぞれのコースで完結している O した

がって、専攻として大学院の教育内容を振り返るより、

コース毎に一年を振り返ることにする。

環境意匠コース

環境意匠コースではコースの中の領域編成について

長時間議論をしてきた。大学院が出発したときに 6領

域が設けられたが、領域ごとの学生数のアンバランス

が目立ってきたので、これを是正するために、平成16

年度から領域編成を組換えることとなった。これまで

の建築設計 (柴田いづみ教授、松岡拓公雄教授)、生

活空間意匠 (冨島義幸助教授、迫田正美講師)、ラン

ドスケープ(奥貫隆教授、三谷徹助教授)、居住空間

(伊丹清講師)、地域空間(水原渉教授、轟慎一助手)、

安全防災 (藤原悌三教授、福本和正教授、小林正美助

手)の 6領域からデザイン(柴田いづみ教授、松岡拓

公雄教授、間器浩一助教授、村上修一助教授)、歴

史 ・理論 (岡田哲史助教授、富島義幸助教授、迫田正

美講師)、計画(藤原悌三教授、奥貫隆教授、水原渉

教授)、エンジニアリング(福本和正教授、伊丹清講

師)の4領域に編成替えした。

地域環境経営コース

地域経営環境コースでは、今年度にとくに大きな変

化はなかった。地域環境経営コースでは修士論文提出

予定者および博士論文提出予定者にコース教員全員が

出席するところで研究発表をする機会を設けている。

5月22日に博士課程1回生の修士論文着手発表、同2回

生の中開発表、博士後期課程学生の中開発表を実施し

た。10月23日には博士前期課程2回生の修士論文中開

発表、 12月18日には博士課程l回生と博士後期課程学

生の中開発表を実施した。今年度から、博士後期課程

の学生にも、論文作成の中間段階でコース教員全員を

前にして発表させる機会を設けることにした。これま

で、博士前期課程の学生には頻繁にそのような機会を

つくり、客観的に評価することのできる論文作成を支

えてきたが、博士後期課程の学生が少なかったことも

あり、発表の対象としなかったが、これで全学生を対

象に中開発表の機会を整備した。
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随想、(教員からの投稿記事)



トキとヤナギとタブ一共存の観点でー

伏見碩二

環境生態学科

トキ

トキの「キン」が死んだ。この日本最後の野生のト

キは老衰死と思われたが、「キン」の最後のビデオ画

像によると、力強く羽ばたき、飛び上がり、艦に頭を

ぶつけて死んだそうだ。「キン」は保護のため艦に入

れられ、その離によって死んだのである。保護の方法

が悪かったというわけではない。この悲劇のもともと

の原因は、「キン」を艦に入れざるをえなくなるまで

にしてしまった日本人にある。日本の国名に由来する

(NiPponia niPpon)という学名をもっ日本産のトキは

絶滅したが、現在は中国産のトキによる繁殖と野生化

が佐渡で懸命に試みられている。

そもそも中国の場合は数千年以上にわたる農業革命

で環境破壊を続けてきたのにも関らず、野生のトキが

残っていること自体、まさに奇跡的なことだ。ひるが

えって日本場合ははるかに遅れて農業革命を始め、中

固などより短期間の環境破壊にもかかわらず、 トキを

絶滅させてしまった。「キン」の死は、日本の環境破

壊の速度が著しいことを示す。日本では、中国や韓国

などより自然の回復力が大きいといわれるが、けっし

て安心はできない。

ヤナギ

琵琶湖に春がくると、湖岸のヤナギが芽吹き、その

下では黄金色のノウルシが咲く 。まさに雪解けの頃で、

増水した湖水にひたったヤナギ林にはコイなどが産卵

におしょせる。彦根の犬上川河口に見られた立派なヤ

ナギ林やヨシ原は河川改修で広い範囲にわたり破壊さ

れてしまった。10年ほど前のことである。

彦根周辺の湖岸は冬の強風地帯で大波が打ちょせる

ので、植物が根づかず、砂浜になっている。 しかし、

かつての犬上川河口では三角州とヨシ原が風や波から

植物をまもってくれていたので、ひとかかえもあるよ

うなヤナギの大木の林も立派に育っていた。そのヤナ

ギ林がなくなりつつある。河川改修の工事関係者は洪

水対策のことしか関心がなかったようだ。

さらに、琵琶湖総合開発が終わった1997年からは、

冬の琵琶湖水位を高くするようになった (暖冬つづき

で雪が少なくなり、春先の雪解け水に期待できなくな

ったからというのが主な理由になっている)。すると

どうなるか。冬の強風による大波がわずかに残ってい

るヤナギの大木に襲いかかり、根元を崩すようになっ

た。ついにはブルドーザーが来て、倒されたヤナギの

木が大きな音をたててチェインソーで切られてしまっ

た。たびかさなる人間の仕打ちにたえてきたヤナギが

あたかも最後の悲鳴をあげているかのように聞こえた

ものだ。はたして、キンが死んだ時にも同じような悲

鳴が聞かれなかったのだろうか。

タブ

滋賀県立大学が1995年にできた時、湖岸の犬上川橋

から上流にむかつて河川改修が進んでいた。その計画

は、川べりの林をとっぱらい、宇曽川のようなコンク

リート護岸の川にしてしまうというものだった。そこ

で工事関係者と話し合い、できるだけ自然を残すよう

な計画に修正した。冬暖かく夏涼しい琵琶湖の気候緩

和作用があるからこそ育つ貴重なタブの林を破壊する

当初計画に対して、洪水対策のために河川断面積を大

きくする必要があるので、大学側にバイパス水路を設

けた。このことで、琵琶湖周辺では最も大規模な犬上

川のタブ林を中の島状にして、できるだけ残すことが

できた。

曲りくねってながれる犬上川は、近江盆地の湖東平

野のなかでは自然の豊かさを残している数少ない川で

ある。地下水が湧いているところにはハリヨというト

ゲウオ科の魚が生息している。絶滅の恐れのある危急

種だ。同じく危急種であるタコノアシという名前通り

のタコの足を上向きにしたような花を咲かせる草もわ

ずかに河口に残っていた。が、そこにあったはずの花

は去年から見あたらない。現在行われている護岸工事

の現場を見ると、のり面すれすれにせり出しているタ

ブの木が数本ある。もともとは工事のじゃまになると

いうので、これらのタブの木を切り倒すことになって

いた。これも話し合いの結果、残すことになった。

「人と自然の共生をめざしてJという看板が犬上川

の河川改修現場に立っている。しかし、タブの木から

みれば“人は助けてくれてはいない"ので、「共生」

とはいえない。私たちにできるのは自然をできるだけ

残し、せめて「共存j していくことなのである。後世

の人たちに「タブの木は残ったJといえるような自然

環境との共存関係を実現したい。そのため、われわれ

住民は工事関係者とともに「犬上川を豊にする会」で

話し合っている。いまこそ、人間の都合だけで開発を

進めるのではなく、自然環境との共存をはかる智恵、が

必要だ。キンの死と同じく、“ヤナギの悲鳴"はその

ことを訴えているのではないか。幸いにもクラブ活動

に熱心な学生たちが犬上川の環境問題に取り組んでい

るので、厳しさの予測される将来の環境保全にも期待

がもてそうな気がする。
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教育・研究を顧みて

矢部勝彦

生物資源管理学科

生物資源循環大講座

[教員としての考え方]

大学の役割は一体どこにあるのか。常日頃考えてい

ることであるが、多くの教員とのズレを感じている。

個人的な考え方であるが、学生に対する教育は日ごろ

の研究に基づいた研究姿勢や研究成果を通じての教育

であろう。また、大学人としての役割としては地域に

貢献することは当然であるが、ある問題に対してその

解決方法を考えて対処できる能力を身につけた優れた

学生を社会に送り出す貢献もあろう 。さらに、広く視

野を広げて社会、日本あるいは世界に向けた貢献もあ

ると考えている。 したがって、研究をしないで教育だ

けを重視したり、研究だけを重視したりする偏った行

動には賛成できない。また、教育の現場で学生に迎合

した講義や研究指導には疑問を感じている。

[研究室の教育・研究の現況]

研究面では、学内にて耐塩性植物の挿し木による次

年度の研究のための研究材料の育成がある。大学院生

および学部学生の研究課題は、農地開発や農林地復元

のための造成地における緑肥作物の導入による土壌改

善効果に関する研究、半乾燥地や多雨地帯の傾斜地に

おける土壌面侵食防止や植生育成のための水資源確保

に関する研究、半乾燥地・乾燥地および、湿潤地帯に対

する食糧確保のための安価でしかも単純な装置 ・操作

による塩類集積防止が可能な自動水管理システム(正反

対の給水圧力利用の水管理システム)の開発に関する研

究、土壌物理学的・土壌化学的・水質化学的・生態学

的観点からの不耕起および耕起稲作が環境保全に果た

す効果に関する研究である。これらの研究課題に対し

て研究指導を行ってきた。 しかしながら、野外および

室内実験を主体にした研究のみであるので、十分に指

導が行き渡らない面もあると反省をしている。しかし、

専攻してくる学生がそれを理解してカバーしてくれて

いる。その結果、現在までに多くの有用な研究成果が

得られている。この結果の一部は前期過程の院生によ

り発表されたが、今後、口頭発表はもとより社会に認

められる研究論文として順次公表されるであろう 。こ

れに対して、教育面では相変わらず、学部学生への講

義4科目、実験実習3科目を担当し、大学院前期課程

の院生への講義を 2科目担当しており、毎年一部は内

容変更し、そのため忙 しい毎日となっている。しかし、

これを理由に手を緩めてはだめだという姿勢でいる。

湖国随想 (教員からの投稿記事)

[対外的活動]

共同研究で、(株)たねやとの不耕起稲作における土

壌環境改善および環境保全効果に関する研究を実施

し、耕起稲作と不耕起稲作についてこれまで指摘され

てきたことに若干の誤りがあること、耕起稲作と不耕

起稲作の持つ特徴を実態に即した形で整理することが

できた。鳥取大学乾燥地研究センターとの持続可能な

植生地基盤の創出に関する基礎的研究と言う課題で研

究を進め、植生地基盤は植生を導入する前の土壌環境

作りが最も重要でLあることなどを明らかにすることが

できた。さらに、日本生命財団研究助成金による研究

「半乾燥・乾燥地における耐塩性植物の生態学特性と土

壌改善の可能性Jをまとめることができた。この研究

成果は学会で2回に分けて発表を終えている。この結

果、耐塩性植物の耐塩性のメカニズムや耐塩性植物利

用による土壌中の塩分量減少対策の目処を得ることが

できた。

[地域活動]

安全な食糧確保はここ数年重要な課題となり、特に

この頃はBSE問題や鳥インフルエンザの発生など食の

安全性が増してきている 。 したがって、自給自足が

40%前後のわが日本では益々自給自足が国内の緊急を

要する重要課題となってきた。安全な食料を確保する

ためには他地域に依存するのではなく地産地消が重要

な課題である O これを解決するには減反政策による転

換畑あるいは休耕地を如何に利用するか、そのための

生産基盤を如何に整備するかなどが重要で、ある。この

ような課題対応の一例として「環境と調和した棚田の

保全・整備と特産物確保」、「将来を先取りする農業農

村振興のあり方j、「老朽化した水利施設の環境と調和

した整備j、「農業系からの濁水は系内処理」などに取

り去丑んでいる。

[研究成果]

研究成果について、口頭発表を行うとこれをまとめ

て査読付き論文投稿をして区切りをつける習慣にして

いる。そのため毎年査読付き論文として掲載されると

は限らず、査読付 き掲載論文としては年度により偏り

が生じる。 したがって、過去数年における査読論文を

示すことにする。

e3lt読有り論文

傾斜畑における土壌水の動態と水分消費特性 .谷川寅彦、 金木亮一、

矢部勝彦、農土論集221、81-88 (2002) 

木賢h夜による ダム湖濁水の浄化 金木亮一、矢部勝彦、農土学誌

70 (6)、46-49 (2002) 

出国水の窒素 -リンJ農度に及ぼす代かき、施肥および土壌の種類の

影響、 金木亮一、矢部勝彦、小谷!責述、 料開也、j台、日土肥誌73(2)、

125-133 (2002) 
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回面水のSS. COD 濃度に及ぼす代かき、施肥および土壌の種類の

影響-金木亮一、岩佐光砂子、矢部勝彦、農土論集215、93-98

(2001) 

代かきの有無および肥料の種類が回面水の釜素・リン濃度に及ぼす

影響、金木亮一、高橋紀之、矢場勝彦、 j見土論集211、29-34 

(2001) 

フィルム被覆栽培下における造成は他の水分野J態と水分消費特性、

谷川寅彦、木原康孝、福桜盛一、矢部勝彦、農土論集103・109(2000) 

施設畑における雨水利用、伊藤健吾、千家正H号、橋本岩夫、矢部勝

彦、農土学誌68(0)、23-26 (2000) 

造成後の露地畑における水分間J態と下層補給の事例、谷川寅彦、木

原康孝、福桜盛一、矢部勝彦、民土論集205(2∞0) 
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環境科学部・環境科学研究科人事等

1. 教員の異動

採用 2003年4月1日付け

陶器浩一 環境計画学科環境・建築デザイン専攻

(環境科学研究科環境計画学専攻)助教授

岡田哲史環境計画学科環境・建築デザイン専攻

(環境科学科学研究科環境計画学専攻)

助教授

昇任 2003年 10月l日付け

秋山道雄教授へ昇任(環境計画学科環境社会計画

専攻、環境科学研究科環境計画学専攻)

退職 2003年 3月31日付け

林昭男

津田5庇二
三谷徹

2. 非常勤講師の派遣

環境生態学科

伏見碩二 龍谷大学理工学部地学概論

園松孝男 京都府立大学水質保全論

三田村緒佐武大阪教育大学環境科学、

水圏科学 I

太田啓一 筑波大学大学院環境学研究科

海洋環境論

名古屋産業大学環境科学

倉茂好匡 東北大学大学院理学研究科

地理学特選科目 V.自然地理学特別講義

肥田嘉文滋賀県農業大学校環境概論

龍谷泰行滋賀県農業大学校生物

丸尾雅啓奈良教育大学基礎環境科学

環境計画学科環境社会計画専攻

秋山道雄奈良教育大学 自然地理学特論

大阪教育大学 地理学特論E

龍谷大学人文地理学

井手|宴司 立命館大学大学院理工学研究科

地球環境特論

近藤隆二郎和歌山大学 システムデザイン論

環境科学部環境 ・建築デザイン専攻

奥貫隆愛知県立芸術大学デザイン研究論(S)

陶器浩一 京都大学工学部設計演習皿

伊丹清京都橘女子大学室内環境デザイン

滋賀文化短期大学 環境設計学

迫田正美池坊短期大学建築設計論

生物資源管理学科

長谷川博神戸大学環境植物生理学特論(大学院)

小池恒雄神戸大学食料生産管理学特別講義

増田佳昭 三重大学生物資源学部農業生産特論

愛媛大学農学部協同組合論

上田邦夫滋賀大学教育学部土壌肥料学

泉泰弘滋賀県農業大学校環境概論

上町達也滋賀県農業大学校 園芸用施設

3.兼務発令

仁連孝昭 滋賀県琵琶湖環境部管理監

(環境計画学科環境社会計画専攻教授)

近藤月彦 客員教授 (滋賀県政策調整部次長)

4. 学部長室訪問者

李明賢 湖南農業大学経済管理学院教授， 2003年12月

8日.

徐慶国 湖南農業大学農学院教授， 2003年 12月8日.

James McConnel，Ph.D. University of Guam College of 

Natural & Applied Sciences教授，2003年11月25日.

Mari Muratani，Ph.D. University of Guam College of 

Natural & Applied Sciences教授， 2003年11月25日.

環境生態学科

1. 著書

Kira， T.， H. Fushimi以下25名共著 (2003) Manaso-

sankta lago en la altebenejo Tibeto-. Lagoj en la 

Mondo (エスペラン ト版・増補改訂版「世界の

湖J).サ ンライズ出版，彦根.

三橋淳総編 (2003) 見虫学大事典.近韮撞， 第8章2

「行動の機能と進化J.朝倉書庖，東京.

盆山道基，圏益主塁，宣且昌雄，竪盟直産，生且1i]1j-，以

下29名共著 (2003) 琵琶湖流域を読む 多様な河

川世界へのガイドブックー (上).サンライ ズ出版，

彦根.

弘山道主主，盟盆主星，重量二，童且畠基，生且盟二，撞旦

隼盟 (2003) 琵琶湖流域を読む一多様な河川世界

へのガイドブックー (下).サン ライズ出版， 彦根.
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教員の活動資料編

2.論文 (学会誌およびそれに準じる学術，技術雑誌 Tokyo 4: 45-46. 

およびプロシーデイングに掲載されているもの Kon.且"'Y. Johki and K Araya (2003) Two new species 

of the genus Aceraius (Coleoptera， Passalidae) from 

Sumatra， with a key to the Sumatran species of 

Aceraius. Special Bulletin of the J apanese Society of 

Coleopterology， Tokyo 6: 179-187. 

互金且ι』ιandT. Shimada (2003) A new record of 

Leptaulax cyclotaenius (Coleopt疋ra，Passalidae) from 

Thailand. Elytra， Tokyo 31: 148. 

Ko旦ι且， Y. Johki and K Araya (2003) A new species of 

the genus Leptaulax (Coleoptera， Passalidae) from Ph 

Pan， Laos. Elytra， Tokyo 31: 149-153. 

Ko且JιandK Araya (2003) On the microhabitat of 

Ceracupes yui (Coleoptera， Passalidae) from Taiwan. 

Elytra， Tokyo 31: 154-155. 

Kon.且， Y. Johki and K Araya (2003) A new species of 

Leptaulax (Coleoptera， Passalidae) from Thailand， 

with a key to the百laispecies of Leptaulax. J apanese 

J ournal of Systematic Entomology 9: 181-185. 

Ento， K， K Araya and盟ι五盟 (2003)The life historγ 

and colony composition of Cylindrocaulusραtalis 

(Coleoptera: Passalidae). Sociobiology 42: 795-806. 

J ohki， Y. and盟ι五on(2003) A new bicolored species of 

Leptaulax (Coleoptera， Passalidae) from Borneo. 

E刷ra，Tokyo 31: 143-147. 

Johki， Y.， K Araya and盟ι玉虫 (2003)A new species of 

Leρtaulax (Coleoptera， Passalidae) from Borneo. 

Elytra， Tokyo 31:385却 O.
Johki， Y.， K Araya and盟ι五旦 (2003)A new species of 

passalid beetle (Coleoptera， Passalidae) closely 
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塩現存量の季節変動. 日本陸水学会第68回大会，岡

山市.

五山並量，盆産直感，西野麻知子， 三田村緒佐武 (2003)

植物プランクトン種組成と栄養塩から見た琵琶湖内

湖の特性. 日本陸水学会第68回大会，岡山市.

墨旦五盟，盆産車且， 三田村緒併武 (2003)琵琶湖におけ

る湖底堆積物および湖水中の生物態シリカの分布.

日本陸水学会第68回大会，岡山市.

Katano， T.， S. Nakano， H. Ueno， K. Anbuts1!， O. 

国出旦旦旦， Y. Satoh， V. Drucker and M. Sugiyama 

(2003) Growth and grazing loss rates of 

phytoplankton in Barguzin Bay， Lake Baikal. 

International Baikal Symposium on Microbiology 

OBSM鴫2003)，Irkutsk. 

起主証孟，盆藍亘盛， 三田村緒佐武 (2003)琵琶湖のおけ

るリン貯蔵物質を指標としたピコプランクトンの動

態解析.日本陸水学会第68回大会，岡山市.

記呈盃孟，盆藍亘盛， 三田村緒佐武 (2003)琵琶湖におけ

るリン貯蔵物質を指標としたピコプランクトンの動



態解析.日本陸水学会近畿支部会第 14回研究会，姫

路市.

Nakano， S.， T. Katano， H. Ueno， K. Anbuts!!， O. 

盟出血旦旦， Y. Satoh， V. Drucker and M. Sugiyama 

(2003) Vertical distributions of microorganisms along 

a transect from the estuary to the offshore in Barguzin 

Bay， Lake Baikal. International Baikal Symposium on 

Microbiology (IBSM-2003)， Irkutsk. 

Satoh， Y.， T. Satoh， Q. Mitamuri!， K. Ambutst!， Y. 

羽Tatanabe，Y. Tadaki， S. Nakano， T. Katano， H. Ueno， 

盟ι五出江主， V. Drucker and M. Sugiyama (2003) 

Distribution， primary production and nutrient 

limitation of phytoplankton in Lake Baikal. 

lnternational Baikal Symposium on Microbiology 

(IBSM -2003)， lrkutsk. 

上野裕之，片野俊也，中野伸一，安併Jかおり，三田村緒佐

車，佐藤泰哲，ドリュッケル・パレンチン，杉山雅人

(2003)夏期のパイカル湖パルグジン湾における原生

生物とピコプランクトンの水平・鉛直分布.日本陸

水学会第68回大会，岡山市.

Yamaguchi， K.， K. Kitaoka and Q. Mitamuri! (2003) 

Effects of hot spring discharge on the stream 

environment -A case study at Yubara spa， Okayama 

prefecture， Japan. 38th Conference of Societe 

Internationale des Techniques Hydrothermales， 

Beppu. 

山口一裕，北岡剛一，三田村緒佐武(2003)温泉地におけ

る川の水温 湯原温泉の場合一.日本陸水学会第68

回大会，岡山市.

主旦堕エ，盆産車昆，三田村緒佐武 (2003)琵琶湖の湖棚

および湖棚崖における堆積物の粒子径と有機物含有

量の分布.日本陸水学会近畿支部会第 14回研究会，

姫路市.

本国童二，樹山なみえ，宜本屋，1a.旦エ墨 (2003)難分解

溶存有機物のキャラクタリゼーション.日本陸水学

会大会，岡山市.

Tareq， S. M. and K.♀主皇位003)IUPAC 2003， Lignin 

phenol vegetation index (LPVI): a new index to study 

paleoenvironment. IUPAC 2003，0仕awa.

Tareq， S. M.， N. Tanaka and KιOhta (2003) 

Biogeochemical evidences of vegetation changes in 

the tropical wetland during late Holocene. IUGG 2003， 

札幌市.

Tsuji， H.， N. Tanaka， S. M. Tareq，五ι♀主且， M.R. 

Djuwansah and H. Narita (2003) Reconstruction of 

history of forest fire recorded in peat deposition in 

Rawa Danau， West Jawa， lndonesia， during Mid-Late 
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Holocene. IUGG 2003，札幌市.

よ宜盤二他 (2003)チベット高原の降水に影響を及ぼす

中緯度循環場に関する事例解析.日本気象学会，筑

波.

よ亙盤二，寺島司，巳波学 (2003)局地循環の影響を受け

た琵琶湖岸でのヒートアイランド現象.日本気象学

会，筑波.

5.研究会等，講演会，特別講義での発表

1 )研究会等における発表

盆且m二(2003)ブータンの氷河湖洪水の発生要因と対

策.氷河湖に関する研究集会，札幌.

盆且E星-(2003)内陸アジアの湖沼環境変動.東アジア

高原湖沼研究会，大津.

Fushimi. H， (2003) Water level rise in Lake 阻lUvsgulin 

出ePermafrost region of Mongolia -its causes and 

possible countermeasures -. Seminar on Lakes of 

Mongolia， Otsu， . 

盆藍車1i&，1L.星韮藍，三田村緒佐武 (2003)河川・湖沼に

おけるシリカ循環の生物地球化学過程に関する研

究. ["グロパール水循環系のリン・窒素負荷増大と

シリカ減少による海洋環境変質に関する研究」平成

14年度研究成果発表会，東京.

三田村緒イ左武 (2003)木津川砂川生態系における物質循

環研究の展望と課題.第6回河川生態学術研究会合

同発表会，東京.

Ohta，五主 (2003)Distribution of humic substances in the 

Yellow Sea. Yellow Sea Cruise Symposium， Koje 

(Korea). 

巳盟牛K.(2003) CEOP国際会議ドイツ，ベルリン.

巳豆旦牛玉三 (2003)CEOPモンスーン国際ワークショップ，

イタリア，ミラノ.

よ竪盤ニ (2003)CEOP /Tibet国内研究集会，京都大学防

災研究所，京都.

2 )講演会

生盤主 (2003)ミジンコたちの生活一湖沼における生物

間相互作用一.淡海カレッジ，滋賀県立大学， 2003年

10月11日.

生旦盟三主 (2003)滋賀県の積雪と雪崩.平成 14年度全

国雪崩防災シンポジウム，余呉， 2月6日.

盆旦盟- (2003)ヒマラヤの自然と民族.滋賀県立大学

湖風祭セミナー，彦根， 11月8日.

隼旦盟-(2003)琵琶湖の水資源と環境.淡海生涯カレ



ッジ彦根校，彦根， 11月8日.

生且盟二二 (2003)琵琶湖の生物と環境.動物臨床医学

会，大阪， 11月15日.

生且盟二 (2003)湖東地域の自然環境と水資源.湖東地

域振興局セミナ一，彦根， 12月13日.

三田村緒佐武 (2003)琵琶湖の水は問いかけている.滋

賀県教育委員会，彦根工業高等学校，2003年1月23日.

三田村緒佐武 (2003)いのちの水は問いかけている.シ

ルバーカレッジ生活環境講座，神戸市教育委員会，神

戸シルバーカレッジ， 2003年6月3日.

三田村緒佐武 (2003)おいしい水を飲むために.シルバ

ーカレッジ生活環境講座，神戸市教育委員会，神戸シ

ルバーカレッジ， 2003年6月4日.

Ohta， K (2003) Problems of pumping-up of groud water 

in Asian countries. ]ICA-ICETT Training Course，四日

市市， 2003年2月17日.

3 )授業

Fushimi. H， (2003) hydrological cycle and acid snow in 

the Lake Biwa cathment area. Training seminar of 

lake water quality management， International Lake 

Environment Committee Foundation， February 17. 

生息彊云 (2003)雪氷研究のたいせっさ.近畿大学農学

部講義，奈良， 7月19日.

盆立証正 (2003)環境に放置されたゴミの話.文部科学

省サイエンスパートナーシッププログラム，京都府

立桃山高等学校， 2003年11月22日.

盆亙亙匡 (2003)川や湖に捨てられたゴミの話.彦根市

立彦根中央中学校総合学習に関連した依頼授業，彦

根市立彦根中央中学校， 2003年5月29日.

本旦畳二位003)地球環境問題.兵庫県立三木高等学校，

2003年12月12日.

6.競争的研究資金の導入

1)本学特別研究

棚瀬慈郎，盆且量二二.特別研究，チベット高原およびヒ

マラヤ地域における環境・文化の総合的研究，平成 15

~ 17年度， 90万円.

且旦孟卒.奨励研究，農業集落排水処理施設における

エストロゲン様物質の除去過程と処理水が環境水に

与える影響，平成15年度， 50万円.

本旦藍二.特別研究，環琵琶湖官学共同研究「琵琶湖

COD研究プログラム」の立上げ，平成15年度，50万円.
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2 )科学研究費補助金

占部城太郎，日野修次，生盤主，千葉聡.水界生物群集に

及ぼすpC02のストイキオメトリー効果に関する研

究，基盤研究 (B)ω，平成15年， 650万円.

山田知巳，盆且盛=，以下5名共同研究.モレーンで堰

き止められた氷河湖の形成機構と発達機構に関する

研究，平成13~ 15年度.

盆藍直盛.励起蛍光法による干潟における底生微小藻

類の年間基礎生産力の測定，若手研究 (B)，平成 13~

14年度， 50万円.

箪牟室丘.森林伐採・管理がもたらす温暖化効果の評

価，若手研究 (B)，平成 15~ 17年度， 190万円.

荒谷邦雄，松本忠夫，1丘雄撞，岩田隆太郎，北出理，前川

清人.北半球の温帯林に隔離分布する食材性昆虫類

に関する分子に基づく系統生物地理学的研究，基盤

研究(B)(2) ，平成 14年度~ 16年度， 65万円.

山県草耕太郎，平川一臣，盆立証匡，長丘以盟.北海道十

勝地域における開拓期の人為的作用による自然環境

への影響に関する検討，基盤研究 (C)，平成14~ 16年

度， 360万円.

清家泰(研究代表者)，奥村稔，持田和男，三田村緒併武，

千賀有希子.汽水湖酸化還元境界層から生産される

亜酸化窒素の地球温暖化に対する寄与，基盤研究

(B)，平成14~ 16年度.

杉山雅人(研究代表者)，渡辺泰徳，佐藤泰哲，三且証盆

隼正t，三村徹郎，田中祐志，中野伸一，杉山裕子，v.v.

ドリユツケル， M.N.シマレーエ.パイカル湖の物質

負荷・循環過程が駆動する巨大湖の生物生産・生態

系変動システム，基盤研究 (A) ，平成 14~ 16年度.

本且畳二，佐久川弘，竹田一彦，ヰ星韮萱.黄海におけ

る溶存物質の除去に果たす光化学反応の役割，基盤

研究 (B)(2)，平成13~ 15年度， 1370万円.

よ壁量二.重量式降水量計の開発による暖冬時の山岳

降水量の高度依存性に関する研究，基盤研究(C)，平

成14~ 15年度， 260万円.

3 )政府および地方公共団体(関連法人を含む)からの

補助金

生盤主.資源循環型農業技術の確立と環境修復に関す

る研究， 三重県，平成15年度， 20万円.

盟旦墨卒.農村下水道処理水を 2年間導入した休耕田

でのエストロゲン様物質の動態とふ化ニゴロブナへ

の影響評価，財団法人滋賀県大学等学術文化振興財

団，平成15年度， 25万円.

原島省(研究代表者)，三田村緒佐武，盆産車fl&，五星1ft



萱，その他8名.河川・湖沼におけるシリカ循環の生

物地球化学過程に関する研究，地球環境研究総合推

進費，平成14~ 16年度，450万円.

小池俊雄(研究代表者)，よ宜盤二.水循環系の物理的

ダウンスケール手法の開発 「チベット高原での観

測総括と降水過程」に関する研究チーム代表，科学

技術振興機構，戦略的創造研究推進事業，平成 15年

度，滋賀県立大学管理分300万円.

4 )その他財団からの研究補助金

盟国童五.農村下水道処理水流入休耕田におけるエス

トロゲン様物質の動態とニゴロブナへの多世代影響

評価，財団法人クリタ水・環境科学振興財団，平成15

年度， 80万円.

5 )受託研究の受け入れ

箪盆蓋丘，徳地直子，樋口能士.小面積実験区における

森林管理の影響評価，琵琶湖研究所委託研究，平成14

~ 16年度， 200万円.

原島省(研究代表者)，三田村緒佐武，盆産車且，本塁韮

萱，紀本岳志，樋上照男，大久保賢治，樽谷賢治，柳哲

雄.河川・湖沼におけるシリカ循環の生物地球化学

過程に関する研究，地球環境研究総合推進費，平成14

年~ 16年度.

7.研究員の受入

Janita Gurung，生且盟二，客員研究員， Carbon dynamics 

in the permafrost region of the Himalayas in relation 

to the global climate change，平成15年12月1日~平

成16年3月31日.

Zhang Xuanjie， i丘韮盟，客員研究員，犬上川のハリヨの

遺伝的多様性の解析，平成15年9月1日~平成16年8

月31日.

8.社会への貢献

1 )委員会等

生盤呈 (2003)生態系水質浄化研究会，滋賀県土地改良

事業団体連合，平成15年.

隼且盟二 (2003)犬上川を豊にする会(会長)・西堀栄三

郎記念探検の殿堂運営員会(会長)への参加とともに，

ネパール・ブータンの氷河湖調査 (8 月 24 日 ~9 月 21

日)を実施.
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近盤盟 (2003)日吉ダム河川水辺の国勢調査，アドパイ

ザー，平成15年4月~現在.

ヰ盤撞 (2003)多自然型水路実験研究会，専門委員，琵琶

湖・淀川水質浄イヒ共同実験センター，平成11年~現在.

三田村緒佐武 (2003)滋賀県環境影響評価審査会委員，

滋賀県， 1992年2月~現在.

三田村緒佐武 (2003)枚方市環境影響評価審査会委員，

枚方市， 1994年 7 月 ~2003年 6 月.

三田村緒佐武 (2003)びわ湖フローテイングスクール運

営委員会委員，滋賀県， 1997年4月~現在.

三田村緒佐武 (2003)滋賀県科学教育振興委員会委員，

滋賀県， 1997年4月~現在.

三田村緒佐武 (2003)琵琶湖海区漁業調整委員会委員，

滋賀県， 2000年8月~現在.

三田村緒佐武 (2003)琵琶湖生態系研究会委員，滋賀県，

2001年11月~現在.

三田村緒併武 (2003)国際湖沼環境委員会理事，国際湖

沼環境委員会(財)， 2001年1月~現在.

三田村緒佐武 (2003)淀川水系流域委員会委員，国土交

通省， 2001年2月~現在.

三田村緒併武 (2003)水圏環境動態調査評価委員会委員

長，環境科学技術研究所(財)， 2001年6月~現在.

三田村緒佐武 (2003)琵琶湖博物館総合研究共同研究審

査委員会委員，滋賀県， 2002年4月~現在.

三田村緒佐武 (2003)琵琶湖北湖低酸素化問題検討委員

会委員，滋賀県， 2002年4月~現在.

三田村信者佐武 (2003)滋賀県国土利用計画審議会委員，

滋賀県， 2002年7月~現在.

本国萱二 (2003)JICA -ICE1T (国際環境技術移転研究

センター)講演会講師.

2 )学会貢献

i丘韮撞 (2003)European Journal of Entomology， 

Editorial Board，平成8年~現在.

近盤撞 (2003)日本鞘麹学会，編集委員，平成9年~現在.

近雄盟 (2003)日本動物行動学会，運営委員，平成 12年

~現在.

盆立証匡 (2003)日本地形学連合委員，日本地形学連合

総務主幹.平成 15年~ 16年度.

ヰ昆盤萱 (2003)日本陸水学会，会計幹事.

斗星韮萱 (2003)日本分析化学会近畿支部，幹事.

三田村緒併武 (2003)日本陸水学会，評議員，平成14年度.

三田村緒佐武 (2003)日本陸水学会，幹事長，平成14年

~平成16年度.

三田村緒佐武 (2003)日本生態学会近畿地区会，地区委

員，平成14年~平成15年度.
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三田村緒佐武 (2003)International Association of 2) TV，ラ ジオ番組への出演等

Theoretical and Applied Limnology， National 

Representative， 2003 ~ 2005年. 生息」星-，KBS 滋賀ラジオの「さんさんわいど滋賀」

3 )国際貢献・海外調査等

i丘雄主主 (2003)食材性昆虫の野外調査，ラオス，平成15

年3 月 2 日 ~3 月 11 日，文部科学省科学研究費補助金.

4韮盟 (2003)自然史博物館における所蔵標本調査，ロ

ンドン・ジュネープ，平成 15年 8 月 6 日 ~8 月 21 日，

文部科学省科学研究費補助金.

ヰ韮盟 (2003)食材性見虫の野外調査，ミャンマー，平成

15 年 11 月 11 日 ~ 11 月 24 日，文部科学省科学研究費

補助金.

盆草草匡 (2003)ボルネオ島セントラルカリマンタンの

泥炭調査， 2003年9月.

三田村緒併武 (2003) Iパイカル湖の物質負荷・循環過

程が駆動する巨大湖の生物生産・生態系変動システ

ム」調査，イルクーツクナ卜|パイカル湖リストピアン

カ沖，ロシア， 2003年 3 月 7 日 ~3 月 24 日，文部科学省

科学研究費補助金基盤研究ば). 

三田村緒佐武 (2003) Iパイカル湖の物質負荷・循環過

程が駆動する巨大湖の生物生産・生態系変動システ

ム」調査，イルクーツク州，ブリヤート自治区，パイ

カル湖中央湖盆ならびにパルグジン湾，ロシア， 2003

年 7 月 24 日 ~8 月 8 日，文部科学省科学研究費補助金

基盤研究仇). 

三田村緒佐武 (2003) I汽水湖酸化還元境界層から生産

される亜酸化窒素の地球温暖化に対する寄与」調査，

江原道，永郎湖，大韓民国， 2003 年 10 月 10 日~ 10月

12日，文部科学省科学研究費補助金基盤研究 (B).

三田村緒併武 (2003) I汽水湖酸化還元境界層から生産

される亜酸化窒素の地球温暖化に対する寄与j調査，

江原道，永郎湖，花津湖，大韓民国， 2003年 11月13日

~ ll 月 20 日，文部科学省科学研究費補助金基盤研究但) .

本旦重二 (2003)黄海観測シンポジウム(日韓共同研究)

の開催，巨済市，大韓民国，平成 15年8月18~ 19日，

文部科学省科学研究費補助金.

9. マスメディアとの対応

1 )新聞，雑誌等からの取材による記事

盆旦1iW-，アジアの湖沼への地球温暖化影響.京都新

聞， 2003年2月23日.
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でi設賀県立大学を広報. 2003年2月24日.

環境計画学科

環境社会計画専攻

l. 著書

寺西俊一 ・細田衛士編 (2003)環境保全への政策統合

(岩波講座環境経済 ・政策学第5巻).監由道雄・ 戸

田常一，第3章「環境と土地利用J，岩波書庖，東京.

伊藤達也・浅野敏久編 (2003)環境問題の現場から一地

理学的アプローチ.盆斗U基盤， 12 I場と準拠枠の共

有一琵琶湖研究の経験から-J.古今書院，東京.

琵琶湖流域研究会編 (2003)琵琶湖流域を読む上・下.

盆山道雄， I琵琶湖流域を読むためにJ，I安曇川，

湖北の川，姉川，湖東三川，愛知川，日野川，野洲川， i頼

回川，湖西の川，琵琶湖の各章冒頭概要J，I安曇川

中・下流域の土地・水利用J， I扇骨と綿織物」

「湖北山地の人文地理J，I姉川中・下流域の土地・

水利用J，I在来工業と近代工業J，I日野川上・中

流域の土地利用一近代以降の変容 J， I野洲川

上・中流域の土地利用J，I交通の要衝J，I水運J.

サンライズ出版，彦根.

長浜市史編さん委員会編 (2003)長浜市史第7巻地域

文化財.弘山道基，第1章第 2節「歴史的自然景観の

変貌J.長浜市役所，長浜.

藤本清二郎 ・山陰加春夫編著 (2003)街道の日本史

35一和歌山・高野山と紀ノ川一.近藤隆二郎， I紀北

の地域的巡礼地J.吉川弘文館，東京.

2.論文(学会誌およびそれに準じる学術、技術雑誌お

よびプロシーデイングに掲載されているもの)

主国盈，全盆盤 (2003)エコ文具の庖舗間比較調査~京

都・滋賀・奈良の大学生協35庖を対象に土木学

会第31回環境システム研究論文発表会講演集:271-

280. 

近藤降二郎・主丘主主 (2003)歩行空間の変化性からみ

た「歩行感覚jのシークエンス表記方法に関する研

究.ランドスケープ研究 66(5): 711-714. 

長田担壬 ・近藤隆二郎 (2003)個人の環境認識の変化を

促す「名づけ」の可能性に関する研究一『なにわ町

方あきんど会』の 10年 .環境システム研究論文集



Vo1.31 : 417-424. 

産且誕二 .~斤藤隆二郎 (2003) r連想マップJ調査を用

いた小学生を対象とした金子みすマ『大漁』を読む

前後におけるイメージ構造の変化に関する研究.環

境システム研究論文集Vo1.31: 425-430. 

併々木和之・細馬宏通 ・近藤隆二郎 (2003)河川空間を

対象とした視覚一行動モデルの開発~犬上川南青柳

橋一宇尾大橋を事例として環境システム研究論

文集Vo1.31: 405-415. 

近藤隆二郎 (2003)コモンズにおける自由とコントロー

ル.第31回環境システム研究論文発表会講演集 :

65-74. 

樋口幸永 ・近藤隆二郎 (2003)電子会議室を用いた地域

データベース作成に関する研究一ええとこ滋賀探検

隊の実践 .第31回環境システム研究論文発表会講

演集:37-46. 

ι連主盟 (2003)持続可能な社会への入り口としてのエ

コ村環境技術， 32(10) : 2-8. 

Q担且斗且品工Ishi担主主 andA.Shi旦izu(2003) Utilization 

of sludge in building materials. Proc. IW A 

Conference， Bio-Solid 2003，羽Tastewatersludge as a 

Resource ISBN 82-7598-056-9， Norwegian University 

of Science and Technology. Tromdheim， Norway: 

335-341. 

3.報告書、その他著作、一般向け記事

1 )受託研究等の報告書

主星孟査他 6名 (2003)循環都市形成条例のための基

本事項の分析 (2).平成 15年3月千里リサイクル

プラザ研究所研究報告書 10巻.23 ~ 60. 

主星正室 (2003)共同研究「環境J.代表.関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 l回「自主

性か制度化かJ. 
土屋孟室 (2003)共同研究「環境J.代表関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 2回「意識

か成果かJ. 
主星王室 (2003)共同研究「環境J.代表.関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 3回「環境、

ビジネス、企業プライドJ. 
主星正室 (2003)共同研究「環境J.代表.関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 4回「周り

の見方その l 主婦J. 
主星孟蓋 (2003)共同研究「環境J.代表関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 5回「周り

の見方その 2 学生J. 

教員の活動資料編

主星正蓋 (2003)共同研究「環境J.代表関西経済同友

会 .NTT連携バーチャル大学事業.第 6回「意識

とシステムJ. 

2 )新聞、一般向け雑誌等への解説記事など(学会誌に

掲載された研究情報記事もここへ含める)

ι連主盟 (2003)エコ・コミュニティとエコ・デザイン.

季刊ランドスケープデザイン，第34号， 134-137

塁塁孟畳 (2003)バイオソリッド2003資源としての下

水汚泥に関する国際会議からの報告一臨界湿酸化酸

化法に注目一.再生と利用Vo1.27，No.102，日本下水

道協会， 73-76

ヰ屋王室。003)未来学と次世代と.明日の淡海，巻頭言

4.学会等への発表

愁斗止草主主(2003)地域問題と環境計画. 日本地理学会

2003年度秋季学術大会シンポジウム，岡山市. (シン

ポジウムテーマ:環境と地域の再生に向けて，オー

ガナイザー:弘山道雄・磯部作・北村修二)

ι連主堕(2003)現代の水問題.日本水道協会滋賀支部

総会，大津市.

ι連主!!a(2003)持続可能な社会.陵水会湖北支部平成

15年度総会，長浜市.

ι連主!!a(2003)環境と共生する持続可能な社会.滋賀

県造園技術者協議会平成15年度総会，大津市.

ι連主!!a(2003)持続可能な社会のライフスタイルにつ

いて.エコ容器包装協会通常総会，エコ容器包装協

会，大津市.

5.研究会等、講演会、特別講義での発表

1 )研究会等における発表

金盆盤 (2003)合意形成技法 1.技法演習 I 授業紹

介一.土木学会四国支部・土木技術者のための合意

形成技術の教育方法に関する研究会，高松市.

ι連主堕 (2003)滋賀県のエコ村運動.信州エコタウン

研究会，長野市.

ι連主!!a(2003)評価手法の開発.滋賀県地域結集型研

究事業発表会，大津市.

ι連主盟 (2003)エコ村におけるエネルギーの取り組

み.エネルギー研究会(京都大学原研究室)，京都市.

ι連主!!a(2003)水問題をめぐる最近の議論.関西水問

題合同研究会，大阪市.

ι連主盟 (2003)エコ村ネ ットワーキングについて.地

t
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球環境関西フォーラム第50回都市環境部会，大阪市.

ι連主盟 (2003)小舟木エコ村のエコロジカルデザイン

wi出GunterPauli.エコ村ワークショップ，近江八幡市.

ι連主Jlli(2003)エコむらが拓く未来社会一小舟木プロ

ジェクトを中心に一.]IA大会2003滋賀環境セミナ

ー(日本建築家協会)，大津市.

皇亙玉堕 (2003)下水汚泥のセメント原料化.科学技術

セミナー，滋賀県産業支援プラザ，滋賀県近江八幡市.

皇塁王監 (2003)下水汚泥の処理処分の選択.北京市市

政工程設計研究総院技術セミナー，北京市，中国北京市.

皇霊長堕 (2003)最近の汚泥脱水技術.西安市市政設計

院技術交流・研究会、西安市管理委員会，中国西安市.

主星王室 (2003)循環型社会推進と自治体政策.全国市

町村国際文化研修所.

2 )講演会

t主山道盤 (2003)流域を読むー湖東地域の河川世界一.

淡海生涯カレッジ彦根校「理論学習講座J，彦根市

中地区公民館，2003年11月22日.

牟盆盤 (2003)産業廃棄物をめぐる現状と問題点.湖灯

塾，京都新聞社滋賀本社， 2003年10月17日.

近藤隆二郎 (2003)古代文明にみる人間と環境のつきあ

い方一インダス文明 ・インカ文明・インド巡礼の環

境文化一.野洲町民環境講座，野洲町立銅鐸博物館，

2003年1月25日.

近藤隆二郎 (2003):社団法人彦根青年会議所 2月度例

会「地域における次代を担う青少年の育成とは?J 
パネラー，彦ネ艮プリンスホテル， 2003年2月6日.

近藤降二郎 (2003)休浴と水文化一癒しの水装置へ . 

彦根市市民環境スクール，彦根市市民会館， 2003年2

月22日.

近藤隆二郎 (2003):わがまちの再発見とものがたりづ

くりーエコミュージアムからエコピレッジへー.湖

東地域エコトピア推進委員会，彦根市民会館， 2003年

2月16日.

i斤藤降二郎 (2003)こんな若葉小学校がええんちゃ

う?.若葉小学校PTA研修会，彦根市立若葉小学校，

2003年2月15日.

近藤降二郎 (2003)中山道地域交流ワークショップ「近

江中山道ミュージアム」についてアレコレかんがえ

てみよう!.湖東地域振興局，滋賀県立消費生活セ

ンタ一，2003年2月22日.

近藤隆二郎 (2003)おうみ市民活動交流会 20 0 3 ~活

動の公益性とは?~野洲文化ホール小劇場・野洲

町立中央公民館， 2003年3月1日.

近藤隆二郎 (2003)環境カルテ・環境マップのっくり

方.野洲町民環境講座，野洲町役場， 2003年3月29日.

肝藤降二郎 (2003)水口高校ワークショップ「環境もの

がたりづくり入門J.水口高校， 2003年10月14日.

近藤隆二郎 (2003)自転車生活のススメとまちづくり.

三重県津市自転車ネットワークを考える会， 三重県

津市，2003年12月13日.

ι連主旦(2003)エコ村とは?滋賀県立大学公開講座，

滋賀県立大学， 2003年 5月17日.

ι連主盟 (2003)わたしたちのくらしと環境.環境講演

会，生活協同組合コープ滋賀， 2003年 6月14日.

ι連主Jlli(2003)環境の達人.山東町環境達人講座，山

東町， 2003年10月16日.

ι連主堕 (2003)~社会システムから考える~エコ村っ

てな ~に?.環境ホットカフェ， (滋賀県琵琶湖環境

部エコライフ推進課)，草津市， 2003年10月29日.

ι連主Jlli(2003)エコ村がつくる滋賀の未来.エコ村フ

ォーラム~環境配慮型の地域社会づくりを目指して

~(滋賀県琵琶湖環境部エコライフ推進課)，大津市，

2003年11月14日.

ζ連主盟 (2003)環境教育のステップアップ.環境教育

指導者ステップアップ講座，湖東地域エコトピア推

進委員会，彦根市，2003年11月22日.

ι連主Jlli(2003)エコ村の課題.Think the Earthセミナ

一，Think the Earth，東京都， 2003年12月l日.

ι連主Jlli(2003)パネルディズカッション「環境と経済

を両立させるビジネスJコーデイネータ ー， 環境立

国日本縦断シンポジウム，日本経済新聞社、京都新

聞社，大津市， 2003年12月2日.

ι連主Jlli(2003)湖北にとって「エコ村」とは?循環型

社会システム研究所講演会循環型社会システム研

究所， 2003年12月6日.

皇監長堕 (2003)環境を考えて食を選ぼう .寿大学，彦

根市南公民館， 2003年 9月25日.

皇霊長堕 (2003)環境を考えて食を選ぼう .NPOびわ

こ水ネ ット連続講座，大津市， 2003年11月22日.

主屋王室 (2003)バイオマスと環境保護.茨木市グリー

ンクラブ， 2003年9月.

主屋王室 (2003)自治体環境政策と市民の機能.箕面市

環境協会， 2003年12月.

主屋王室 (2003)広域環境政策地域ネットワーク .湖北

地域合併協，2003年11月.

主屋正室。003)大学と環境学.滋賀県立大学高大連携

事業，比叡山高校， 2003年 7月.

3 )授業

金盆盤 (2003)合意形成技法 I.技法演習 I-授業紹
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介一.奈良女子大学理学部情報科学科 3回生「総合

演習 2Jでの特別講義，奈良女子大学，2003年 11月

27日.

ヰ屋孟室。∞3)大学と環境学.比叡山高校， 2003年7月.

L屋王室(2003)大学と環境学.守山北高校，2∞3年12月.

6.競争的研究資金の導入

1 )科学研究費補助金

宮内泰介 (研究代表者). (2003)コモンズと公共性の

環境社会学的研究，近藤隆二郎+8名分担，基盤研究

B (1) ， 2003 ~ 2004年度， 480万円.

2 ) 政府および地方公共団体(関連法人を含む)からの

補助金

ι連主Jlli，全牟盤，韮王埠豆，小幡範雄，亘畳皇皇，吉田

徹(2003)環境調和型産業システム構築のための基盤

技術の開発(研究 3一"シーケンシャル・ユースの

評価手法の開発)，滋賀県地域結集型共同研究事業(科

学技術振興事業団)， 2003 年 1 月~ 2007年 12月，

1223.1万円.

3 ) その他財団からの研究補助金

近藤隆二郎(2003)市民参加による道路危険度地図(ヒ

ヤリマップ)作成の影響と効果に関する研究一彦根市

を事例として ，佐川交通社会財団，2003年度， 80万円.

7.研究員の受入

Mao Dehua(モウトクカ)，並斗』基盤， Research on 

evaluation， carrying capacity and sustainable use of 

water resources study of flood and waterlogged 

disaster study of water environment study of 

wetland resources use and wetland ecological 

environment， 2003年 9 月 1 日 ~ 2004年 8 月 31 日.

吉田徹， ι連主Jlli， (財)滋賀県産業支援プラザ・地域結

集型共同研究事業プロジェクト推進室 ・主任研究員，

産業廃棄物を含む産業連関表の構築， 2003年5月~

2004年3月.

教員の活動資料編

8.社会への貢献

1 )各種委員会

匙山道雄 (2003)彦根市環境審議会会長，彦根市， 1回.

匙中j主主主 (2003)木之本町'情報基盤整備策定調査委員会

副委員長，近畿経済産業局， 2回.

盆中道主主 (2003)湖南地区就労支援計画策定委員会副

委員長，草津市商工観光労政課・守山市商工観光

課・栗東市商工労政課・中主町地域振興課・野洲町

商工観光課， 1回.

金丘盤 (2003)三重県廃棄物処理施設審議会専門委員，

三重県、 l回.

金主盤 (2003)八幡市環境審議会委員，八幡市， 1回.

牟牟盤 (2003)生ごみ等の有効活用研究事業検討委員会

委員，滋賀県湖南地域振興局， 2回.

金え盤 (2003)京都市産業廃棄物処理指導計画検討委員

会委員，京都市， 4回.

近藤隆二郎 (2003)第2期彦根市EC02自転車とまちづ

くり委員会委員長，彦根市生活環境課， 2回.

i斤藤降二郎 (2003)湖東地域近江中山道観光戦略推進会

議委員長，滋賀県湖東地域振興局， 2回.

近藤隆二郎 (2003)彦根市観光とまちづくり懇話会委

員，彦根市観光課・彦根市， 3回.

近藤降二郎 (2003)近江中山道を楽しむ会代表， 5回.

i!i:藤降二郎 (2003)淡海ネットワークセンター運営委

員， 1炎海ネットワークセンター， 6回.

近藤降二郎 (2003)野洲町環境フェスタ実行委員，野洲

町 2003.8.23開催(環境フェスタ mしのはら)， 6回.

近藤降三郎 (2003)ひこね自転車生活を考える会代表，

15回.

i斤藤降二郎 (2003)NPO法人環境を考える会理事，7回.

近藤隆二郎 (2003)インターネット政策広場(e~まち滋

賀)運営委員， (財)滋賀総合研究所， 6回.

近藤降二郎 (2003)甲西町都市計画審議会委員，甲西町

都市計画課， 1回.

ι連主Jlli(2003)エコ村ネットワーキング理事長， NPO

法人エコ村ネットワーキング， 12回.

ι連主盟 (2003)滋賀県産業振興委員会委員長，滋賀県，

2回.

ι連主Jlli(2003)米原町環境審議会委員長，米原町，2回.

ι連主堕 (2003)淀川水系流域委員会委員，国土交通省

近畿地方整備局， 20回.

ι連主Jlli(2003)国際湖沼環境委員会評議員， (財)国際

湖沼環境委員会， 1回.

ι連主喧 (2003)山東町環境コーデイネイタ一，山東町，

6回.
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ι連主旦 (2003)湖東地域エコトピア推進委員会委員

(環境教育推進部会長)，湖東地域振興局， 12回.

ι連主盟 (2003)福井市資源循環型社会形成研究会委

員，福井市，4回.

ι連主l!a(2003)滋賀県琵琶湖環境部管理監，滋賀県，週

l回.

ζ連主l!a(2003)滋賀県地域結集型共同研究事業共同研

究推進委員会委員， (財)滋賀県産業支援プラザ， 12回.

ζ連主盟 (2003)滋賀県エコタウン事業検討委員会委

員，滋賀県廃棄物対策課， 5回.

ι連主l!a(2003)湖固まるごとエコ・ミュージアム構想

検討委員会委員，滋賀県， 3回.

ι連主.etH2∞3)志賀町環境審議委員会委員，志賀町，2回.

ι連主盟 (2003)近江八幡市地域新エネルギービジョン

策定委員会委員，近江八幡市， 5回.

ζ連主盟 (2003)食品リサイクル推進検討委員会委員

長， (財)京都府生活衛生営業指導センター， 5回.

ζ連主l!a(2003)山東町地域新エネルギービジョン策定

委員会会長，山東町， 5回.

ι連主臣 (2003)びわこエコロジー情報館協議会委員，

循環型システム研究所， 1回.

ι連主盟 (2003)滋賀県湖東地域木質バイオマスエネル

ギ一利活用調査委員会委員長，滋賀県湖東地域振興

局， 3回.

息宜長堕 (2003)社団法人滋賀県下水道公社評議会評

議員， i話賀県下水道公社，大津市， 1回.

皐宜孟堕 (2003)彦根市公共下水道事業審議会議長，彦

根市， 3回.

皇霊長堕 (2003)新市将来構想策定員会生活基本部会

部会長，彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町合併協議

会，彦根市， 3回.

皐宜主堕 (2003)地球環境技術推進懇談会汚泥管理研

究会会長，財団法人大阪科学技術センタ一大阪市，2回.

皇~監 (2003) 技術委員会会長，財団法人下水道新技

術推進機構，東京都，3回.

皇霊孟堕 (2003)北京市市政工程設計研究総:院技術顧

問，北京市， 2 回 (3 月 25~31 日， 11 月 24 ~ 27 日). 

皇監長堕(2003)北京市オリンピック公園再生水利用検討

会技術顧問，北京市， (日本国内でレポート作成に従事). 

主星正圭 (2003)独立行政法人総合地球環境学研究所運

営協議委員， 3回.

主星正主 (2003)滋賀グリーン購入ネットワーク代表幹

事， 3回.

主星正室 (2003)財団法人千里リサイクルプラザ主担研

究員，4回.

2 )学会貢献

盆山道雄 (2003)人文地理学会評議員会評議員， 3回.

弘山道主主 (2003)人文地理学会地理学ウィーク企画委員

会委員， 3回.

盆斗見基盤 (2003)経済地理学会評議員会評議員， 2回.

盆山道韮G∞3)環境経済・政策学会、理事会理事， 1回.

主主盤 (2003)廃棄物学会，編集委員会編集幹事会幹

事， 3回.

近藤隆二郎 G∞3)環境3学会合同シンポ実行委員， 5回.

近藤降二郎 (2003)土木学会環境システム委員会委員，

4回.

i斤藤隆二郎 (2003)環境社会学会研究活動委員， 3回.

ι連主l!a(2003)水資源・環境学会事務局長.

皇里丘堕 (2003)lnternational Water Association， 

Special group of Sludge Management理事， 1回.

皇宜長堕 (2003)lnternational Water Association， 

Conference of Bio-Solid 2003， Wastewater sludge as a 

Resource，国際プログラム委員，論文査読委員， (日本

国内で作業に従事). 

9. マスメディアとの対応

1 )新聞、雑誌等からの取材による記事

近藤隆二郎 (2003)<研究してます>自転車生活でのま

ちづくり.京都新聞， 2003年12月2日.

ι連主l!a(2003) Iエコ村」幕開け.読売新聞， 2003年

1月1日.

ι連主l!a(2003)新春座談会.滋賀報知新聞， 2003年 I

月1日.

ι連主l!a(2003)実現に向けて動き出したエコ村計画.

滋賀総研だより， 12号1p，2003年2月.

ι連主l!a(2003) Shiga ecかvillagelures many disciplines. 

J apan Times， 2003年2月15日.

ι連主l!a(2003)国の環境共生まちづくりモデルエコ

村構想、を選定.中日新聞， 2003年6月28日.

ι連主盟 (2003)拡散する建築.近畿建築士会協議会

(HIROBA)， 2003年7月号12~ 13p. 

ι連主盟 (2003)他団体・企業訪問「エコ村づくりがは

じまったJ.コープしが部内報(湖~ぷる)， 2003年9

月号，1Op.

ι連主l!a(2003)環境共生の新コミュニティ形成へ.日

刊工業新聞， 2003年 10月20日.

ι連主l!a(2003)エコ村と環境技術のブレイクスルー.

環境技術研究， vo132， 762 ~ 768， 2003年10月.

ι連主l!a(2003)産官学民で「エコ村J.京都新聞， 2003
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年 12月30日.

ι連主盟 (2003)好循環を生み出す糸口を.広報さんと

う， No.491， 5p， 2003年12月.

主星王室 (2003)滋賀グリーン購入ネットワーク.京都

新聞， 2003年7月11日.

2) TV、ラジオ番組への出演等

近藤降二郎 (2003)番組タイトル「さんさんわいど滋賀

彦根・にぎわい・まち暦J/コーナー名「ラジオ・

キャンパスJ.KBS滋賀ラジオ， 2003年8月18日.

ヰ屋正蓋 (2003)滋賀グリーン購入ネットワーク.びわ

こ放送， 2003年 11月1日.

環境計画学科

環境・建築デザイン専攻

1.受賞

松岡拓公雄:札幌都市景観賞.札幌市，ガラスのピラ

ミッド(建築作品，モエレ沼公園)

2.著書

松岡拓公雄，他3名 (2003)アーキテクトファイブ.建

築ジャーナル，東京.

森戸アソシエーツ編。003)松岡拓公雄:続モダニズム

の系譜「これ皆ひとつにならんが為なりJ.INAX出

版，東京.

Q主語弘主 (2003)Houses on the Edge， Harper Collions 

Publishers， USA. 

Q主主止ι....s.， (2003) Case di Vacanza. Federico Motta 

Editore， Italy. 

Q主語弘主<(2003) 45 unter 45 Junge Architektur. Verlag 

Anton Pustet， Austria. 

Q主主丘.!L..五二 (2003)Within Small Houses. Pageone 

Publishing， Singapore. 

谷川渥，且旦主主，他13名 (2003)廃嘘大全.中公文庫，

東京.

琵琶湖流域研究会編 (2003)琵琶湖流域を読む.量j圭

二 I里山と棚田を読むJ，サンライズ出版，彦根.

渡辺邦夫監修 (2003)Perfect Collection 知られざる

PC建築 .血量造二:第2章 IPC建築の魅力J，建

築技術.

(社)日本建築構造技術者協会 (2003)盟益造二，他:日

本の構造技術を変えた建築100選.彰国社.

教員の活動資料編

院政期文化研究会編 (2003)院政期文化論集第三巻 時

間と空間， E畠蓋主:白河一院政期「王家」の都市

空間. pp.169-209，森話杜.

3.論文(学会誌およびそれに準じる学術、技術雑誌お

よびプロシーデイングに掲載されているもの)

Fuiiwara. T<， K. Matsunami and T.且辺!(2003) Soil 

condition and seismic characteristics in Shiga 

Prefecture， J apan. J ournal of N atural Hazards， 29 (3): 

523-542. 

Fuiiwara. T" K. Matsunami andエ且盟i(2003) Analysis 

of damage to small village， Hino Town by the 2000 

western Tottori earthquake. Scopje Earthquake 40 

Years of European Earthquake Engineering. 

松波孝治，査韮韮卑，藍亙盟二，jID杢盈塁 (2003)日野町

下榎地区の木造建物被害と地震動.自然災害科学22-1

:24-30. 

主社五土，且五益塁，藍星盟二 (2003)滋賀県湖東地域の

地震防災計画 その l 自主防災組織と住民意識.

日本自然災害学会講演集.

盆盆担旦L松波孝治，産屋盟二 (2003)滋賀県湖東地域の

地震防災計画 その 2 彦根市の地盤の動特性.日

本自然災害学会講演集.

盤毘盟三，盟旦主亘，多和田裕子 (2003)木造免震建物の

風応答.日本建築学会近畿支部研究報告集.

金盆担旦L且杢益塁，松波孝治，鹿屋盟三 (2003)常時微

動計測による彦根市内の地盤特性に関する研究.日

本建築学会近畿支部講演集.

姐杢蓋2ム，藍星盟二位003)彦根市の狭隆道路に関する

考察.日本建築学会近畿支部研究報告集.

通杢担王位003)滋賀県内の4間取り伝統木造民家の耐

震性の研究.文部科学省特定領域研究「江戸のモノ

づくり」第3回国際シンポジウム論文集 :137-140.

通杢担正，土並正室，川田たえ子，小林智香子，畳主主蓋

(2003)伝統軸組構法による木造民家の構造調査.日

本建築学会近畿支部研究報告集構造系 :1-4.

土並王室，盃杢!OlE，藍星盟三，撞旦孟宣 (2003)在来構

法木造建物の水平加力時の3次元的協力作用による

変位・応力分布の建設段階毎の変化，日本建築学会

近畿支部研究報告集.

且旦主卑 (2003)風の起動器，住まいと電化.日本工業

出版会 :22-27.

重量二 (2003)集落における宅地空間の変化からみた要

素の連関に関する研究.博士(工学)論文.
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4.作品

松岡拓公雄:加茂岩倉遺跡、ガイダンスセンター基本設

計・実施設計.島根県加茂市， 2002-2003. 

松岡柘公雄:桜美林大学プラネット淵野辺キャンパス

基本設計 ・実施設計.相模原市， 2002-2003. 

松岡拓公雄:IRONY SPACE基本設計・実施設計.東

京都世田谷区， 2002-2003.

松岡拓公雄:E.スペースタワー基本設計 ・実施設計.

東京都渋谷区， 2002-2003. 

松岡拓公雄:山田邸基本設計・ 実施設計.札幌市，

2002-2003. 

松岡拓公雄 :RICOSレストラン基本設計・実施設計.

東京都港区， 2002-2003. 

松岡拓公雄:モエレ沼公園ガラスのピラミ ッド基本設

計・実施設計.札幌市， 2000-2003.

松岡拓公雄:新潟駅駅舎 ・駅前広場基本設計.新潟市，

2002-2003. 

松岡拓公雄:中原邸基本設計・実施設計.宝塚市，

2002-2003. 

松岡拓公雄:加茂町幼稚園基本設計・実施設計.島根

県加茂市， 2002-2003. 

松岡拓公雄:愛知川東部公園基本設計.滋賀県愛知川

町， 2002.

血旦孟皐:戸越の家(都市型極小住宅).東京都品川区，

2003. 

且旦主卑 :榊田の家 (サステ ィナブル建築).京都市北

区， 2003.

且旦主卑:高輪の家(専用住宅).東京都品川区， 2003

盟国主卑:山形の家 (寒冷地高性能建築).山形県山形

市， 2003.

且旦宜皐:荏田の家 (専用住宅).神奈川県横浜市， 2003.

血旦宜皐:上大崎の家(専用住宅).東京都品川区， 2003.

皇室監，間野賢二，藤原大音，石黒茂樹:西三河広域公

園基本設計.愛知県・中央コンサルタント， 2002-

2003. 

皇室監，藤原大音，福贋勝介 :大阪湊町地区再開発中央

広場基本構想.都市基盤整備公団関西支社， 2002-

2003. 

皐亘監，藤原大音，野崎明:上野台団地建替造園基本構

想.都市基盤整備公団埼玉地域支社， 2002-2003. 

藤原大音，皇蓋監，亀山章:国立市緑の基本計画その3.

東京都国立市， 2002-2003.

柴田いづみ，柴田知彦:岩田ギャラリー(ギャラリー併

設住宅)設計・監理.兵庫県宝塚市， 2002-2003. 

柴田いづみ，柴田知彦:プラウド東山(集合住宅)テザ

イン監修業務.名古屋市千種区， 2002-2003. 

柴田いづみ，柴田知彦 :プラウド元山鹿子町(集合住宅)

デザイン監修業務.名古屋市千種区， 2002-2003. 

柴田いづみ，柴田知彦:ほっとステーション(高齢者共

同住宅)設計・監理.東京都中野区， 2003-.

柴田いづみ，柴田知彦 :松本邸(住宅)設計・監理.横浜

市青葉区， 2003-.

5.報告書，その他著作， 一般向け記事

1)科研費他外部研究費による研究の成果報告書

盟主査，他 (2003)(社)リビングアメニティ協会，平成14

年度，遮熱計算方法に関する研究報告書.

2 )受託研究等の報告書

産屋盟三，盈杢fDlE，松岡拓公雄，盟主j宣(2003)奨学寄

付金(財)滋賀県建築住宅センタ一報告書，滋賀県にお

ける町並み保全 ・創出と安全 ・快適住宅創出に関す

る研究

柴田いづみ， (2003)第22回日本環境会議 ・滋賀大会予

稿集・報告書「環境と公害J，琵琶湖の内湖について.

3 )ハンドブック，辞典，図鑑などへの執筆

(社)日本建築構造技術者協会関西支部 (2003)堕量造二，

他 :構造用語辞典，建築技術

4 )新聞， 一般向け雑誌等への解説記事など

産屋並孟 (2003)コラボレーション，日本建築家協会近

畿支部「朔j初冬号no.089/2003.

松岡拓公雄 (2003)大覚寺大沢池環境再生計画「ソウギ

ヨパスターズ誕生J，ランドスケープデザイ λ33号，

124-128. 

松岡拓公雄 (2003)大覚寺大沢池環境再生計画「果てし

なき戦いJ，ランドスケープデザイン34号， 122-126.

且旦萱卑 (2003)Umhaus，新しい集合住宅， Pen 6/1号，

TBSブリタニカ.

且旦韮皐 (2003)富士北麓の家，セカンドハウス， Pen 

8/15号，TBSブリタニカ.

且旦主皐 (2003)椅子rBoccaJ他，構造美の蒸具， Pen 

12/1号，TBSブリタニカ.

且E主皐 (2003)榊田の家， CONFORT12月号， 1-10. 

血旦笠忠 (2003)戸越の家，新しい住まいの設計8月号.

血旦主旦 (2003)戸越の家，ホームシアターvo1.22.

柴田いづみ (2003)彦根御城下 ・大学まち，長浜みーな
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協会， 2-3.

秋山道雄，童且二 (2003)環境負荷の少ない地域づくり，

滋賀県立大学環境科学部年報No.7，22-26.

量豊二 (2003)ランドスケープとしての集落の視座，滋

賀県立大学環境科学部年報No.7，120-121. 

轟量二 (2003)集落における宅地空間の変化からみた要

素の連関に関する研究，農村計画学会誌Vo1.22No.l， 

67. 

阻蓋造二，他 (2003)サブストラクチャーの構造デザイ

ン， (社)日本建築構造技術者協会関西支部.

6.学会等への発表

金盆担旦L血杢誼塁，藍星盟孟 (2003)常時微動計測によ

る彦根市の地盤推定.日本建築学会大会学術講演.

川田たえ子，道主主日正，土韮正去，西津英和，藤田香織

(2003)現地試験による伝統的木造民家の構造特性に

関する研究 滋賀県甲賀町の茅葺き民家(その1) 調

査の概要と柱の復元力特性 . 2003年度日本建築学

会大会(東海)構造!ll，中部大学.

盃杢E!l五，土韮正室，西j畢英和，藤田香織，植森貞友，藤

原稲子 (2003)現地試験による伝統的木造民家の構造

特性に関する研究 滋賀県甲賀町の茅葺き民家(その

2) 柱と梁による水平力の分担 .日本建築学会大

会学術講演.

藤原稲子，藤田香織，植森貞友，西岸英和，盃杢.IDi(， ~ 

蛙王室。003)現地試験による伝統的木造民家の構造

特性に関する研究 滋賀県甲賀町の茅葺き民家(その

3) 接合部の性能 .日本建築学会大会学術講演.

植森貞友，西津英和，温主主01五，藤田香織，藤原稲子

(2003)現地試験による伝統的木造民家の構造特性に

関する研究 滋賀県甲賀町の茅葺き民家(その4)一振

動実験の概要と架構の振動試験結果一.日本建築学

会大会学術講演.

西j畢英和，植森貞友，逼五担よL藤田香織 (2003)現地試

験による伝統的木造民家の構造特性に関する研究

滋賀県甲賀町の茅葺き民家(その 5)一地盤の振動試験

結果とまとめ一.日本建築学会大会学術講演.

超伯明，宮腰研，赤j畢隆士， Petukhin Anaωly，長郁夫，遁

杢主目玉，藍犀盛孟 (2003)微動アレー観測による彦根

市内における地下構造調査. 2003年度地球惑星関連

学会合同大会，千葉県.

盟主這，他 (2003)開口部の遮熱性能の計算法(その2-4).

日本建築学会大会学術講演 2003(環境工学ll).

企韮正室。003)山陰地方の木造在来構法の特徴と他地

域との比較. 2003年度日本建築学会大会(東海)構造

!ll，中部大学.
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主昆並 (2003)ドイツの投資計画制度における自然環境

保全の位置の強化， 2003年度日本建築学会大会(東

海)，春日井市.

山中富美子，本塁並 (2003)滋賀県「風景条例」におけ

る近隣景観形成協定制度の特徴とその活用の状況に

ついて， 2003年度日本建築学会大会(東海)，春日井市.

柴田いづみ (2003)琵琶湖の内湖について，第22回日本

環境会議・滋賀大会 分科会「自然との共生、そし

て再生」水辺と内湖再生，滋賀大学.

柴田いづみ (2003)日仏景観会議 彦根会議，彦根.

柴田いづみ (2003)わたしの住むまちの景観過去から

未来への共存と発展(シンポジウム)，日仏景観会議

東京会議.

7.研究会等、講演会、特別講義での発表

1 ) 研究会等における発表

土並正室 (2003)2000年鳥取県西部地震・ 2001年芸予

地震における木造被害統計と地盤特性の関係.第6

回滋賀県地震防災研究会，滋賀県立大学.

松岡拓公雄 (2003)負の遺産・再生の手法.明治大学理

工学部，明治大学， 2003年9月.

皇茎墜，中i頼勲，玉岡かおる (2003)緑のまちづくりシン

ポジウム.姫路ライオンズ倶楽部，イーグレ姫路あ

いメッセ， 2003年3月8日.

皐基盤，佐々木葉二，杉本正美，増田昇，松久喜樹，宮城

俊作 (2003)関西ランドスケープ6大学展2003講評

会.京都芸術センター， 2003年11月9日.

柴田いづみ (2003)地球から考えた地球環境問題への取

り組み.私たちのまちを考える研究会，彦根青年会議所.

柴田いづみ (2003)エコステーション設置にかかる提言

(基本計画).エコステーション設置検討市民会議，八

日市市花と緑の推進室.

2 )講演会

産星謹二 (2003)滋賀の自然と地域の防災，震災対策を

考えるコミュニティセミナー.滋賀県湖西地域振興

局，今津町， 2003年11月30日.

z盟主主(2003)ドイツの環境・自然一国土・都市計画と

自然、保護. ドイツ勉強会，京都府建築士会青年部，京

都市， 2003年1月23日.

z位里並 (2003)ドイツの住まい文化，ドイツ勉強会，京都

府建築士会青年部.京都市， 2003年4月17日.

z1星盗 (2003)豊郷小学校の配置計画による問題点.豊

郷小学校の歴史と未来を考える会， 2003年6月1日.



本屋並 (2003)これからのまちづくり 環境共生の視点

から.湖国すまい・まちづくり推進協議会， 2003年6

月25日.

本屋主主 (2003)ベルリンの都市づく りの歴史. ドイツ勉

強会，京都府建築士会青年部，京都市，2003年7月17日.

本屋並 (2003)ドイツの歴史的木造建築とエコロジー住

宅. ドイツ勉強会，京都府建築士会青年部，京都市，

2003年10月16日.

zt.亙盗 (2003) ドイツの環境取組みとまちづくり，行

政・企業・市民のパートナーシップによる環境とま

ちの再生シンポジウム.平安女学院大学環境文化セ

ンター， 2003年 11月7日.

本屋並 (2003)栗東新幹線新駅の計画について，新幹練

新駅問題シンポジウム.新幹線新駅を考える会，

2003年 12月6日.

Q主ada.五ι(2003)Satoshi Okada， architect: Works & 

Projects.メンドリーシオ建築アカデミー， 2003年10

月22日.

Q主主d盆ι主~ (2003) Satoshi 0 kada， architect: W orks & 
Projec臼.スイス連邦工科大学チューリ ッヒ校， 2003

年10月28日.

Q主ada.五二 (2003)Satoshi Okada， architect: W orks & 

Projects.ミラノ工科大学， 2003年 11月5日.

柴田いづみ (2003)NPOみんなでつくる平塚，全国NPO

祭.日本総合研究所，神奈川県平塚市， 2003年7月6日.

柴田いづみ (2003)Everyoneの力を集めて Onlyoneの

まちづくり.私たちのまちを考える研究会，彦根青

年会議所，彦根市， 2003年10月11日， 11月6日.

柴田いづみ (2003)まちの再生・まちと大学の連携 彦

根における学生と商庖街の連携例 IACTJの活動経

緯.滋賀県異業種交流大会分科会，滋賀県・滋賀県

異業種交流連合会，立命館大学草津キャンパス， 2003

年10月21日.

柴田いづみ，大平正道，北岡賢剛，小橋昭彦 (2003)地域

文化の再創造と新しいライフスタイル(パネルデイス

カッション).生活達人見本市イン長浜，内閣府，長浜

市， 2003年12月7日.

柴田いづみ位003)ラパンへの旅 パリに関係者との出

会いを求めて，開館20周年記念 アール・デコ様式

朝香宮がみたパリ 記念講演会.東京都庭園美術館，

2003年12月19日.

血量造二位003) I建築環境」と「構造設計J，法人化

15周年記念行事 特別講演， (社)日本建築構造技術者

協会中国支部，メルパルク広島. 2003年 11月14日.

3 )授業

生丑宣 (2003)建築士のための指定講習会 室内環境.

(社)滋賀県建築士協会， 2003年2月.

盃杢王DlE(2003)県内の地震環境と伝統木造民家の耐震

性.淡海生涯カレッジ，滋賀県教育委員会，滋賀県立

大学A2-20l講義室， 2003年10月.

逼五担lE(2003)県内の地震環境と伝統木造民家の耐震

性.能登川高校， 2003年12月.

血量i量二 (2003)構造計画・構造設計と建築デザイン，

JIAオープンスクール. (社)日本建築家協会，近畿大

学会館， 2003 年 9 月 9~12日.

血査造二 (2003)構造デザインと環境建築.京都造形芸

術大学， 2003年9月15日.

血墨i圭二 (2003)構造計画.京都大学， 2003年6月6日.

8.展覧会等

Q主ada.主ム:45 unter 45 Junge Architektur， Viena & 

Zurich(国際巡回展覧会)， 2003年

且旦主主:住宅模型展， OZONE(東京)， 2003年 10月1

日 ~11 月 10 日.

柴田いづみ，他:内井昭蔵追悼東京展，日本建築学会，

建築会館(東京都港区)， 2003年 3 月 17~25 日.

柴田いづみ，他:第3回世界水フォーラム in滋賀 津田

内湖再生にむけて一環境フィールドワークから市民

会議へ一滋賀県立大学環境科学部 津田内湖を考え

る市民会議，近江八幡津田内湖リサーチ・コンプレ

ックス，びわ湖ホール他(滋賀県)， 2∞3年3 月 19~21 日.

9.競争的研究資金の導入

1 )本学特別研究

産屋盟三，逼杢担孟，松岡拓公雄，血量造二，企韮孟茎，

松波孝治，滋賀県住宅課，滋賀県各市建築指導課:琵

琶湖西岸地震帯を視野に入れた滋賀県および県内各

市町村の地震防災対策の再構築，平成 15~ 17年度，

100万円.

企並王室:奨励研究，下水汚泥溶融スラグのモルタル

用骨材への再利用に関する実験的研究，平成 15年度，

50万円.

松岡拓公雄，逼亙塑lE， 印南比呂志，山根周:木造建

築・木造文化の継承発展および木造文化を基礎とし

た地域再生をめざす総合的な研究・教育・実践プロ

グラムの構築，平成 15~ 17年度， 125万円.

。。
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2 ) 科学研究費補助金

産屋並孟，盈杢!DJI，松岡拓公雄，松波孝治，北原昭男，

ム韮正三三.中小都市の地震被害想定と耐震性向上に

関する研究，基盤研究C， 平成 14 ~16年度， 350万円.

宣皇蓋圭.中世の顕密仏教とその建築空間一浄土教建

築の位置付けを中心に， 若手研究B， 平成 14~15年度.

3 ) 政府および地方公共団体(関連法人を含む)からの

補助金

皇蓋監:屋上緑化用陶製軽量緑化システム容器の開発

に関する研究，滋賀県立大学等学術文化振興助成金，

平成15年度.

亘皇蓋主 :平泉の建築 その空間構造と造形，平泉文

化共同研究(研究A)，平成 15年度.

10.社会への貢献

1 ) 委員会等

藍星盟孟 (2003)滋賀県建築審査会会長，滋賀県.

藍星盟二 (2003)滋賀県耐震診断委員会委員長，滋賀県.

産屋盟孟 (2003)滋賀県入札制度監視委員会委員，滋

賀県.

藍毘盟二 (2003)滋賀県土砂災害防止対策専門家会議

委員，滋賀県.

産屋盟二 (2003)滋賀県防災会議専門委員会委員，滋

賀県.

産屋監孟 (2003)超高層 ・免震建築物構造性能評価委員

会委員長，日本建築総合試験所.

藍毘盟三 (2003)日本建築総合試験所評議員，日本建

築総合試験所.

塵亙盟二 (2003)京都市防災会議専門委員会委員，京

都市.

産屋盟三 (2003)高層建物評定委員会委員，日本建築

センター.

藍旦盟三 (2003)滋賀県建築士事務所協会理事，滋賀

県建築士事務所協会.

通杢起正 (2003)滋賀県建築物耐震判定委員会副委員

長， (社)滋賀県建築士事務所協会，5回.

遍杢担孟 (2003)滋賀県建築住宅センタ一理事， (財)滋

賀県建築住宅センター， 3回.

彊杢担正 (2003)滋賀県農業共済組合連合会損害評価会

委員，長期(10年)感謝状， 滋賀県農業共済組合連合会，

l回.

彊杢主日正 (2003)建設業労働災害防止協会滋賀県支部審
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査委員会委員，厚生労働省滋賀事務所， 1回.

並立宣 (2003)開口部遮熱計算方法研究委員会委員，

(社)リ ビングアメニティ協会，10回

担丑i童(2003)製品認証業務評価員，(財)ベータリビ ン

グ 住宅・住宅部品評価センター.

盟主i宣(2003)ISO/TC163/SC2対応WG委員，建築 ・住

宅国際機構， 3回.

盟丑i宣(2003)ISO/TC163/WG2対応WG委員，建築 ・

住宅国際機構， 3回.

盈丑遣 (2003)エコ村ネットワーキング住環境WS フ

ァシリテイター，エコキすネッ トワーキ ング， 5回.

生ヰi宣(2003)滋賀県庁省エネルギービジョン調査委員

会委員，滋賀県， 2回.

松岡拓公雄 (2003)長浜市神照公園施設整備委員会委

員長， 2回.

松岡拓公雄 (2003)大阪民博委員会招鴨委員， 1回.

松岡拓公雄 (2003)滋賀県平和祈念館敷地選定委員会

委員， 1回.

松岡拓公雄 (2003)ガラス再資源協議会副会長， 3回.

松岡拓公雄 (2003)愛知川町東部公園検討協議委員会

コーディネーター， 5回.

松岡柘公雄 (2003)ドイツ・ライネフェルデ団地再生国

際会議出席， 1回.

松岡拓公雄 (2003)NPO団地再生研究会 会員， 2回.

松岡拓公雄 (2003)愛知川町町営住宅コンペ 審査委員

長， 2回.

松岡拓公雄 (2003)愛知川町景観審議会 会長， 1回.

松岡拓公雄 (2003)大覚寺環境再生計画ソウギョパスタ

ーズ 実行副委員長， 3回.

松岡拓公雄 (2003)京都CDL ユニ ットマスター， 3回.

松岡拓公雄 (2003)京都北大路まちなみコラボレーショ

ン コーデイネーター， 3回.

松岡拓公雄也003)徳島県三郷村三大学合同ライトアツ

プ作戦， 1回.

本塁並 (2003)滋賀県開発審査会 委員，滋賀県， 6回.

本屋並 (2003)滋賀県建築士審査会 委員長，滋賀県，2

回.

本屋並 (2003)草津市営住宅(仮称)笠縫団地建設検討委

員会委員長，草津市， 3回.

本盟主主 (2003)彦根市建築審査会 会長，彦根市， 2回.

主屋並 (2003)2級・木造建築士試験委員 学科部会

委員， (財)建築技術教育普及セン ター， 3回.

本塁主主 (2003)大津市開発審査会 会長，大津市， 4回.

本塁主主 (2003)滋賀県改良普及員資格試験 試験委員，

滋賀県.

本屋並 (2003) I滋賀らしい環境こだわり住宅」アイデ

ア募集審査委員会 委員長，滋賀県， 3回.
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本屋並 (2003)五個荘小学校校舎改築工事に係わる基本

計画案審査委員会 委員長，五個荘町，3回.

本屋並 (2003)公立甲賀病院プロポーザル審査委員会

委員長，甲賀郡国民健康保険病院組合，2回.

本屋並 (2003)滋賀自治体問題研究所，理事長.

本屋並 (2003)21世紀の豊かな住生活の実現に向けた連

携のあり方研究会，アドバイザー，3回.

本屋主主 (2003)新建築家技術者集団滋賀支部，代表幹事.

且旦主卑 (2003)兵庫県出石町のまちづくり， 4回.

皇萱監 (2003)滋賀県国土利用審議会 委員，滋賀県

皇室監 (2003)長浜市建築審査会 会長，滋賀県長浜市.

皇室隆 (2003)草津市文化財保護審議会 委員，滋賀県

草津市.

皇蓋監 (2003)大津市風致保全に関する懇話会 委員.

皇蓋i皇位003)彦根駅東口ふるさとの顔づくり委員会

委員長，滋賀県彦根市.

皇亘墜 (2003)彦根市景観アドバイザー，滋賀県彦根市.

皇室監 (2003)彦根市石寺町非農用地活用懇談会 委員.

皇室監G∞3)屋上緑化用陶製品開発研究会 運営委員長.

皇亘監 (2003)浜甲子園団地建替事業デザイン協議会.

皇室監 (2003)自然、環境アドバイザー，国土交通省近畿

地方整備局.

柴田いづみ (2003)民間と市場の力を活かした防災向上

に関する専門調査会 専門委員，内閣府， 1回.

柴田いづみ (2003)民間と市場の力を活かした防災向上

に関する専門調査会・まちづくり分科会 専門委員，

内閣府， 1回.

柴田いづみ (2003)坂田地域活性化検討委員会 委員，

国土交通省滋賀国道事務所， 1 [H]. 

柴田いづみ (2003)目白駅周辺地区整備推進協議会，目

白駅周辺地区整備推進協議会， 6回

柴田いづみ (2003)まち歩きウォッチング(防犯 ・防災

問題点確認)，目黒駅周辺地区整備推進協議会， 1回.

柴田いづみ (2003)内閣府防災まちづくりモデル事業

(東京都豊島区目白地区)検討委員会 委員，内閣府 ・

(財)都市計画協会，1回.

柴田いづみ (2003)特定非営利活動法人東京いのちのポ

ータルサイト 理事，1回

柴田いづみ (2003)まちづくりフォーラム委員，山東

町， 1回.

柴田いづみ (2003)都市景観審議会委員，彦根市，1回.

柴田いづみ (2003)ACT活動， ACT，視察受け入れ3回

(北海道二十一世紀総合研究所・北海道経済産業局，

(財)都市計画協会).

柴田いづみ (2003) rスローな観光」に対しての協力

内閣府地方再生モデル事業ダイナックス都市環境

研究所.

柴田いづみ (2003)まちにおいての湖風祭ファッション

ショー まちとの共同 A口 ・湖風祭実行委員会.

量豊二 (2003)草津市都市計画マスタープラン策定委員

会委員，草津市，1回.

盟蓋造二 (2003)滋賀県建築物耐震判定委員会 委員，

(社)滋賀県建築士事務所協会，4回.

盟量造二 (2003)滋賀県開発許可基準等検討委員会 委

員，滋賀県土木交通部， 1回.

E島義主 (2003)総務省地域情報化モデル事業「都市平

泉JCG復元事業制作委員会 副委員長.

2 ) 学会等

畳丑i童(2003)日本建築学会熱環境小委員会熱シミ

ュレーション資源SWG委員.

藍星盟三 (2003)日本建築学会 振動運営委員会委員.

通杢血正 (2003)日本建築学会 近畿支部木造部会

委員， 5回.

松岡拓公雄G∞3)日本建築学会司法支援委員会委員

本塁並 (2003)日本建築学会都市計画委員会環境地

域計画WG，l回.

柴田いづみ (2003)第 22回日本環境会議・滋賀大会

(2003.9.13-15)副実行委員長 ・2分科会代表.

柴田いづみ (2003)日仏景観会議 彦根会議 (2003.9.23-

24)副実行委員長.

3 ) 国際貢献

E国主皐 (2003)コロンピア大学AveryArchitectural 

Libraryのアーカイヴに建築図面およびスケッチが永

久保存の対象となる， 2003年 12月17日(納品).

11. マスメディアとの対応

1 ) 新聞，雑誌等からの取材による記事

松岡拓公雄:滋賀の名建築について，日経アーキテク

チャ一.

且旦主皐 :出石町の研究に関する記事， 神戸新聞， 2003

年11月18日

Q主主da.S.: Casabella， vol.713， ltaly， 2003年.

Q主ada.S.: AD Paris， Oct. 2003， France， 2003年.

Q主語牛込:Men's Uno， Hong Kong， 2003年.

柴田いづみ:特集大学生パワー 地域活性化に(A口)，

日経地域情報No.424，2003年 10月6日.

血畳i畳二 :インタビュー iPCは空間を創りあげていく

可能性、魔力がありますねJ，新連載 iPC造入門j
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PC造を理解するためにーその魅力と難しさ一，ディ

テール 1562003春季号，彰国社，2003年.

2) TV，ラジオ番組への出演等

柴田いづみ :水フォ ーラ ム特別企画 ぶるるるぶびわ

こ，琵琶湖放送，2003年3月21日.

柴田いづみ :ふれあいラジオパーティー 知って得す

る最新住宅事情，NHKラジオ，2003年7月29日.

亘阜蓋主 :NHKクローズアップ東北 よみがえれ平

泉， NHK総合テ レビ(東北6県)， 2003年12月26日.

生物資源管理学科

l. 著書

企出足星 (2003) 農業経営支援の課題と展望.養賢堂，

東京.

琵琶湖流域研究会編 (2003)琵琶湖流域を読む， 上.亘

且昌雄，皿-10I養蚕の盛衰」お よびN-13I濁水に悩

む宇曽川J. サン ライ ズ出版，彦根.

琵琶湖流域研究会編 (2003)琵琶湖流域を読む， 下.亘

且昌雄，VII-12 I野洲川流域の農業生産J.サン ライズ

出版，彦根.

2.論文(学会誌お よびそれに準じる学術，技術雑誌お

よびプロシーデイングに掲載されている もの)

Ishikawa， T.， H.Fujimoto， N.Kabaki， S.Maruyama and 

主A記ta(2003) Effect of temperature and solar 

radiation on dry matter production and translocation 

during the ripening period in rice cv. Takanari. 

J apanese J ournal of Crop Science 72: 339-344. (In 

Japanese). 

Laza， R.C.， S.Peng，牛A主i且 andH.Saka (2003) 

Contribution of biomass partitioning and translocation 

to grain yield under sub-optimum growing conditions 

in irrigated rice. Plant Production Science 6: 28-35. 

主主阜二，森真理，森正之，長丘斗u重 (2003) ヨシ

(Phragmites austr，αlis)の高親和性硝酸 トランスポータ

ー遺伝子 (NRT2)について .近畿作物 ・育種研究

48 : 57-59. 

土直阜亘，ム孟盆二，是主出盛 (2003)イネのセシウム抵

抗性突然変異体の翻訳開始因子(eIF-5A)遺伝子.近

畿作物 ・育種研究48: 61-63. 
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長盆山撞 (2003) 植物の根に関する諸問題122.硝酸イ

オン吸収研究の発展.農業および園芸 78: 1013-

1018. 

主主L工~， T. Sato， K. Saito， Y. Honda， T. ，九Tatanabe，M. 

Kuwahara and H. Enei. (2003) Construction of a 

homologous selectable marker gene for Lentinula 

edodes transformation. Bioscience Biotechnology， and 

Biochemistry 67(9): 2006-2009. 

k注ιエュ， H. Matsumura， R. Terauchi and H. Saitoh. 

(2003) Serial analysis of gene expression (SAGE) of 

Mag予wporthegrisea: genes involved in appressorium 

formation. Molecular Genetics and Genomics 270 

181-189. 

Maruyama， T.， A. Tada， K. 1主盆旦f!and H. Horino (2003) 

Direct observation of soil water movement thorough 

soil macropo陀 susing soft X-rays and stereographing. 

Soil Science 168: 119-127. 

Iijima， M.， Yー.IZl皿 i，E. Yuliadi， Sunyoto， Mandi and M. 

Utomo (2003) Erosion control on a steep sloped co旺ee

field in Indonesia with alley cropping， intercropped 

vegetables， and no-tillage. Plant Production Science 6: 

224・229.

主主主二，中村正久，泉峰ー，姫野靖彦 (2003)内湖と循

環濯慨による水質浄化. 農土誌71(9): 31-36. 

kaneki.R. (2003) Reduction of e宜luentnitrogen and 

phosphorous from paddy fields. Paddy and Water 

Environment 1 (3): 133-138. 

kawachi. T~ ， S. Sada and C. Sato (2003) Vertical 

migration of contaminants on electric field in Cd 

contaminated paddy soil. Proc.of CONSOIL 2003: 

1965-1968. 

山並草 (2003)土壌 ・地下水汚染の研究と対策工法の開

発.建築技術639号 :96-101. 

企出E塁。003) I米政策見直しj と地域農業.農業・

農協問題研究所報『農業 ・農協問題研究.1 : 1-16. 

止迫旦星 (2003)いま なぜ環境保全型稲作産地なのか.

農業と経済 69(3): 56-63. 

企辿旦星 (2003)食品安全確保のための社会システムを

考える 大会テ マによせて思うこと .農林業問

題研究第149号第38巻第4号 :1-2. 

企迫旦星 (2003)米政策の改革と食料 ・農業 ・農村基本

法の理念の実現. 農業と経済69(7) : 87-97. 

盟旦隼Jill(2003) I食Jと「農」の再生プランと農協改

革.協同組合研究 23(1): 28-35. 

撞旦生Jill(2003)今，なぜ「農協のあり方Jか.農業と経

済2003年8月:5-13. 

撞旦隼盟 (2003)水田土地改良と環境保全 琵琶湖の農

噌

E
A
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O
 



業濁水問題を中心に一.環境経済・政策学会年報第

8号:139-151. 

Q血旦.L旦<and T. Yano (2003) Estimation of the water 

vapor flux wi出 theenergy balance flux ratio method. 

Proceedings of the International 羽Torkshop for the 

Research Project on the Impact of Climate Change on 

Agricultural Production System in Arid Areas， 

Research Institute for Humanity and Natu陀:31-34. 

盆互主主，大久保卓也，圏並主塁。003)水田流域からの除

草剤の流出と内湖での浄化効果 エカイ沼流域で

の研究一.農業土木学会論文集 71(1): 71-78. 

1主且呈蓋，西川麻美子，冨家和典，.1旦且盟盆 (2003)チモ

シーがまの穂病の接種による発病. 日本草地学会誌

49 : 507-509. 

Takahashi T<， G. C. van Kooten and 1. Vertinsky (2003) 

Why might forest companies certiか?:Resultsfrom a 

Canadian survey. International Forestry Review 

5(4) : 329-337. 

亘且昌基 (2003)循環型農業の条件整備と政策.農業経

営研究 No.115: 5-120 

亘且邑主主 (2003)地域での物質循環を強める.環境技術

32(10) : 9-13. 

3.報告書、その他著書、一般向け記事

1 )科研費他外部研究費による研究の成果報告書

長丘lill聖位003) 香り変異の評価と突然変異体の作

出.土井元章(研究代表者)，平成 12~ 14年度科学研

究費補助金(B)(1)研究成果報告書，花井の香りの評価

とその分子育種に向けた基礎的研究. 35-53. 

土盆塵通，矢野友久 (2003)水稲群落における CO2フラ

ツクスと PPFDとの関係について. 鳥取大学乾燥地

研究センター共同研究発表会講演要旨集. 9-12. 

三田村緒休武，盆互主主 (2003) 琵琶湖研究所委託研究

報告書，平成 14年度，内湖における水質および農薬

特性の研究.

2 )新聞，一般向け雑誌等への解説記事など(含む，学

会誌の解説記事)

品並畠 (2003) 粘土基礎講座一土木と粘土 .粘土科

学， 42巻4号， 223-228.

山並蓋 (2003)土壌汚染対策の現状と課題.セメント新

聞， 2003年8月. 11. 

企迫主星 (2003) 生産調整見直し論のここが問題.農

村ニュース，平成15年新年特大号，平成 15年 1月， 25-
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29，国際農業社.

土並旦皐 (2003) 欠ける石にかじりついてでもの気骨.

農業と経済，第69巻第2号， 2003年2月， 3，昭和堂.

企迫旦星 (2003) 生産現場からみたコメ改革.農業協

同組合新聞， 2003年3月20日，農協協会.

企迫且塁 (2003) コメ政策改革と今後の問題点 いま

生産の現場ではどのような現実的対応が求められて

いるか .農村ニュース， 44巻2号， 2003年4月， 48-

51，国際農業社.

止並且塁 (2003) 米政策改革と市町村行政.日本農業

新聞， 2003年4月28日，日本農業新聞社.

企迫旦塁 (2003) 最近の農業政策の問題点と課題，し

がの住民と自治.通巻144号， 2003年7月， 1-5，滋賀自

治体問題研究所.

企迫且塁。003) 甘くない米政策改革.日本農業新聞，

2003年8月18日，日本農業新聞社.

止迫tg~ (2003) 米政策改革の推進にあたって地域が

当面する問題は何か.農村ニュース， 44巻4号， 2003

年 10月， 24-28，国際農業社.

企辿且塁 (2003) ちょっと待ってください「待ったな

しの構造改革J.日本農業新聞， 2003年 12月22日，日

本農業新聞社.

望旦隼盟 (2003) J Aグループの経済事業改革に期待

する.月刊 JA585号， 2003年 11月， 35-38.

道旦隼mi(2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年4月， 12-13. 

盟国生盟 (2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年5月， 4-5.

単且隼盟 (2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年6月， 4-5.

単旦隼mi(2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年7月， 10-11. 

撞旦韮盟 (2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年8月， 8-9.

皇国主l!li(2003) 連載・協同組合らしさをどう発揮す

るか. J A教育文化， 2003年9月， 6-7.

撞旦隼盟 (2003) I農業濁水J 琵琶湖に負荷をかけ

ない水田農業をめざして一.滋賀県立大学環境科学

部年報第7号， 27-31.

亘且晶盤 (2003) 低投入・資源循環型農業の可能性.

農業と経済，第69巻第 10号， 48・53.

よ~主虫 (2003) 琵琶湖と環境，集水域のアジサイ1.

中日新聞， 2003年6月 14日.

よ且i主主 (2003) 琵琶湖と環境，集水域のアジサイ 2.

中日新聞， 2003年6月21日.

よ~主車 (2003) 琵琶湖と環境，集水域のアジサイ 3.

中日新聞， 2003年6月28日.



よlIITi主畠 (2003) 琵琶湖と環境，集水域のアジサイ 4.

中日新聞， 2003年7月5日.

4.学会等への発表

撞壁童， .':ElJ.ι且王，盆E豆誼 (2003)登熟期の散水が水稲

コシヒカリの生育・収量におよぼす影響.近畿作

物 ・育種研究会，滋賀県立大学.

塩旦;匿， .':ElJ.ぷ晶玉， 1主国重誼 (2003)水稲コシヒカ リの登

熟期高温による障害粒発生機構.近畿作物 ・育種研

究会，滋賀県立大学.

牛車阜宣，皇皇企呈，ムヰ盆ニ， 奥本裕，長盆辺直 (2003)

イネのセシウム抵抗性突然変異体における翻訳開始

因子(eIF-5A)遺伝子の3'-UTRのjyljo析.日本育種学会

第102回講演会，千葉大学.

竪且山堂，長盆山盟，盆亙虹匡 (2003) ヨシ群落の分布

に及ぼす地形的影響 十勝南部・当縁川流域の事

例.日本地形学連合2003年春季大会，大阪大学.

亙盟とを，主主阜二，長釜山屋 (2003) イネにおける硝酸

吸収および硝酸還元酵素活性の遺伝解析.近畿作

物・育種研究会第155回例会，滋賀県立大学.

森真理， 北村治滋，森正之，主主阜二， 五五出直，竹葉剛

(2003) ヨシの硝酸吸収能に関する遺伝子工学.近

畿作物 ・育種研究会第155回例会，滋賀県立大学.

主主且二，森正之，森真理，長丘』盟 (2003) ヨシ

(Phragmites austγalis)高親和性硝酸トランスポーター

遺伝子 (NRT2)の3'-UTRの塩基配列.日本育種学会

第104回講演会，神戸大学.

皇皇主旦，長丘』盟 (2003) イネにおけるセシウム抵

抗性とセシウム吸収に関する遺伝変異.日本育種学

会第104回講演会， 神戸大学.

亙旦山査，盆立証匡，森川利信，亘皇盆茎，山』益箆，長

釜山盟 (2003) 十勝南部当縁川流域におけるヨシの

遺伝的多様性.日本植物学会第 67回年会，札幌市.

A旦記ι主日 S.Takavana2"i. M. Mori， M. Mori and 且

Haseg控盆 (2003)Genes encoding high-a血nityni凶 te

transporter in aquatic plants. The International 

Colloquium on Plant Biotechnology， November 20-21， 

2003， Sakai， Osaka， ]apan. 

Q担"""Y"'，.K.FuiivamQ， RKonishi，工」出 and且

Hase2"awQ (2003) Molecular analysis of cesium 

resistant mutants in rice. The International 

Colloquium on Plant Biotechnology， November 20-21， 

2003， Sakai， Osaka， ]apan. 

量盟重治，基盤監E，玉井重信，安藤信 (2003)塩類集積

地の土壌環境と耐塩性植物の生態学的特性(l) 一人

工群落における一事例 .平成15年度農業土木学会
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大会講演会，那覇市.

孟盟墨i宜，主主E監E，玉井重信，安藤信，韓太平，張文軍

(2003)塩類集積地の土壌環境と耐塩性植物の生態学

的特性(l) 自然群落における一事例 .農業土木

学会京都支部第60回研究発表会，高山市.

墨盟重品，主宣E監E，玉井重信，安藤信，韓太平，張文軍

(2003)塩類集積地の土壌環境と耐塩性植物の生態学

的特性(2): ，農業土木学会京都支部第60回研究発表

会，高山市.

且亘盟萱，孟盟墨泊，主宣E盤産 (2003)軟X線による土壌

孔隙中の流体挙動観察，平成15年度農業土木学会大

会講演会，那覇市.

且斗l墓，笹木加奈子，孟盟重品，丞宣E監産，谷川寅彦

(2003)造成農地における土壌特性の改善に関する研

究(ill).農土学会京都支部第ω回研究発表会，高山市.

皇室弘，血旦塑i二， 飯嶋盛雄 (2003)コムギ ダイズ連続

不耕起輪作における作物の根系発達と収量.日本作

物学会第216回講演会，松江市.

盛田暁，皇室弘，飯嶋盛雄 (2003)安定同位体水素による

不耕起コムギの降水依存率の評価.日本作物学会第

216回講演会，松江市.

主主亙二 (2003)降雨時の内湖の水質浄化能.平成 15

年度農土学会大会講演会，那覇市.

五斗l主主丘，金主主二 α003)野田沼内湖の水質モデル.

平成15年度農土学会大会講演会，那覇市.

韮韮室伍，金主主二 (2003)宇曽川，法竜川の水質と流域

特性との関係.平成l日5年度農土学会大会講j演寅会

本道1盟畳之，牟主主二 (20∞03劫)湿地における水質浄化機能.

平成15年度農土学会大会講演会，那覇市.

盆盆豆し金主主=(2003)土壌と水生植物による水質浄

化試験.第60回農士学会京都支部研究発表会，高山市.

止盆主主，主主主二 (2003)内湖の水質浄化能について.

第60回農土学会京都支部研究発表会，高山市.

盆斗以孟亘，五ll.l.A主丘，主主主二 (2003)滋賀県湖北地区に

おける地域用水の水質調査.第60回農土学会京都支

部研究発表会， 高山市.

本道盤之，主主主二 (2003)湿地における水質浄化機能

(2). 第60回農士学会京都支部研究発表会，高山市.

隼且正査，隼藍壬呈，mι ー邑 (2003)カドミウム汚染土

壌の電気化学的修復に関する研究，その 3.日本土

壌肥料学会神奈川大会，明治大学.

H並室王，韮封盤王，l拙T. iE¥ (2003)生分解性プラスチ

ツクの土中分解特性.日本土壌肥料学会神奈川大会，

明治大学.

三杢堅手， jt星盆孟，主塁宜， .@l宜主泊 (2003)Plerotus 

salmoneo -stramineusの無殺菌栽培での菌糸の生育

と培地の分解に及ぼす培地密度の影響.日本菌学会



第47回大会，札幌市.

且皇室m，jt星盆王位003)エリンギおよびトキイロヒ

ラタケを栽培したコーンコブ培地の消化性および繊

維成分に及ぼす培養期間の効果.日本畜産学会第

102回大会，岐阜市.

血亙重品，主星盆孟，量五且起 (2003)エリンギを栽培し

たパガス培地を後培養した時の培地の消化性および

繊維成分の変化.第41回肉用牛研究会沖縄大会，那

覇市.

主皇盤ヰ，iRa益二 (2003)鈴鹿山系御池岳における訪

花性カミキリムシの群集解析. 第15回環境動物昆

虫学会年次大会，堺市.

江草佐和子，藤崎憲治， JR旦益二 (2003)ヤナギルリハム

シの個体数変動要因:ヤナギのフェノロジーと生物

群集. 第47回応用動物昆虫学会，盛岡市.

旦星撞丘，藤田建太郎，中井克樹，返旦益二 (2003)琵琶

湖北湖におけるブルーギルの繁殖生態. 2003年度日

本魚類学会年会，京都市.

金星盈皐，山中佐紀子，前畑政善， JR旦益二 (2003)琵琶

湖周辺の水田側溝における魚類群集の季節変化. 第

50回日本生態学会，つくば市.

藤田建太郎，虫星撞丘， JR国益二 (2003)琵琶湖における

オオクチパスの繁殖生態. 2003年度日本魚類学会年

会，京都市.

丞王主，藤田建太郎，中井克樹， JR旦益二位003)オオク

チパスの繁殖生態:特に浮上後の仔稚魚群に対する

保護行動について 第37回魚類自然史研究会，和歌

山市.

山車盤ム，虫星盟1工，中井克樹， JR且益二 (2003)ブルー

ギル自然個体群の鮮化成功率とその要因. 第37回

魚類自然史研究会，和歌山市.

Yokota， K.，盟ι主旦辻♀， K. Kimura， T. Tsuda and M. 

Nakamura (2003) A review of chemical contamination 

of the Lake Biwa environment. International 

Association for Great Lakes Research 46th Annual 

Conference & International Lake Environment 

Committee 10th World Lakes Conference， June 22-26， 

Depaul University， Chicago， Illinois， U. s. A. 
三五盆lQ.，逗互主主 (2003)水田流域河川(宇曽)11)からの

除草剤の流出特性.日本水環境学会第37四年会，熊本市.

塾杢差益，盆互監，西野麻知子 (2003)琵琶湖内湖(湖北

野田沼)における農薬の流入と流出.日本水環境学会

第37回年会，熊本市.

孟呈宜][，虫主主宜主，野一色由佳，担E直盤，よ旦昼歪，

上野耕一郎，主主並主， 1旦旦盟盆 (2003)エンドファイ

ト感染アオカモジグサの近畿地方における分布.

日本草地学会第58回発表会，つくば市.
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よ届昼歪，西川麻美子，五i宣撞，桑星塑虫色，担旦亘盟， 1旦
且盟盆 (2003)アオカモジグサ種子内のエンドファイ

トの形態. 日本草地学会第58回発表会，つくば市.

冨家和典，湯浅和宏，松浦 一穂， 1旦且盟盆 (2003)

Pyricularia sp.によるセンチピードグラスいもち病

(新称).日本植物病理学会関西部会，奈良市.

西川麻美子，姐旦亘盟， 1旦且盟盆，武田理恵子，笠井恵里，

圭杢盟主 (2003)アオカモジグサがまの穂病の栄養系

による継代発病特性.日 本植物病理学会関西部会，

奈良市.

谷川寅彦，主主E監亙 (2003)地中濯取の実用化に関する

研究(四).農業土木学会大会，那覇市.

高畳皇車 (2003)水源林政策の転換過程:カナダ・大パ

ンクーパ一行政地区の事例について.日本林学会第

114回大会，岩手県.

直藍主主 (2003)水道の水源水質保全を巡る紛争:カナ

ダ・大パンクーパ一地域行政区水源林の事例につい

て.環境経済・政策学会， 2003年大会，東京都.

よ且違t!1，加産主11，直阜盤孟 (2003)Hydrangea 

macroPhyllaの装飾花の稔性.園芸学会平成 15年度

春季大会，藤沢市.

5.研究会，講演会，特別講義など

1 )研究会

m並蓋 (2003)ベントナイトを用いた土木施工法の現状

と課題.滋賀地域地盤研究会，草津，2∞3年4月16日.

以且車 (2003)土壌汚染の現状と対策技術.京都地盤研

究会例会，京都， 2003年7月16日.

山並盈 (2003)土壌汚染の現状と対策技術.地盤工学会

関西支部滋賀部会，草津， 2003年9月18日.

山並車 (2003)地盤工学における化学分析の活用.地盤

工学会中国支部講演会，岡山， 2003年11月14日.

土迫且塁 (2003)米政策の見直しと地域農業.山口市認

定農業者の会，山口市ホテル防長苑， 2003年1月29日.

土迫旦星 (2003)米の文化と歴史.米・食味鑑定土協会

第27回講習会，東京千代田区三笠ビル・フォーラム

ミカサ， 2003年2月19日.

土迫且皇 (2003)新展開する環境保全型稲作産地.大潟

村環境創造21学習会，秋田県大潟村農業研修センタ

ー， 2003年3月2日.

d並辻亘皇 (2003)どう描く 21世紀前期における日本社

会のパラダイム.前期公開講義オリエンテーション

交流センター長講演，滋賀県立大学， 2003年4月5日.

止辿且皇 (2003)21世紀の農業展望と米政策.中島美雄

商庖，種子事業新規参入記念祝賀会，京都・石長， 2003



年4月7日.

土迫主皇 (2003)わが国食料安全保障について考える.

京都創政塾，京都「キャンパスプラザ京都J，2003年

5月24日.

企迫且塁 (2003)湖沼環境問題について考える.滋賀県

淡海生涯カレッジ開講式記念講演，彦根市鳥居本地

区公民館，2003年6月21日.

土並且塁。003)米政策改革と地域農業.滋賀県農政連

盟通常総会記念講演，大津市アヤハレイクサイドホ

テル， 2003年7月4日.

土迫旦星 (2003)論文の書き方.平成15年度近畿農協

職員上級管理者第1次研修会，滋賀県農業教育情報セ

ンター， 2003年7月15日.

止迫且皇 (2003)求められている市民自治に基づく産業

政策としての自治体農政.平成15年度自治体農政総

合研究会報告 II，農業開発研修センター， 2003年8月

7日.

土迫'I:e:!!(2003)米の文化と歴史.米・食味鑑定士協会

第29回講習会，東京千代田区三笠ピル・フォーラム

ミカサ， 2003年9月16日.

企迫且星 (2003)地域農業計画論.滋賀県農協営農指導

員 l級資格認証のための講習会，滋賀県農協中央会，

大津市農業教育情報センター， 2003年10月23日.

土迫且旦 (2003)米政策改革と地域農業.平成15年度

]A経営者研修会，富山県農協中央会，富山県 ]A会

館8階ホール，2003年10月29日.

止迫且星 (2003)米政策改革と地域農業.平成15年度

邑智郡集落営農活性化研修会邑智郡集落営農組織

連絡協議会・邑智郡農林業振興協議会・島根県農業会

議・島根県川本農林振興センター，島根県邑智郡川本

町悠巴ふるさと会館大ホール 2003年12月14日.

生迫且皇 (2003)米政策改革と地域農業.平成15年度

営農指導担当職員研修集会， ]A滋賀中央会，滋賀県近

江八幡市ウエルサンピア滋賀， 2003年12月18日.

~Jl:p主主 (2003) 琵琶湖と化学物質.琵琶湖問題に関する

試験研究期間連絡会議，滋賀県， 2002年12月20日.

主主E監産，玉井重信 (2003)持続可能な植生地基盤の創

出に関する基礎的研究.鳥取大学研究センター共同

利用研究発表会， 2003年12月2日.

2 ) 講演会

長丘以i皇(2003)植物の窒素代謝の遺伝子工学:肥料の

利用効率化と水質改善に向けて.滋賀バイオ技術フ

ォーラム第9回例会，滋賀県立大学， 2∞3年1月16日.

孟牟以直 (2003)水質浄化を目的とした水生植物の改

良 ヨシ及びオオカナダモについて.第 1回滋賀県
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ニーズシーズプラザ，守山市， 2003年12月18日.

呈盟量治 (2003)土壌中で物質はどう動いているか.淡

海生涯カレッジ彦根校，滋賀県立大学， 2003年10月

25日.

主主主二 (2003)地域用水の水質と利用状況.シンポジ

ウム[水は地域のたからものJ，近畿農政局他，長浜

市， 2003年6月7日.

主主主二 (2003)地域用水の流量と水質.ぴわ町弓削地

区水利用・水環境ワ クショップ，新湖北農業水利

事業所他，びわ町.

4些草 (2003)土壌汚染の現状と課題.滋賀県建築事務

所協会研修会，大津， 2003年2月6日.

品並草 (2003)廃棄物の地盤材料としての有効利用.岡

山セラミックセンターセミナー，岡山・備前市， 2003

年6月13日.

4且正t(2003)土壌汚染対策法と対策技術.滋賀県宅地

建物取引業連合会研修会，大津， 2003年7月23日.

斗且珪 (2003)土壌汚染対策法と対策技術.滋賀県宅地

建物取引業連合会研修会，彦根，2003年7月25日.

4些草 (2003)土壌汚染対策法と対策技術.滋賀県地質

調査業協会講習会，草津，2003年8月6日.

山並正t(2003)土と水の不思議をさぐる.東京理科大学

市民科学講座，東京， 2003年9月20日.

孟盛皇車 (2003)環境とビジネス.環境教育サボーター

養成講座(滋賀県湖東地域振興局主催) ，彦根市，

2003年2月.

亘益亘畠 (2003)受講生発表に対する助言・講評.淡海

生涯カレッジ(淡海生涯カレッジ主催) ，彦根市，

2003年 11月.

亘且昌雄 (2003)循環型社会構築に向けた条件と課題.

環境 セミナ一，滋賀県中小企業団体中央会，ホテ

ルニューオウミ， 2003年9月17日.

亘且昌雄 (2003)環境こだわり農業への挑戦.第四回近江

八幡市農業セミナー，近江八幡市農業経営改善支援

センター，近江八幡市文化会館，2003年12月18日.

宣且且主主 (2003)農業経済論.平成15年度営農指導員

養成研修会，滋賀県農業協同組合中央会教育部， 2∞3年

10月21日.

3 )授業

長牟以撞 (2003)遺伝子から見た世界 DNAの構造発

見50年.滋賀県立大学・虎姫高校高大連携事業，虎

姫高校， 2003年8月25日.

長盆出撞，ム江盈二 (2003)分子生物学の基礎について

の講義と実験.滋賀県立大学・虎姫高校高大連携事

業，滋賀県立大学， 2003年9月27日.
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長盆』撞，ム孟盆二 (2003)高校生および高校教員のた

めのバイオテクノロジ一体験セミナー.滋賀県，び

わこバイオ産業コンソーシアム等主催による講義と

実験からなるセミナー，滋賀県立大学， 2003年 12月

20日.

呂田益二 (2003)昆虫の密度調節フ ェロモン.滋賀県立

大学・虎姫高校高大連携事業，滋賀県立大学， 2003年

11月.

盆互主主 (2003)化学物質汚染(農薬汚染).海外技術援助

活動(湖沼水質保全研修)， ILEC， 2003年1月31日.

盆互主主 (2003)農業実験実習講習会(食品化学).全国

高等学校農場協会近東支部農業実験実習講習会，全

国高等学校農場協会近東支部， 2003年8月11-12日.

6.競争的研究資金の導入

1)本学特別研究費

匙旦豆越，皇室弘.特別研究，ナタネ生産力の成立過程

の解明，平成15~ 16年度， 50万円.

長公心豊，且且血盆，墨室弘，盆亙妊匡，差益監産.重点

研究，水生植物の水質浄化機能の開発とその利用技

術，平成14~ 16年度， 120万円.

皇室弘.奨励研究，連続不耕起畑作における作物の根

系発達と収量性，平成15年度， 50万円.

旦盤j童特別研究，外来魚の飼料化に関する研究，平成

15 ~ 16年度， 50万円

近旦盆二・ 特別研究，琵琶湖とその内湖における外来

魚(オオクチパス，ブルーギル)の摂餌及び繁殖生

態の解析，平成14~ 16年度， 50万円.

2 ) 科学研究費補助金

長釜』主主，ム孟盆二，奥本裕.作物のイオントランスポ

ーター遺伝子の同定とその制御，基盤研究(C)(2)，平

成14~ 16年度， 120万円.

大城閑，上田悦範，土井元章，古川一，長盆以撞.花井の

香りの評価とその制御を目指した分子育種，基盤研

究(B)Cl)，平成15~ 17年度， 650万円.

山鯨耕太郎，平川一臣，盆立証匡，~盆』撞.北海道十

勝地域における開拓期の人為的作用による自然環境

への影響に関する検討，基盤研究 (C)，平成14~ 16 

年度， 360万円.

ムヰ盤二・ SAGE法を用いた担子菌における cAMP誘

導性遺伝子発現プロファイリング，若手研究 (B) ， 

平成14~ 15年度， 110万円.

野田公夫，土迫巨星(他11名)，欧州諸国における農業組

織の発展と人材開発 ・確保に関する国際比較研究，

基盤研究(A)・(l)，平成14~ 16年度，1， 339万円.

よ盟ユ主tf2.アジサイの花房型を制御する遺伝子の単離，

若手研究 (B)，平成 15 ~ 16年度， 250万円.

3 ) 政府および地方公共団体(関連法人含む)からの補

助金

以挫正t.屋上緑化基盤材の適性化，財団法人滋賀県大学

等学術文化振興助成金，平成 14年~16年度， 1∞万円.

虫盤監，冨家武男，藤田耕，渡辺千春，土井真也，梅沢美

明，木下徹.滋賀県大学等学術文化振興財団産学官連

携推進助成，家禽排j世物のメタン発酵処理における

効率化技術の開発，平成15年度， 240万円.

企盆畳通. 水稲群落における CO2フラックスと PPFD

との関係について，鳥取大学乾燥地研究センター共

同利用研究，平成15年度， 24.4万円.

土丘星通.The Research Project on the Impact of 

Climate Change on Agricultural Production System in 

Arid Areas，文部科学省総合地球環境学研究所，平成

15年度， 73.7万円.

4 ) その他財団からの研究補助金

大久保卓也，壁互主主.面源負荷削減のための滞留池の

最適条件解明に関する研究，河川環境管理財団， 2003

年度， 100万円.

亘盤皇tf2.IS014001の有効性を検証する，一般研究，

(財)昭和シェル石油環境研究助成財団， 2002年度~

2003年度， 20万円.

ι連主盟，韮圭量亘，牟盆盤，亘盤皇tf2.シーケンシャ

ル・ユースの評価手法の開発，地域結集型共同研究

事業， 2003 年度 ~2007年度，担当部分20万円.

5 )受託研究の受け入れ

主主主二.実験圃場におけるコップスシステム環境機

能調査，積水化学工業株式会社，平成13~ 15年度， 50

万円.

金主主二・琵琶湖東岸地区水田の水質浄化機能調査，近

畿農政局，平成15年度， 100万円.

2EE整.内湖における農薬特性に関する研究，琵琶湖研

究所，平成15年， 50万円.

7.研究員の受入

盟旦隼lill農業改良普及員流通研修 大津滋賀地域農業

改良普及センター 主任技師今井清之湖東地域農

po 
n
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業改良普及センター主任技師有元倫子.

8.特許，実用新案，品種登録，意匠，その他著作権に関

わる事項

佐藤利次，ム年盆二 (2003)特許番号189855，新規薬剤耐

性遺伝子.

住野正博，m主主草 (2003)特許番号3449241，土ブロック

表面の補強方法.

M並草他5名 (2003)特許番号3444395，油汚染士の処理

方法.

出並車他7名 (2003)特許番号3408358，コンクリート構

造体の耐火被覆構造.

以些草，堀長生，高橋晃一郎 (2003)特許番号3457470，積

層ゴム支承体の耐火構造.

9.社会への貢献

1 )公共団体， NPO，産業団体等の審議会，委員会

愁旦豆越 (2003)日本賞選考委員，科学技術財団， 5回.

監旦豆越 (2003)大学評価委員会 ・部会長，大学評価・

学位授与機構， 10回.

盆旦墓越 (2003)農林水産統計審議会・部会長，農林水

産省， 1回.

E主旦亘誼 (2003)作況委員会・委員，農林水産省， 5回.

盆旦亘誼(2003)滋賀県科学技術会議・委員，滋賀県，3凪

盆旦豆越 (2003)新世紀委員会・委員，滋賀県， 6回.

匙旦重量五 (2003)国際イネ研究所・理事， IRRI，2回.

長盆』盟 (2003)滋賀県農業総合センター組換え DNA

実験安全委員会，委員， 1回.

孟盟重誼 (2003)農業排水対策研究会，滋賀県， 1回.

金主主二 (2003)早崎干拓環境調査検討委員会，委員，

滋賀県湖北地域振興局，2回.

主主主二 (2003)マザーレーク 21計画・評価システム

推進調査員，滋賀県水政課， 3回.

山並車 (2003)滋賀県環境審議会水環境部会土壌 ・地下

水対策小委員会，委員， 5回.

山並草 (2003)エコマテリアル研究会常任幹事， 6回.

山昌草 (2003)国立環境研究所・セメントと環境に関す

る研究委員会，委員， 2回.

叫些車 (2003)セメント協会・六価クロム対策委員会，

委員， 2回.

E盤監 (2003)食品加工残さ利活用推進委員会，委員

長，滋賀県農政水産部 ・滋賀県，3回.

旦盟隆 (2003)(財)滋賀県大学等学術文化振興財団評議

委員会，評議委員，滋賀県・彦根市， 1回.

教員の活動資料編

i旦旦盆二 (2003)環境審議会・環境企画部会，委員，滋賀

県， 1回.

泣旦益二 (2003)環境審議会・自然環境部会，委員，滋賀

県， 2回.

1Rm益二 (2003)環境審議会 ・自然環境部会イヌワシ，

クマタカ小委員会，委員，滋賀県， 1回.

2亘互主主 (2003)栗東市環境保全対策委員会，委員， 栗東

市， 2回.

盆互主主G∞3)環境こだわり農業審議会，委員，滋賀県，2@].

盈互主主 (2003)農業排水対策研究会，委員，滋賀県， 1回.

但且盟盆 (2003)飼料増産対応型高能力品種開発事業

「有用エンドファイト菌を活用した高能力品種の育

成」技術開発研究推進検討会，検討委員， (社)日本

草地畜産種子協会・栃木県 ・西那須野町， 1回.

且旦盟盤 (2003) I高能力品種開発のための飼料作物ゲ

ノム解析事業」技術開発研究推進検討委員会，検討

委員， (社)日本草地畜産種子協会・栃木県・西那

須野町， 1回.

亘盤皇虫 (2003)滋賀県森林審議会，委員，滋賀県， 1凪

宣血昌雄 (2003)湖国農政懇話会中山間地域等総合対策

検討部会，部会員，滋賀県農政課， 1回.

宣血昌雄 (2003)有機性資源循環利用システム確立協議

会，会長，滋賀県農産流通課，2回.

宣血畠盤 (2003)滋賀県バイオガス活用モデル検討委員

会，委員，滋賀県畜産課， 2回.

亘血昌盤 (2003)滋賀県環境こだわり農業審議会，会長，

滋賀県環境こだわり農業課， 2回.

宣血昌盤 (2003)近江八幡市新エネルギービジョン策定

委員会，委員長，近江八幡市商工観光課，4回.

よllli主-t!1(2003)評議委員会，委員，財団法人滋賀県公

園 -緑地センタ-， 4回.

2 )学会等の委員

玉盆山撞 (2003)日本育種学会幹事会，幹事， 2回.

長盆出直 (2003)近畿作物・育種研究会評議員会，評議員，

l回.

盆杢亙二 (2003)農業土木学会，新湖北地区地域用水検

討委員会，委員， 3回.

金主主二 (2003)農業土木学会，児島湾周辺地域調査検

討委員会，委員， 3回.

金主主二 (2003)農業土木学会，農村計画研究部会，幹事，

l回.

金主主二 (2003)農業土木学会，京都支部役員会，役員，

l回.

金主主二 (2003)土壌物理学会，幹事会，幹事， 1回.

山並並 (2003)日本学術会議・社会環境工学研究連絡委
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員会，地盤工学専門委員会幹事， 2回. 亘盛皇虫 (2003)水資源・環境学会，編集担当理事，3回.

以並車 (2003)日本材料学会・新技術評価委員会，委員， よ.!!!I.i主主主 (2003)園芸学会近畿支部，編集委員会，委員，

4回 1回.

ili.国益二 (2003)日本環境動物昆虫学会，評議会，委

員， 1回 10.マスメディアとの対応

氾旦益二 (2003)関西病虫害研究会，評議会，委員， 1回.

ili.旦益二 (2003)関西病虫害研究会，編集委員会，委 1 )百人ラジオ番組への出演等

員，2回.

盈互主主 (2003)水環境学会(2003)ノンポイント汚染研究 匙旦豆並 (2003)ナピゲーション直播が変える米作り，

委員会，委員， 1回 NHK， 2003年9月.
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卒業論文

-環境生態学科

0011001 赤松史憲

0011002 安積寿幸

0011003 阿部智史

0011004 阿部司

0011005 梅景大輝

0011006 川岸弘道

0011007 木村成子

0011008 木村成臣

0011010 樹山なみえ

0011011 葛原はづき

0011012 蔵田高大

0011013 清水厚

0011014 杉本志織

0011015 杉本好崇

0011016 関谷啓太郎

0011017 高橋良幸

0011018 竹内貴士

0011019 武村晋作

0011020 武村菜穂

0011021 田中伸知

0011022 谷原弘堂

0011023 中村圭輔

0011024 丹尾琴絵

0011025 西岡優介

0011026 百田千尋

0011027 橋本晋ー

0011028 浜田知宏

0011029 福井佑介

0011031 =上恭治

0011032 巳波学

0011033 山口裕二

クモ相の植生と高さによる違いとその要因

琵琶湖と流入河川における各態ケイ素の分布

琵琶湖南湖の沈水植物群落内部における溶存酸素濃度の減少機構

アユモドキLeptobotiacurtaの繁殖生態一仔稚魚、の分布と産卵環境一

琵琶湖における榛脚類Eodiゆtomusjapnicusの再生産に与える餌の量と質の影響

余呉湖における金属元素の挙動の解明

琵琶湖植物プランクトン群集に対する農薬の影響

モウソウチクの養分動態

アルキルフェノールの水中光分解に及ぼす腐植物質の影響

琵琶湖環流が動物プランクトン水平分布に与える影響

農村下水道処理水を導入した休耕田におけるエストロゲン様物質の動態と魚への影響

生分解試験による琵琶湖溶存態有機物の分解性の評価

滋賀県周辺での光化学オキシダントの輸送過程に関する気象学的解析

水田および転作田からの汚濁負荷流出

琵琶湖湖底堆積物における硫化水素生成活性に及ぼす温度の影響

巨大霜結晶の構造に関する研究

領家変成帯林地渓流水の窒素濃度の特徴

降水時に道路から排水される水質汚濁関連物質に関する研究

滋賀県北部におけるイノシシの行動圏と行動パターン

水田の動物プランクトン群集構造に及ぼす農法の影響

河道側方湾上水域への土砂堆積特性一人工ワンドと自然ワンドの実験的比較

一般道路上におけるホンドタヌキの交通事故死と土地利用の関連について

滋賀県北部におけるイノシシのヌタパ利用と環境選択

彦根市におけるひと雨の出現特性

溶存腐植物質の化学的特性に関する研究

ブドウ畑から流出する汚濁負荷量

滋賀県湖東地域における果実と鳥の関係 :平野と山地の比較を中心にして

温帯落葉広葉樹林に生育する4樹種の樹液流速度の季節変化

活断層地域山地小流域におけるパイプからの浮遊土砂流出機構

湖岸都市彦根におけるヒートアイランド強度の変動と琵琶湖の影響

木津川砂州内間隙水における生元素の分布変動と水質浄化

-環境計画学科環境社会計画専攻

0012001 岩井健

0012004 漆原知哉

0012005 大谷教学

0012006 梶原功嗣

0012007 加藤千依

0012008 川口文乃

0012009 川辺茜

0012011 木村早江

市町村合併における「市町村合併パターンの枠組みJi新市町村の名称Ji新市町村役場の立

地jに関する合意形成の研究一滋賀県を対象として

廃棄物処理PFI事業の実施実態に関する研究一事業主体・落札企業それぞれの立場から一

人工シュラを用いた間伐材の集材見込み量の検討一山東町間伐対象人工林の事例一

「外部団体による国際的な環境情報教育プロジェクト jの中学校教育における活用に関す

る研究

琵琶湖保全のための全県的流域組織のあり方について

環境情報的の的確性からみた環境広告の作成方法に関する研究一第 11・12回環境広告コ

ンク ルを対象として一

エコツアーの基本原則を示すチェックリスト使用の妥当性について

LCAから見た太陽パネル ・太陽熱温水器の評価と経済的可能性の研究
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0012012 栗田安由美 PRTR法対象事業所の化学物質データ管理の現状と課題~ PRTR デ タ管理体制と事業所

属性に着目して~

0012013 小林文彦 琵琶湖北湖集水域の貯水能力と湖水中難分解性有機物濃度との関係について

0012014 小山 繁 交通条件の変化が地域にもたらす影響の分析 北陸本線の路線開結節の円滑化を例に

0012015 埠頭奈緒子 地方自治体による NPO支援のあり方について~直接型資金支援に着目して~

0012017 柴崎将也 地産地消による輸送燃料消費量の変化の実態および地産地消を効果的に展開するための

施策一大学生協京都事業連合会を事例として

0012018 清水彩 下水汚泥のセメント原料化を促進させるための研究

0012019 清水勇貴 GISを用いた産業廃棄物処理施設における廃棄物収集量のシミュレート分析 滋賀県エコ

タウン事業を事例として一

0012020 清水雄太 地域おこしにおける青年団の活動場所に関する研究

0012021 白井宣行 滋賀県内での観光消費がもたらす経済効果と二酸化炭素発生量に関する研究

0012022 鈴木智之 東京湾=番瀬埋立計画の白紙撤回時における環境NPOの役割に関する研究~三番瀬フ

オーラムを対象として~

0012023 瀬戸山美夏 グリーンプラ製品普及の現状と今後の代替・採用予定及びその傾向に関する研究

0012024 高倉寛子 生活者属性エネルギー需要モデルの構築

0012025 武山智史 めいほう高原音楽祭における地域活性化に関する研究

0012026 田中裕美 イベント実施におけるエコイベントマニュアルへの取り組みの現状把握及び改善に関す

る研究-=重県主催・共催イベントを事例として一

0012027 玉木光 自然保護を問い直すゲーミングシミュレーション IPaintit BlackJの試作と学習効果の検証

0012028 圏朋希 街廻りにおけるちんどん屋と観客とのコミュニケーションに関する研究

0012029 弟子丸拓也 環境的側面からみた大規模小売庖舗立地法の指針に関する課題点の抽出と改善策の提示

0012030 中井麻友子 地方自治体の環境パートナーシップ推進組識と地域を構成する各主体との連携~おおっ

環境フォーラムを具体事例として~

0012031 中田勝博 樹皮の種類の変化と堆肥選好条件からみたガ デニングのパ ク堆肥利用の前提条件に

関する研究

0012032 中田享佑 大学におけるリサイクル市を継続していくことの重要性に関する研究

0012033 西村亜衣 パス交通に関わる環境負荷低減に関する研究~県立大学線を対象として~

0012034 野田聡 環境会計は企業評価のツールとなり得るか

0012035 服部智 湖南中部神化センターにおける下水汚泥炭化技術の評価

0012036 藤田卓也 交通社会実験の継続における問題点に関する研究一嵐山交通社会実験を対象として一

0012037 前田理恵子 食品廃棄物リサイクル活動の実態と問題点解明による将来展望

0012040 横山道史 びわ湖石けん運動の再評価~エコロジカル・フェミニズムの実践として~

0012038 山口顕太郎 環境リスクコミュニケーターに求められる職能について

0012039 山本一起 放牧による地域循環の可能性に関する研究

0012041 福田彩 開発途上国廃棄物最終処分場に住むスカベンジャーのリサイクルへの関与及び属性・生

活の現状~インドネシアBantarGebang最終処分場を事例として~

9912001 赤崎好近 NPO支援税制改正に伴う情報開示強化の必要性と施策

9912012 杉浦正明 水質汚濁負荷原単位の作成と比較に関する研究

9612011 鯉住良治 住民参画型電子掲示板における議論の構造と世話人の役割に関する研究

9512042 石井太基 京都市の景観保護に関わる取り組みについての研究

.環境計画学科環境・建築デザイン専攻

0013001 浅尾行信 DRA羽司NG.ーアーキグラムのDRA羽司NGに見る表現の創造性と喚起力 /今日の生活展

創造に向けて-

0013003 石崎恵都子 祭礼からみる琵琶湖の信仰と その空間

0013005 市橋雅子 場所性の創出ーインスタ レー ションの手法から一/HORIKA WA FLOATING ROAD 
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0013006 江川菜穂子

0013007 大久保現

0013008 大河内亮

0013009 大原かおり

0013010 小川洋平

0013011 奥村英史

0013012 笠嶋彩子

0013013 川井俊介

0013014 川井操

00130日河内智子

0013016 北川公平

0013017 園領莱美子

0013018 近藤晋平

0013019 近藤智拓

0013020 津田篤徳

0013021 新宮裕恵

0013022 園裕絵

0013023 高野裕子

0013025 武田邦康

0013026 龍田千佳

0013027 田村ちあき

0013028 丹下宏文

0013029 徳永志保

0013030 中川雄輔

0013031 中嶋崇人

0013033 中園美博

0013034 中山純一

0013035 名執裕介

0013036 野口哲矢

0013037 長谷部俊哉

0013039 馬場暁央

0013040 馬場秀聡

0013041 藤本直樹

0013042 古川幸市

0013043 水谷陽介

0013044 村恵圭

食事空間から見る家族観の変選一小説を題材として

公共空間におけるストリートファニチュアのはたす役割について

IN-OUT 運動公園における外部空間一/relation 

紫香楽宮関連遺跡群(宮町遺跡)の保存と観光資源としての活用/一樹の陰一紫香楽歴史

博物館一

懸造建築の空間構成とその展開/路次をつむぐ一尾道の街路空間の再考一

長屋門の再生一吉川英治記念館長屋門の改修から

集落において人を繋ぐ見えるものと見えないもの/徽一新千里西町B団地再生計画

屋外広告物の色彩調和による街並景観形成効果に関する研究/DELUSTOPIA 

仮設住居にみる「住まい方jの可能性/自力型救済シェルター BOWS-A

共存の場としての湖岸公園のあり方 志那地区を事例として一/the PATCHS PARK 

PROJECT-湖辺に件む場所一

茶の湯の空間について一茶室における茶器の見え方を通じて一/閣の城一月見台一

採光の方法と分析 光による建築空間の演出方法について一/ヒカリノ装置 光・景色

を見る感じる気づく 考える

コンパージョン考ーコンパージョンの視点から建築を見る一/異化一大谷幼稚園の転用一

軸組木造住宅の構造要素の性能評価に関する実験的研究一実大振動実験(瀬古邸構造躯体)一

様々な開口部における日射遮蔽性の研究

ディスプレイとしてみた街路デザインの研究 京都市三条通を通して /Feel way 三

条通×情報一

歩行者のオリエンテーション能力を補完する空間特性 清水界隈における調査から / 

本に出会う公園

環境芸術の視点から見たこれからのデザイン手法に関する研究ーアースワークを環境芸

術の底流と据えて一/Sense Scenery一琵琶湖岸平和祈念プロジェクト

建築における光の演出一安藤忠雄建築作品 .8施設を対象として / re-incamation 

重森三玲の庭園における「現代性jの研究/The Parking Park 寺田町駅前再生プロジェ

クト、枯山水の手法による公園

台所空間の構造と展開 民家の台所からシステムキッチンへー

出石のまちづくりに向けて 一出石城内堀の再生計画の方法と効果に関する調査と考

察一/HETEROZYGOTE 

西日本の農家における縁側の構成とその意義/MusicO宜ering一広島市街を見渡して

出石のまちづくりに向けて一出石城内堀の再生計画の方法と効果に関する調査と考

察一/ナカの奥一出石城内堀再生一

京町家に生きる一伝統的空間に生まれた新しい個性と生活スタイルー

仮をtJで|宣と成す/転生

アフオーダンスの概念からみる和風空間の構成について

環境建築の設計手法一実践的アプローチの方法を求めて一/緩やかな緑の械訟の下で

宮城県北部連続地震の被害調査と地震動の伝播性状

都市空間における地下街の役割に関する研究 関西のいくつかの事例を通して一

地方都市の広場に関する研究一彦根市におけるその実態について一

RC造学校建物の耐震診断・耐震補強の研究

近江八幡市の空間構造の形成に関する歴史的考察

水をテーマとするまちづくり手法に関する研究一米原町醒井をケーススタデイとす

る一/道の駅 甲良ネックレスプラザ

水郷集落における水辺デザインに関する研究/MEDIAPARK一人・情報・自然、一

彦根市民会館の果たしてきた役割とその保存・有効活用について/Appearance on the 

stage 彦根市民会館再生計画一
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0013045 村瀬淳

0013046 矢野日奈子

0013047 山下直二

0013052 大江俊輔

0013053 木下良一

0013055 パ~ IJ サー・ ム シガカ7

9913008 岡山悦子

9913009 奥田和也

9913024 瀬尾尚矢

9913038 野口孝史

9913050 二木雄野

9913057 萩原弘之

9813049 吉田真樹

9713037 福中淳史

9713039 藤岡新平

-生物資源管理学科

0014001 芦田悦子

0014002 足達堅太郎

0014003 足立光江

0014004 荒木ゅう子

0014005 石田純子

0014008 遠藤望

0014009 大塚あかり

0014010 大道暢之

0014011 大村和也

0014012 大山佐紀子

0014013 緒方達民

0014014 小倉寛章

0014015 梶屋順子

0014016 片山善大

0014017 金子雅典

0014018 粂純司

0014019 小島佑也

0014020 坂井恵梨子

0014021 酒徳尚文

0014022 笹木加奈子

0014023 沢辺佳彦

卒業論文・制作/修土論文リスト

山中他界観にみる日本的空間意識についての研究/その工業風景を記録せよ

都市に住む・タテに住む 都市型3階戸建て住宅における空間構成の研究 /松江第五大

橋プロジェクト 高架橋における歩行空間の提案

日本の左官材料:土に関する調査研究

神戸旧居留地ーその変遷と地区計画一/トキメキ一神戸旧居留地・イベント空間

磯学 エコ村・磯エステートの実現に向けて/人をつなげる公園 米原公園計画

時間軸による都市のヴェカントスペース (VACANTSPACE) 彦根駅前周辺区域の現状

を通して /CORRIDORS 廊下空間で構成された彦根市役所再生計画一

旧中川煉瓦製造所ホフマン式輪窯一保存と活用に向けて歴史と現状を読み解く一/中川

煉瓦製造所跡保存計画 場所の記憶から記憶の場所へ

コンビニエンスストアの光環境 現在と未来

日本における建物の再生手法ーリファイン建築を通して一

民家との比較による茶室の空間分析一窓の構成を中心に一/ うつろい仰ぐ一彦根市立民

俗博物館

仮設劇場の可能性/PORTABLE SHELTER case the theater 

西陣における長屋について一長屋の魅力を探る一/Iココロのメ j 二条駅前映像広場

の提案

地下街の空間認知と災害認知

景観シミュレーションと評価実験に基づく高宮の町並み改善に関する研究/TAKAMIYA

小噺集

視覚障害者が音から場所を特定する過程に見られる音環境の区分について

滋賀県固有カブ品種の生理・生態的特性に関する研究一花芽分化・発達におよぼす低温の

影響一

水稲でみる滋賀県環境こだわり農業の普及及び拡大の可能性

負圧利用の自動連続地中濯j既用ホースの開発に関する研究 多孔質ホースを用いた地中

潅概法の実用化に関する研究一

滋賀県立大学構内におけるヒロヘリアオイラガの発生生態

in situ hybridization 法を用いたアジサイの小花におけるL丹 Y相同遺伝子の発現解析

エレクトロポレーションを用いた白色腐朽菌シイタケ (Lentinulaedodes)の形質転換

植生による傾斜地の土壌環境管理に関する基礎実験 マサ士を用いた土壌浸食防止と水

資源確保について

早崎内湖ピオトープにおける水質の季節変動

エンドファイト感染・非感染アオカモジグサの生存競争

アジサイにおける TFL1， LFY，APl及びAP2相同遺伝子の単離

琵琶湖内湖における農薬濃度の特徴とその要因に関する研究

内湖の水質浄化能について

屋上緑化用人工基盤材の保水特性と水収支に関する研究

生分解性プラスチックの分解メカニズ、ムに関する室内実験

中山間部水田地帯におけるドジョウとホトケドジョウの比較生態

土壌と水生植物による水質浄化試験

産卵鶏に対する即席メン屑の給与が産卵成績および卵質に与える影響

糸状菌のセルラーゼ活性の測定法について

エレクトロポレーションを用いたPhωzerochaetechrysostoriumの形質転換系の開発

緑肥作物栽培に去る土壌環境改善効果について

エリンギ (Pleurotuseryngii) による処理がパガスの化学組成およびめん羊での消化率に
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0014024 四方啓義

0014026 杉本圭隆

0014028 須田忍

0014029 瀬藤克利

0014030 高橋章

0014031 高橋寛子

0014032 武居恵美

0014033 竹田由梨

0014034 谷川浩司

0014035 種村絵美

0014036 田村浩之

0014037 冨板祐介

0014038 富山直記

0014039 中川温子

0014040 中川朋美

0014041 中島幸善

0014042 中西恵子

0014044 西陽子

0014045 西尾元晶

0014046 橋本啓

0014047 漬本雄一

0014048 林憲司

0014049 疋田竜一

0014050 日高明香

0014051 姫野昭祐

0014052 藤本慎

0014054 松井一博

0014055 松田成弘

0014057 宮川貴夫

0014058 村松葵

0014059 森裕美子

0014060 山内裕香

0014061 山田有美恵

0014062 山本義隆

0014063 吉川徹

0014064 朝倉裕貴

0014066 遊佐貴子

9914054 横山裕介

9914060 妙井翼

9914061 ;11口{圭買リ

9814001 秋山晋吾

9814054 安田直史

9714001 相坂樹

及ぼす影響

イネのセシウム抵抗性突然変異系統から分離した球粒化系統の特性と遺伝

外来魚乾燥魚粉がホウレンソウの生育，収量お よび品質におよぼす影響

PETボトルの回収率を決定する要因の分析

フード・マイレージの測定 滋賀県立大学生協カフェテリアを事例にー

ヤナギルリハムシの個体群変動

イネ科植物がまの穂病菌の培地上での抗菌活性

大豆発酵培養物の添加が産卵鶏ヒナの抗体産生に与える影響

環境保全を考慮した不耕起稲作栽培技術の確立に関する研究

滋賀県湖北地方における地域用水の水質調査

エリンギ栽培後のコーンコブ廃培地の飼料価値に及ぼす培養期間と温度の影響

熱収支フラックス比法とチャンパ一法による水田からのCO2フラックスの比較

琵琶湖における外来魚駆除事業の現状把握

竹筒トラ ップによる借坑性カリパチ類の生態調査

水稲耐暑性の生理生態的機構一散水時間と光エネルギーに着目して一

屋上緑化用人工基盤材における化学成分保持特性に関する研究

乾燥牛糞で栽培可能な食用担子菌の選抜

琵琶湖盆地外周地域におけるアオカモジグサ・エンドファイトの分布と特性

外来魚乾燥魚粉がトマトの生育，収量および品質におよほす影響

樹木の衰退と土壌条件について

イネの温度ストレス回避に地下部が貢献する機構の解明一土壌の違いによる地上部及び

地下部生育の違いの観察一

マンガンペルオキシダーゼを高発現する組換えシイタケ (Lentinulaedodes)株の研究

Hydrangea macroPhyUαの花房型の制御に関与する遺伝子の単離

多孔質ホースを用いた低正圧自動地中潅概の実用化に関する研究

軟X線による土壌孔隙中の流体挙動の観察・定量化

アジサイ科植物のがく片並びに花弁の組織学的観察

滋賀県字曽川におけるイネ科植物ネオティフオデイウム・エンドファイトの分布特性

ヒナに対する外来魚粉の給与が生産性に与える影響

カルシウム含量の異なる飼料へのフィターゼの投与がヒナに及ぼす影響

通電処理による土壌の性状変化について

生分解性プラスチック埋設土壌中の微生物について

白色腐朽菌PhanerochaetechηIsosporiumにおける cAMP誘導遺伝子の発現フ。ロファイリング

イネの低硝酸吸収突然変異体における高親和性硝酸トランスポーターの機能解析

大豆発酵培養物添加と CE剤の併用が産卵鶏ヒナにおける抗体産生に与える影響

測川流域水田における農業濁水問題

農薬がホンモロコ仔魚、へ及ぼす影響と琵琶湖北湖北部における残留濃度

環境保全型稲作の広域展開条件 福島県熱塩加納村を事例として一

水溶解度の異なる水田除草剤の実験圃場における挙動

ファーマーズマーケット(農産物直売所)の展開とその要因

食品表示が与える消費者行動への影響一豆腐の購買行動をモデルとして

センチピートグラスの出穂についての生理形態学的研究

デポジット方式によるワンウェイ容器分別回収の可能性

中国農業における緑色食品生産の現状と今後の課題

エリンギ (Pleurotuseηmgii)を栽培したコ ーンコブ培地のめん羊における栄養価
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修士論文

-環境動態学専攻

0251001 石川雅量

0251004 牛島釈広

0251005 岡本裕子

0251006 小川薫貴

0251007 奥ゆか里

0251008 金尾滋史

0251009 川村容子

0251010 北尾玲子

0251013 佐田正香

0251014 新庄康代

0251015 種中早苗

0251016 槌野直弥

0251017 鳥飼英治

0251018 西村幸子

0251020 睦月亜美

0251021 若井泰佑

0151009 佐竹絵理

0151015 西川麻美子

0151018 前川薫

0051004 井上慎也

-環境計画学専攻

地域環境経営コース

0152002 伊藤賢史

0252003 中川加奈子

0252004 仁賀崇之

0152004 遠藤祐介

環境意匠コース

0252006 大西理人

0252007 岡田健吾

0252008 金城武志

0252009 河合政也

0252010 清原健史

0252011 桐尾千春

0252012 公庄律子

0252013 小泉満

0252015 中村康太郎

0252016 原井隆

0252017 松岡淳

卒業論文・ 制作/修士論文リスト

植物プランクトン群集構造とその季節変化からみた琵琶湖内湖の栄養段階評価

鈴鹿山系における訪花性カミキリムシの群集構造の解析

多雪地のブナ林土壌における炭素蓄積について

大豆発酵培養物の飼料添加がニワトリの腸管内および血中抗体産生に与える影響

イネにおけるセシウム抵抗性品種・系統の特性解析

琵琶湖周辺の水団地帯における魚群群集の動態と保全に関する研究

生分解性プラスチ ックの土壌中での分解特性

白色腐朽性食用担子菌栽培による農業副産物の飼料価値向上に関する研究

汚染土壌の電気化学的修復に関する研究一直流電場における無機成分の挙動

ベニバナカスミソウの培養系の確立

土壌中より分離したBacillus属バクテリアの持つキチナーゼ遺伝子の解析

ニワトリにおけるリンの利用性向上に関する研究

土壌及び焼却灰中のホウ素の溶出性評価及び吸着形態の解明

2世代にわたってセスジユスリカの成長・産卵・死亡に与える γ-BHCの影響

チモシーがまの穂病人工接種に関する研究

宇曽川・法竜川における水質・負荷量と流域特性との関係

金糞岳のブナ林に生育する 3樹種の糖・デンプン量の季節変化

アオカモジグサ栄養系のがまの穂病継代発病特性に関する研究

緑肥作物の鋤き込みが土壌環境に与える評価

金糞岳における炭焼きの影響を受けたブナ林の再生過程

公的最終需要部門の地域経済効果及び環境影響評価一滋賀県を事例として一

無形文化財保全運動における多様な担い手の生成と変容過程の解明 滋賀県犬上郡豊郷

町の江州音頭伝承活動を事例として一

環境共生型ペンションにおけるホストとゲストの多様な関係性に関する研究 「舎:瞳夢

ヒュッテ」の 18年

琵琶湖集水域の貯水能力と湖水中難分解性溶存有機物濃度の関係 (2003年6月)

商業地区の街並景観構成要素に関する研究 大阪ミナミ地区におけるフィールドワーク

を通して

八景式鑑賞j去における伝播構造とその構成原理に関する研究

地方都市における中心市街地活性化に関する基礎的研究 大津市中心市街地の衰退状況

の特徴と活性化事業の検討および新しい提案について

practical small eco (実践的狭小住宅)

利用者の多様解釈を可能にするモノ

歴史的文脈を持つ地域のあり方に関する研究 中山道鳥居本宿のフィールドワークに基

づく 一連の考察

浮世絵、建築空間にあらわれた日本空間の特質

安藤忠雄の建築における水の表現性に関する研究

京都田の字地区における都市構造と集住システムに関する調査研究 街路と街区の現状ー

アルド・ファン・アイク研究ーローマ・カトリック教会を事例として一

フーゴー・へーリングの建築論および建築をめぐる研究
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0252019 余谷和則 彦根市内の地盤動特性に関する研究

0252020 若山勉 伊勢神宮式年遷宮における部材払い下げに関する研究

0252021 和田さや子 設計者による木造建物再生の手法に関する研究

0152012 白枝伸 滋賀県における地域材使用住宅への取り組みに関する研究一住宅ウッドマイレージ(木

材総輸送距離)を通して

0152013 塚田智子 園庭におけるあそび環境の構成に関する研究
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編集後記

環境科学部年報の内容を本第 8号より大幅にリニュ

ーアルしました。国内外を問わず大学や研究機関では

それぞれの年報を定期的に刊行し、第三者にもそこで

の活動がよくわかるようにしています。環境科学部年

報の第 1号は教員一人一人が「私の環境学」のテーマ

のもとに、新設された環境科学部をこれからどのよう

に築いていくのかを寄稿した非常に意欲的な内容であ

りました。しかしながら、大学での教育と研究が進展

するにつれて、その内容をより具体的に外部に発信す

る必要がより大きくなってきました。第 l号より受け

継がれてきた「大テーマの下に教員が寄稿する」とい

う編集方式では、学部の活動を外部へ十分に伝えるた

めには限界があると考えました。

「環境」はこれからの人類が豊かにそして安全に生

きていくための重要なキーワードであることは今後も

変わらないでしょう 。われわれの環境科学部が外部の

人たちに何を発信しようとし、また外部からどのよう

な評価を与えられるのか、情報の発信とその応答に有

効なメディアとしての年報を作成していく必要があり

ます。それをめざすために、今回のリニューアルにお

いて 2つの大きな改正を行いました。まず、「特集」

を現在問題になっている環境にかかわる問題を大テー

マとして設定し、それに対して関係する教員に原稿を

依頼する方式に改めたことです。もう一つは教員の活

動資料編を新設し、研究 ・教育、社会に対する活動を

記録することにしたことです。これにより、教員の活

動と外部とのコミュニケーションが大幅に広がること

を期待します。

滋賀県立大学も創設以来 9年が経過し、本年 4月か

らは大学院博士後期課程についても文部科学省の指定

する固定期聞から脱却して、より自主的な運営、こと

に人事管理が求められることになります。一方、本年

4月から国立大学は独立行政法人化され、滋賀県立大

学でも 2年後には法人化の予定で準備が進められてい

ます。このような大学の一大転機にあたって、リニュ

ーアルされた年報が学部 ・大学の発展に寄与するもの

になってほしいと願っています。年報の発展のために

今後とも学内外からのアドバイスをお願いします。

最後になりましたが年報の原稿作成に協力いただい

た皆さんのご協力に感謝します。

環境科学部年報委員会

長谷川博 (委員長)

入江俊一、金谷健、後藤直成、轟慎一(五十音}IJ買)
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